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使用条件

<ガイドをご使用になる前にお読みください>

機能要件の合意形成ガイド（以下、「本ガイド」といいます。）を利用する

 
ことをもって、以下に記載する使用条件（以下、「本使用条件」といいま

 
す。）に同意したものとさせていただきます。

本ガイドの著作権は、独立行政法人

 

情報処理推進機構が保有してい

 
ます。

以下の利用可能な行為を除き、本ガイドの一部または全部を著作権法

 
の定める範囲を超え、許可なく改変、公衆送信、販売、出版、翻訳、翻案

 
等をすることは営利、非営利など目的のいかんに関わらず禁じられてい

 
ます。

＜本ガイドの目的＞

本ガイドは、外部設計工程が終了するまでに、発注者と開発者が機能

 
要件を齟齬なく合意するためのコツを紹介し、実際のソフトウェア開発現

 
場で活用いただくことを目的としております。

＜利用可能な行為＞

本ガイドは、以下の著作権表示を明記した上で、

著作権表示

 

：

 

Copyright©2010  IPA

情報システム開発に携わる方が本目的のために

本ガイドの全部または一部を無償で複製すること、

本使用条件を配布先に遵守させることを条件に本ガイドの複製物を

無償で再配布すること、

により利用することができます。

独立行政法人

 

情報処理推進機構は、本ガイドが第三者の著作権、特

 
許権、実用新案権などの知的財産権に抵触しないことを一切保証するも

 
のではなく、また、本ガイドの内容に誤りがあった場合でも一切責任を負

 
うものではありません。

独立行政法人

 

情報処理推進機構は、上記の利用可能な行為を除き、

 
第三者の著作権、特許権、実用新案権などの知的財産権に基づくいか

 
なる権利も許諾するものではありません。

独立行政法人

 

情報処理推進機構は、本ガイドのシステム開発への利

 
用、開発したシステムの使用及びシステムの使用不能により生じるいか

 
なる損害についても、なんら責任を負うものではありません。

本ガイドを海外へ持ち出し、または外国籍の人に提供する場合には、

 
「外国為替及び外国貿易法」の規制及び米国輸出管理規則など外国の

 
輸出関連法規を確認の上、必要な手続きを行ってください。

本ガイドへのお問い合わせについては、独立行政法人

 

情報処理推進

 
機構

 

ソフトウェア・エンジニアリング・センターまでご連絡下さい。

JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国およびその他

 
の国における米国

 

Sun Microsystems, Inc. の商標または登録商標です。

その他、本ガイドに記載されている会社名、製品名などは各社の商標ま

 
たは登録商標です。

なお、本ガイドでは

 

ロゴを除き™ または® の表記は省略しております。
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はじめに

機能要件の合意形成技法ガイド（画面編）とは

機能要件の合意形成ガイドは次の７編により構成しています。本編はこれら７編のうちの③機能要件の合意形成ガイド（画面編）です。

① 機能要件の合意形成ガイド（概要編）

機能要件の合意形成ガイドの概要の説明、及び、以下の各編に記載されているコツの概要を掲載しています。

② 機能要件の合意形成ガイド（システム振舞い編）

システム振舞いに関する合意形成のコツをまとめています。

③ 機能要件の合意形成ガイド（画面編）

画面に関する合意形成のコツをまとめています。

④ 機能要件の合意形成ガイド（データモデル編）

データモデルに関する合意形成のコツをまとめています。

⑤ 機能要件の合意形成ガイド（外部インターフェース編）

外部インタフェースに関する合意形成のコツをまとめています。

⑥ 機能要件の合意形成ガイド（バッチ編）

バッチ処理に関する合意形成のコツをまとめています。

⑦ 機能要件の合意形成ガイド（帳票編）

帳票に関する合意形成のコツをまとめています。
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はじめに

機能要件の合意形成ガイド（画面編）とは(つづき)

【対象とする技術領域】【対象とする技術領域】

「画面編」「画面編」 「データ

 
モデル編」

「バッチ編」「帳票編」

「システム
振舞い編」

「外部インタ

 
フェース編」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

【インターネット端末】

受注管理システム

７８００００７

信用照会問合せ情報

７８００００８

信用照会結果情報

クレジット信用照会

システム

販売管理システム
７８００００１

受注情報

７８００００３

商品情報

７８００００６

受注処理ログ情報

処理証跡管理システム

６８００００９

販売管理処理ログ情報

【社内システム端末】

集配信システム

６８００００１

出荷指示情報

６８００００２

配送結果情報

【監視端末】

７８００００２

商品出荷状況情報

顧客管理システム

７８００００４

新規顧客情報

７８００００５

顧客更新情報

ZZ9／ZZ9 (ZZ9)

YYYY/MM/DD 23:59

出荷元コード XXXXXXXXXX
出荷部門 NNNNNNNNNNNNNN

伝票番号 XXXXXXXXXX お届け先コード XXXXXXXXXX
お届け先名 NNNNNNNNNNNNNN 御中 売上区分 X
お届け先住所 NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN 発注区分 X

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN 支払期限 YYYY年MM月DD日

No
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

ZZ\Z,ZZZ,ZZＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮXXXXXXXXXXXXXXX \Z,ZZZ,ZZZ,ZZ \Z,ZZZ,ZZ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

納品書

納品明細
単　価 数量商品名品　番 合　価 消費税 備　考

【対象とする工程】【対象とする工程】

外
部
設
計

外
部
設
計

システム設計システム設計

システム化の方向性システム化の方向性

内
部
設
計

内
部
設
計

システム化計画システム化計画

要件定義要件定義

システム開発システム開発

テストテスト



6Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

第１部
 

概要
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第１部

 

概要

 

１．画面編の考え方

１．１

 

技術領域の想定範囲

６つの技術領域の中の「画面」を扱う本編は、要件定義、外部設計工程で作成される業務フローやシステム化業務フローを元に、導き出される

ユーザインターフェースの１つである「画面」を設計するためのコツを解説しています。

本書の想定範囲に関するポイントは次の２つです。

①

 

Ｗｅｂベースのアプリケーションシステムを想定

本技術領域では、一般的なＷｅｂベースのアプリケーションシステムにおける画面を想定しているため、登場する「工程成果物」につい

ても、Ｗｅｂアプリケーション開発をイメージしたものとなっております。

しかしながら、コツは発注者と開発者の合意の円滑化を目指すものであるため、クライアントサーバ型、メインフレームにおけるユーザ

インターフェース設計でも活用いただけるコツが数多く含まれております。

②

 

レイアウトだけでなく、振舞い・属性も含む

本技術領域では、単なる画面のレイアウトだけではなく、画面に関する以下の様なものも明確化します。

• 動的なものも含めて情報が画面にどのように表示されるか

• ユーザが画面をどのように操作できるか

• 操作する事で何が起こるか

これらを明示するために、「工程成果物」としては画面レイアウト以外に、画面入出力項目一覧、画面アクション明細などが存在します。
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第１部

 

概要

 

１．画面編の考え方

１．２

 

合意形成の考え方と発注者・開発者の役割

発注者・開発者の役割を想定し、それぞれを以下の図に６種類の人物アイコンで示しました。
本編では、特に業務システム設計担当者とシステム開発者との間を中心に、合意形成のコツをまとめています。
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第１部

 

概要

 

２．画面編の構成と概要

２．１

 

「工程成果物」の想定

本編では、以下の６つの「工程成果物」を定義しています。

※上記「工程成果物」中には、表記例などで、

 

Java Pet Store* を題材としているものが含まれます。

画面遷移・レイアウト共

 
通ルール

画面一覧画面間の遷移関係を示した図。

 

画面から画面への遷移と画面

 

遷移を起こすキッカケとなるイベント。

 

条件分岐がある場合は、その条件と対応

 

する分岐遷移

画面レイアウトと画面遷移に関

 

する共通ルールおよび諸々の

 

画面（群）が準じる

 

典型的なレ

 

イアウトや遷移のポリシ

システムで使用する

 

画面の一覧

項目・イベント発生オブジェクト名、

 

それらに対応する画面部品

 

（ボタン、入力出力項目など）

 

およびその配置

No 分類 画面名
画面
ID

…

1 入力フォー
ム

ペット登録画面 S-01 …

2 入力フォー
ム

販売者登録画
面

S-02 …

3 入力フォー
ム

ログイン画面 S-05 …

… … … … …

余白

ユー
ティリ

ティエリ
コンテ
ンツエ
リア

フッターエリア

20% 60% 20%

ヘッダーエリア
コンテンツエリア

（main）
コンテ
ンツエ
リア

（sub2）

80ﾋﾟｸ

80ﾋﾟｸ

60ﾋﾟｸ

画面遷移

画面レイアウト

画面アクション明細

画面遷移に

 

伴って起動

 

させる動作

アクションの処
理概要

アクションの処理詳細

①顧客情報の入力チェック
②検索処理
入力された情報をもとに顧客情報テー
ブルを検索する
③-1 合致するデータが存在しない場合
顧客情報を登録し、顧客登録画面を初
期表示する
③-2 合致するデータが存在した場合
エラーメッセージを表示する

入 力 さ れ た 情
報をもとに顧客
情報を登 録す
る

画面入出力項目一覧

画面を介して入出力する

 

項目の外部仕様

識別
ID

表示用のラベル 部品の種類 入力

表
示
桁
数

入
力
桁
数

データ型 入力制約

1 ユーザ名 ラベル × 18 - 文字列 - ○ ユーザ名値
2 新しいパスワーテキストボック △ 18 10 文字列 パスワード入力パターン × -
3 再入力パスワーテキストボック △ 18 10 文字列 パスワード入力パターン × -
4 名前（姓） テキストボック △ 19 18 文字列 × -
5 名前（名） テキストボック △ 19 18 文字列 - × -
6 Ｅメールアドレステキストボック ○ 39 38 文字列 Eメール入力パターン × -
7 電話 テキストボック ○ 19 18 文字列 電話番号入力パターン × -
8 住所１ テキストボック ○ 39 38 文字列 - × -
9 住所２ テキストボック ○ 39 38 文字列 - × -

初期表示
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第１部

 

概要

 

２．画面編の構成と概要

２．１

 

「工程成果物」の想定（つづき）

本編で想定している６つの「工程成果物」の、（１）記述の目的、（２）その図表が表現するもの、および、（３）その図表によって発注者と開発者が合意

 
する事項は以下のとおり：

「工程成果物」 記述の目的 図表が表現するもの 図表によって発注者と開発者が合意する事項

画面一覧 (システムとのインタフェース

 
として）画面を整理し、その全

 
体像を、発注者が分かるよう

 
にしたい。

この図表は、発注者が理解する業務のく

 
くりや業務上の操作がイメージしやすい

 
名前と関連づけて、開発者が開発する画

 
面の一覧/俯瞰を、表形式で表現する。

発注者と開発者は、開発対象システムの範囲やそ

 
の構成要素（画面）の名前、画面数を合意できる。

画面遷移 １つのシステム化業務を遂行

 
するのに必要な画面と一連

 
の画面の流れ（遷移）を発注

 
者にわかるようにする。

この図表は、発注者が理解する業務の

 
流れや業務遂行におけるシステムの一

 
連の操作に沿って、開発者が開発する画

 
面の位置づけと流れを、フロー図形式で

 
表現する。

発注者と開発者は、個々の画面の用途・役割と共

 
に、画面の流れを通して、システム化業務の使い

 
方を合意できる。

画面レイアウト 個々の画面の見栄えと操作

 
を、発注者が視覚的／直感

 
的に分かるようにしたい。

この図表は、開発者が開発する画面毎に、

 
ユーザへのその見え方(デザイン／イメー

 
ジ)を図形式で、ユーザの操作方法を、画

 
面部品（ボタン、入力出力項目など）の操

 
作や表示内容で表現する。

発注者と開発者は、個々の画面の見栄え、および

 
画面上の画面部品（ボタン、入力出力項目など）一

 
式の操作方法を合意できる。

プロジェクト名 作成者
システム名 作成日付
工程名 バージョン
ドキュメントID 更新者
ドキュメント名 更新日付
画面一覧のID
画面一覧の名称
概要

階層1 階層2 階層3
1 S-00-01 メニュー ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポー
タルメニュー

－
メニュー F001

-

2 S-01-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必須情報を
チェックする。

3 S-02-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者登録 F201 登録時に入力必須情報を
チェックする。

4 S-03-01 条件入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペット検索 F301
-

5 S-03-02 検索結果一覧表
示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペット検索 F301
-

6 S-04-01 地図表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

位置検索
（地図）

位置検索 F401
-

7 S-05-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501 パスワードエラーの場合の
再入力は3回までとする。

8 S-05-02 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501 登録時に入力情報をチェッ
クする。

9 S-05-03 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501
-

10 S-05-04 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501
-

11 S-05-05 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501
-

12 S-06-01 画像付情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

カタログ ペット購入 F601
-

13 S-06-02 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペット購入 F601
-

14 S-06-03 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペット購入 F601 登録時に入力情報をチェッ
クする。

15 S-06-04 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペット購入 F601
-

注文完了画面

カタログ画面

ショッピングカート表示画面

支払い情報入力画面 購入者が、支払いの情報を入力するための
画面。
ペットの購入の注文が完了したことを通知す
る画面。

購入者が、ペットのカタログを表示する画
面。
購入者が、所望のペットを選択し、ショッピン
グカートの内容を表示する画面。

Java Pet Store　画面一覧担当
2007/2/9
2
Java Pet Store　画面一覧担当
2007/3/2

機能ID 備考

ペットの検索結果を一覧表示する。

機能名

地図上に、選択した位置（所望のペットの居
場所）を表示する。
ペットの売買に参加するためにシステムにロ
グインする。
ペットの売買に参加するためにユーザ登録
を行う。
ユーザ登録を完了させるために、同意書を
表示し、同意の意志を確認する。

ペット検索結果表示画面

位置情報表示画面

ユーザログイン画面

ユーザ登録画面

ユーザ同意書表示画面

プライバシーポリシー表示画
面
ユーザ登録完了画面

ユーザ登録を完了させるために、プライバ
シーポリシーを表示し、同意の意志を確認
ユーザ登録が完了したことを通知する画
面。

販売者登録画面

ペット検索画面

A社殿向けJava Pet Store開発
Java Pet Store
外部設計

ペットストアのポータル。購入、検索、カタロ
グ選択などのメニューを表示する。
販売者が、販売したいペットの情報（カテゴ
リ、名前、特徴、価格、画像、タグ）を登録す
る。

販売者の情報（氏名、住所等）を登録する。

ペットを検索するための条件を入力する。

ペットストアポータル画面

ペット登録画面

JPS0001
Java Pet Store 外部設計書

共通情報

書誌情報

No.

本画面一覧は、Java Pet Storeの外部設計書に含まれる画面レイアウト、入出力項目、アクション明細に記述された画面の一覧を示す。
Java Pet Store 画面一覧
JPS-UILIST-0001

階層
分類画面ID画面名 説明

概要

画面遷移の名称

画面遷移ＩＤ

更新日付更新者Java Pet Store 外部設計書ドキュメント名

2007/1/12作成日付佐藤一郎作成者1バージョンJPS0001ドキュメントＩＤ

外部設計工程名Java Pet Storeシステム名Ａ社殿向けJava Pet Store開発プロジェクト名

画面遷移定義

概要

画面遷移の名称

画面遷移ＩＤ

更新日付更新者Java Pet Store 外部設計書ドキュメント名

2007/1/12作成日付佐藤一郎作成者1バージョンJPS0001ドキュメントＩＤ

外部設計工程名Java Pet Storeシステム名Ａ社殿向けJava Pet Store開発プロジェクト名

画面遷移定義

名前を検索

【イベント】
画面遷移を起こすきっかけとなる事
象（できごと）を記述する。
例えば、検索ボタンが押されたときは
“検索”というイベントが発生する。
内部イベント等の実装よりのイベント
は記述しない。 [検索]

条件入力画面

［終了］

［戻る］
［次ﾍﾟｰｼﾞ］

次を検索

【遷移矢線】 （必須）
画面と画面（遷移動作）間の関連を
矢線で示す。遷移矢線は交錯しな
いように描画する。

【画面名】 （必須）
画面レイアウトを特定
する画面名を記述する。

【遷移動作】
アクション明細を特定する名前を記述
する。要件確認のために必要な場合
に記述。
実装よりの動作記述は行わない。

終了処理
終了処理

後ページ検
索処理

後ページ検
索処理

【終了点】
自明の場合は不要

《開始点》【開始点】
自明の場合は不要

《終了点》

【一覧性】
１０の画面遷移となるようにする。階
層化等を考慮して、構造化を行う。

【条件分岐】
業務要件として表れる用語も用いて
条件を記述する。

検索結果表示画面

スタートアップ画面
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第１部

 

概要

 

２．画面編の構成と概要

２．１

 

「工程成果物」の想定（つづき）

「工程成果物」 記述の目的 図表が表現するもの 図表によって発注者と開発者が合意する事項

画面遷移・レイアウト共通ルール 作成される画面のレイアウト

 
や見栄え、操作をできるだけ

 
均質化、共通化して発注者

 
に対する使用性(ユーザビリ

 
ティ）を上げる。

これらの図表群は、複数種類の「工程成

 
果物」に跨る前提や制約、記述の便宜に

 
基づく約束事を、それぞれに適した書式

 
で開発者がまとめて表現する。

発注者と開発者は、設計図表のフォーマットやそこ

 
に書かれるアイコンや用語の使い方、開発ツール

 
やシステム基盤によって制約を受ける画面の基本

 
構成、表示イメージ、共通処理を合意できる。

画面入出力項目一覧 画面上から入出力される項

 
目とその属性や制約事項な

 
どを発注者にわかるようにす

 
る。

この図表は、発注者が目にする個々の画

 
面のレイアウト上に配置される画面部品

 
群のうち、入出力に関わる項目一式の仕

 
様を、開発者が表形式で詳細化したもの

 
である。

発注者と開発者は、画面に入出力する項目、デー

 
タベースとの関連など、ユーザが操作上入出力す

 
る情報に過不足がないことを合意できる。

画面アクション明細 画面上のボタン等がクリック

 
された時のシステムの振る

 
舞いについて発注者が詳細

 
に分かるようにしたい。

この図表は、発注者が目にする個々の画

 
面のレイアウト上に配置される画面部品

 
群の操作を通して画面上で行われる処

 
理を、開発者が文書形式で詳細化したも

 
のである。

発注者と開発者は、画面レイアウトの視覚的表現

 
だけでは記述できないユーザの操作とその操作に

 
対するシステムの応答情報を合意できる。

識別
ID

有効 入力
表示
桁数

入力
桁数

データ型 文字種 入力制約 出力仕様 必須 補足

1 ユーザ名 ラベル - × 18 - 文字列 半角 - ○ ユーザ名値 - -
・取得済みのユー
ザ名を表示する

2 新しいパスワード テキストボックス ○ △ 18 10 文字列 半角
パスワード入力パター
ン

× - パスワード出力パターン -

3 再入力パスワード テキストボックス ○ △ 18 10 文字列 半角
パスワード入力パター
ン

× - パスワード出力パターン -

4 名前（姓） テキストボックス ○ △ 19 18 文字列 全角 × - - -

5 名前（名） テキストボックス ○ △ 19 18 文字列 全角 - × - - -

6 Ｅメールアドレス テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 半角 Eメール入力パターン × - - -

7 電話 テキストボックス ○ ○ 19 18 文字列 半角 電話番号入力パターン × - - -

8 住所１ テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 全角 - × - - -

9 住所２ テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 全角 - × - - -

10 市 テキストボックス ○ ○ 19 18 文字列 全角 - × - - -

11 県 テキストボックス ○ ○ 3 3 文字列 全角 - × - - -

12 郵便番号 テキストボックス ○ ○ 9 9 文字列 半角
数字もしくは“-”のみ
“-”は4文字目のみ

× - - -

13 国 テキストボックス ○ ○ 14 14 文字列 全角 - × - - -

14 言語 コンボボックス ○ ○ - - - - - ○

国項目に“日本”が入力された
ら“日本語”を初期表示とする。
“日本”以外が入力されたら“英
語”を初期表示とする。

- ○

15 好きなカテゴリ コンボボックス ○ ○ - - - - - ○ “犬” - ○

16 個人リスト可能 チェックボックス ○ ○ - - - - - ○ チェック有り - -

17 個人バナー可能 チェックボックス ○ ○ - - - - - ○ チェック有り - -

初期表示表示用のラベル 部品の種類

画面ＩＤ

概要

画面の名称 ユーザ登録画面

ペットの売買に参加するためにユーザ登録を行う。

S-05-02

共通情報

作成者

作成日付

バージョン

プロジェクト名 A社殿向けJava Pet Store開発

システム名 Java Pet Store

ドキュメントID

2007/5/31

外部設計

更新者JSP0001

更新日付

工程名

Java Pet Store 外部設計書ドキュメント名

Java Pet Store 入出力項目担当

2

2007/5/29

Java Pet Store 入出力項目担当

工程 外部設計
作成日付 2007/1/12
更新日付
バージョン

ID イベント名 入力
遷移先画面名称（Ｉ
Ｄ）

出力

Username

Password

顧客情報テーブル
- -

-
ペットストアポータ
ル画面(S-00-01)

顧客情報テーブ
ル

- -
エラーメッセージ

- - -

言語テーブル

分類テーブル

-

ユーザ登録画面
(S-05-02)

-

- -
エラーメッセージ

「Register
Now!」リンク押
下

ユーザ登録画面を表
示する。

- -

入力されたUsername
とPasswordをもとに顧
客データを検索し、
ユーザ情報画面を表
示する。

ログインボタン
押下

ログイン

②利用環境情報の設定
言語と分類をリスト選択できるようにする

③-1 言語と分類がリストより選択された場
合
ユーザ登録画面を表示する

③-2 リストから選択されなかった場合
エラーメッセージを表示する

ユーザ登録

プロジェクト名
ドキュメントID

A社殿向けJava Pet Store開発 システム名
作成者 佐藤一郎

Java Pet Store
JPS0001

ペット購入システムを利用するために必要なログイン画面

アクションの処理詳細

Java Pet Store外部設計書 更新者

- -

概要

①ユーザ登録画面を初期化する

③-2 合致するデータが存在しなかった場合
エラーメッセージを表示する

①UsernameとPasswordの入力チェック

アクションの処理概要アクション名

A-05-001

③-1 合致するデータが存在した場合
ペットストアポータル画面に遷移する

②検索処理
顧客情報テーブルから該当するユーザを検
索する

A-05-002

ドキュメント名
画面ＩＤ 画面の名称 ユーザログイン画面S-05-01

1 ページの構成要素
ページ構成要素を以下のように定義する。
なお、原則としてフレームを使用しないこととする。 （ﾋﾟｸｾﾙ値は目安）
余白

ユーティリティエリア

コンテンツエリア
（sub1）

フッターエリア

20% 60% 20%

ナビゲーションエリア

コンテンツエリア
（main）

コンテンツエリア
（sub2）

ヘッダーエリア
80
ﾋﾟｸｾﾙ

80
ﾋﾟｸｾﾙ

20ﾋﾟｸｾﾙ

60
ﾋﾟｸｾﾙ
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第１部

 

概要

 

２．画面編の構成と概要

２．２

 

各部の構成

本編は、「第１部 概要」「第２部 合意形成に使う主な図表の解説」「第３部 合意形成のコツ」の３部から構成されています。

「工程成果物」の構成要素の定義や、コツの例については、基本的に 具体的な事例を題材として、その内容を用いて記述しています。

「第１部 概要」は、この本編の概要とともに、第２部、第３部を読み進めるために必要な、画面の外部設計の考え方について解説しています。

「第２部 合意形成に使う主な図表の解説」は、第３部で画面のコツを解説するときに使う、６種類の「工程成果物」について、その表記例や想定さ

れる図表の構成要素を解説しています。

「第３部 合意形成のコツ」は、この本編のもっとも重要な内容です。この第３部は、発注者、開発者、あるいは両者がどのような作業または議論を

通して、お互いの合意形成を図っていくか、という観点から、４つの章に分かれています。

１章は、発注者が初期段階で必要な情報や背景、制約などを言い切り、また、開発者も必要なことを聞き切るコツをまとめています。

２章は、主に開発者が「工程成果物」を書くときのコツをまとめています。

３番目の章は、開発者が書いた「工程成果物」を、レビューに先だってチェックするためのコツについてまとめています。

最後の章は、発注者と開発者が対面で行うレビューのコツについてまとめています。

なお、この第３部は、読み易さを考慮して、各章に含まれるコツ記述のフォーマットを統一しました。どの章で解説されるコツにも、そのコツを

活用する時に、合意形成のどの成熟レベルで使えばよいか、またその時に一緒に使う「工程成果物」が示されています。

コツの使い方の応用事例を、その利用状況や効果などの説明とともに示したものをコラムとして載せました。コラムでは、実際に使用されている

設計書に基づいているため、各章で定義した「工程成果物」の構成要素とは一致しないことがあります。
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第１部

 

概要

 

２．画面編の構成と概要

２．３

 

記述範囲外の事項

本ガイドは、外部設計にあたって、最初に必要な情報の伝達（言い切る／聞き切る）と、それらの表現、書いた内容のチェック、及びレビューの局

面で活用できるコツ集です。

コツの組み合わせ方やそれらの利用手順は限定していないので、個々のプロジェクトに応じて適切に選択して使うことができます。

特定の手法／表記に限定される表現や手法は、本ガイドの対象外とします。

コツの記述例では特定の表記で書かれているものもありますが、別の表記でも一般的に書けるものを取り上げています。

発注者に対して、開発側でまとめた仕様を提示する際の、設計書の作成単位や構成には多様な組み合わせが考えられます。

本ガイドではこれら設計書のバリエーションを網羅していません。設計書の単位を「工程成果物」と一致させるのか、および、設計書の内容構成

については個々のプロジェクトにおける判断が必要です。

要件定義書（およびその「工程成果物」）は、あらかじめ出来上がっていることを想定しています。

ガイドの中で言及される場合もありますが、その表現やレビューの工夫は、本ガイドの対象外です。また、内部設計やその「工程成果物」につい

ても同様です。

本ガイドは、特定の手法やツールを推奨するものではありません 。

特に、本編で扱う画面の６種類の「工程成果物」は、最低限のものだけをあげています。
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第２部
 

合意形成に使う主な図表の解説
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

１．画面一覧

１．１

 

定義

画面一覧の概要

システムで使用する画面の一覧である

開発する画面の一覧／俯瞰を表現する。

画面一覧の役割

画面レイアウトや入出力項目の目次の役割を持つ。

画面一覧を使う目的

提供する画面の名称とその数を一目でわかるようにする。

画面全体の概要や全体のボリューム感を把握するために作成する。

システム化の範囲を明確化する。

画面設計の進捗管理。

画面一覧の記述内容

画面一覧を利用して画面設計を進める場合は、画面一覧の構成要素をすべて記載する。

画面一覧を設計の進捗管理表として利用する場合は、Ｎｏ、画面ＩＤ、画面名称のみでよい。

「工程成果物」 画面一覧
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

１．画面一覧

１．２

 

構成要素 「工程成果物」 画面一覧

分類 項番 記述内容 記述内容の説明

0.共通情報 - プロジェクト名、システム名、工程名、ドキュメントＩＤ、ドキュメント名、作成者、作成日付、バージョン、更新者、更新日付

1.書誌情報

1.1 画面一覧のID 画面一覧を一意に識別するためのコード。

1.2 画面一覧の名称 画面一覧の名称。

1.3 概要 画面一覧の範囲、目的を説明する。

2.構成要素

2.1 No. 画面一覧の通し番号（行番号）。本項目によって画面数を把握できる。

2.2 画面名 画面の名称。

2.3 画面ID 画面を一意に識別するコード。

2.4 分類
画面の種類。例えば、メニュー、入力フォーム、一覧表示等がある。後で画面の共通化を検討するた

 
めに分類を記入する。

2.5 階層 画面をメニュー構造などの階層構造で整理した場合の位置づけ。

2.6 説明
画面の利用者、利用目的、利用頻度（随時／特定時期）、画面の複雑さ（表示品目数、項目数等）、

 
特徴等の説明。

2.7 機能名 関連する機能の名称。

2.8 機能ID 関連する機能を一意に識別するコード。

2.9 備考
特徴的な動作（スクロール、リセット、入力チェック、タイミング、ピーク時件数、想定利用者）等、特記

 
事項。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

１．画面一覧

１．３

 

表記例

表記例１（一般的な表形式）

「工程成果物」 画面一覧

プロジェクト名 作成者
システム名 作成日付
工程名 バージョン
ドキュメントID 更新者
ドキュメント名 更新日付
画面一覧のID
画面一覧の名称
概要

階層1 階層2 階層3
1 S-00-01 メニュー ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポー
タルメニュー

－
メニュー F001

-

2 S-01-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必須情報を
チェックする。

3 S-02-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者登録 F201 登録時に入力必須情報を
チェックする。

4 S-03-01 条件入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペット検索 F301
-

5 S-03-02 検索結果一覧表
示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペット検索 F301
-

6 S-04-01 地図表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

位置検索
（地図）

位置検索 F401
-

7 S-05-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501 パスワードエラーの場合の
再入力は3回までとする。

8 S-05-02 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501 登録時に入力情報をチェッ
クする。

9 S-05-03 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501
-

10 S-05-04 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501
-

11 S-05-05 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録 F501
-

12 S-06-01 画像付情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

カタログ ペット購入 F601
-

13 S-06-02 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペット購入 F601
-

14 S-06-03 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペット購入 F601 登録時に入力情報をチェッ
クする。

15 S-06-04 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペット購入 F601
-

注文完了画面

カタログ画面

ショッピングカート表示画面

支払い情報入力画面 購入者が、支払いの情報を入力するための
画面。
ペットの購入の注文が完了したことを通知す
る画面。

購入者が、ペットのカタログを表示する画
面。
購入者が、所望のペットを選択し、ショッピン
グカートの内容を表示する画面。

Java Pet Store　画面一覧担当
2007/2/9
2
Java Pet Store　画面一覧担当
2007/3/2

機能ID 備考

ペットの検索結果を一覧表示する。

機能名

地図上に、選択した位置（所望のペットの居
場所）を表示する。
ペットの売買に参加するためにシステムにロ
グインする。
ペットの売買に参加するためにユーザ登録
を行う。
ユーザ登録を完了させるために、同意書を
表示し、同意の意志を確認する。

ペット検索結果表示画面

位置情報表示画面

ユーザログイン画面

ユーザ登録画面

ユーザ同意書表示画面

プライバシーポリシー表示画
面
ユーザ登録完了画面

ユーザ登録を完了させるために、プライバ
シーポリシーを表示し、同意の意志を確認
ユーザ登録が完了したことを通知する画
面。

販売者登録画面

ペット検索画面

A社殿向けJava Pet Store開発
Java Pet Store
外部設計

ペットストアのポータル。購入、検索、カタロ
グ選択などのメニューを表示する。
販売者が、販売したいペットの情報（カテゴ
リ、名前、特徴、価格、画像、タグ）を登録す
る。

販売者の情報（氏名、住所等）を登録する。

ペットを検索するための条件を入力する。

ペットストアポータル画面

ペット登録画面

JPS0001
Java Pet Store 外部設計書

共通情報

書誌情報

No.

本画面一覧は、Java Pet Storeの外部設計書に含まれる画面レイアウト、入出力項目、アクション明細に記述された画面の一覧を示す。
Java Pet Store 画面一覧
JPS-UILIST-0001

階層
分類画面ID画面名 説明
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

１．画面一覧

１．３

 

表記例(つづき)

表記例２（画面一覧を、ツリー形式で表現した例）

この表記は構成要素の画面名をツリー形式で表現したものである。

「工程成果物」 画面一覧

ペットストア
総合メニュー

ペット登録

ペット検索

位置検索
（地図）

カタログ

ペット購入

ユーザ登録

ユーザ機能
ポータルメニュー

システム管理
メニュー

ビジネス統計
メニュー

マスタ管理

パラメータ
管理

日次集計

月次集計

統計処理
フォーム管理
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

２．画面遷移

２．１

 

定義

画面遷移の概要

アプリケーションを実現する画面の流れを表す図表である

発注者が理解する業務の流れや業務遂行におけるシステムの一連の操作に沿って、画面の位置づけと流れを、フロー図形式で表現する。

画面遷移を使う目的

アプリケーションにおける画面の流れを明確化する。

発注者にシステムのおおよその利用イメージを伝達する。

画面遷移の記述内容

表示される画面と、その画面の順序関係。

画面から画面への遷移を起こすきっかけとなるイベント。

条件分岐がある場合は、その条件と条件に対応する分岐遷移。

「工程成果物」 画面遷移
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

２．画面遷移

２．２

 

構成要素 「工程成果物」 画面遷移

分類 項番 記述内容 記述内容の説明 凡例

0.共通情報 -
プロジェクト名、システム名、工程名、ドキュメントＩＤ、ドキュメント名、作成者、作成日付、バージョン、更新者、更

 
新日付 0.共通情報

1.書誌情報

1.1 画面遷移ID ひとまとまりの画面遷移を一意に識別する識別子

1.2 画面遷移の名称 ひとまとまりの画面遷移を一意に識別する名称

1.3 概要 画面遷移の概要を記述する。

2. 構成要素

2.1 画面
遷移元、遷移先の個々の画面を表す。画面レイアウトを一意に識別できる名前を記述する。

 
画面イメージがある場合には、そのイメージを用いてもよい。

2.2 遷移矢線
実現される画面の順序関係を矢線で記述する。
遷移矢線は交錯しないように描画する。

2.3 アクション 画面遷移に伴って起動される動作

2.4 イベント

画面の遷移を引き起こすきっかけとなるもの。

例えば、検索ボタンが押されたときは“検索”というイベントが発生する。

開発都合で必要になる内部イベント等のイベントは記述しない。

2.5 条件分岐/合流
条件により遷移が分岐する場合に記述する。合流は分岐した複数の遷移が単一の遷移に

 
集約されることを表す。

2.6 開始点
画面遷移の開始画面を明示する。
開始点が自明の場合は不要。

2.7 終了点
画面遷移の終了画面を明示する。
自明の場合は不要

2.8
他画面遷移への

 
接続

画面遷移を複数の図に分割して記述する場合に、他画面遷移への接続点を明示する。接

 
続する画面遷移を一意に識別できるように記述する。

アクショ

 
ン名

《終了点》

《開始点》

[イベント名]

ID ID
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

２．画面遷移

２．２

 

構成要素(つづき) 「工程成果物」 画面遷移

分類 項番 記述内容 記述内容の説明 凡例

2. 構成要素

2.9 下位画面
部品化された遷移が存在することを表すための記号。画面記号やイメージに《下位遷移》

 
を付加する。

2.10 遷移動作

遷移時に起こる動作の名称を記述する（画面アクション明細を特定する名前を記述するの

 
が望ましい）

 

。
構成要素2.3のアクションを示す記号を用いる代わりにこの記法でアクションを記述しても

 
よい。内部動作の記述は行わない。

/動作名

（遷移矢線に付随する形

 
式）

2.11 異常系 例外処理等の正常系処理を実行できない場合の処理方法を記述する。

2.12 注釈 遷移図だけでは表現できない場合、設計情報として必要なものを記述する。

《異常系》

注釈

《下位遷移》
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

２．画面遷移

２．３

 

表記例 「工程成果物」 画面遷移

画面遷移定義

プロジェクト名 Ａ社殿向けJava Pet Store開発 システム名 Java Pet Store 工程名 外部設計

ドキュメントＩＤ JPS0001 バージョン 1 作成者 佐藤一郎 作成日付 2007/1/12

ドキュメント名 Java Pet Store 外部設計書 更新者 更新日付

画面遷移ＩＤ

画面遷移の名称

概要

名前を検索

[検索]

条件入力画面

［終了］

［戻る］
［次ﾍﾟｰｼﾞ］

次を検索

終了処理

 

終了処理

後ページ検

 

索処理

 

後ページ検

 

索処理

《開始点》

《終了点》

検索結果表示画面

スタートアップ画面

注１：本ガイドラン中では、必須入力となっているものも、説明上、必要のないものは省略している。

注２：イベントの発生条件が複雑な場合は、イベントの発生条件とイベント、アクションの対応関係を補足資料に記述する。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

３．画面レイアウト

３．１

 

定義

画面レイアウトの概要

アプリケーションを構成する画面イメージを表す図表である。

画面毎に、ユーザへの見栄え(デザイン／イメージ)を図形式で、 ユーザからの操作を画面部品（ボタン、入力出力項目など）や表示内容で
表現する。

画面レイアウトを使う目的

画面の具体的なイメージを明確化する。

画面に配置される入力項目、ボタンなどの位置や大きさなどを明確化する。

画面レイアウトの記述内容

項目・イベント発生オブジェクト名、それらに対応する画面部品（IN・OUTの区別が必要）およびその配置

画面に配置する画面部品のスタイルの定義、フレーム分割などにも対応

画面部品の操作によって発生するイベントと処理内容（アクション）の対応付け

「工程成果物」 画面レイアウト
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

３．画面レイアウト

３．２

 

構成要素 「工程成果物」 画面レイアウト

分類 項番 記述内容 記述内容の説明

0.共通情報 - プロジェクト名、システム名、工程名、ドキュメントＩＤ、ドキュメント名、作成者、作成日付、バージョン、更新者、更新日付

1.書誌情報

1.1 画面ID 画面を区別するための番号。画面遷移に関するＩＤは一覧表があるものとして省略した。

1.2 画面の名称 画面の名称。

1.3 概要 何のための画面なのかを説明する。

2. 構成要素

2.1 画面レイアウト 図にてレイアウト案を提示。

2.2 識別ID
図表内で識別するため、画面部品ごとにIDを振る。画面遷移や画面入出力項目一覧、画面アク

 
ション明細などと連携して用いる。

2.3 ラベル 画面に表示される時の名称。

2.4 画面部品の種類 どのような画面部品を用いるのかの画面部品名。他にボタンなどがある。

2.5 表示範囲 表示する桁数や、テーブルのカラムの幅などを提示。

2.6 画面部品の説明
その画面部品がどのような役割を果たすのか、の意味や説明を記述する。入出力が絡む場合はこ

 
ちらに説明をつける。項目の細かい定義や処理内容は別扱い。
※画面部品の詳細については次ページ参照

2.7 操作手順 入力してボタンを押すなど、操作のイメージが掴めるような操作手順を記述する。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

３．画面レイアウト

３．２

 

構成要素(つづき) 「工程成果物」 画面レイアウト

項番 画面部品の種類 画面部品の説明

1 テキストボックス 文字列（漢字、かな、英数字、記号など）入力用の部品

2 リストボックス 幾つかの文字列リストの中から選択肢を選ぶ部品

3 コンボボックス 幾つかの文字列リストの中から選択肢を選ぶか、文字列リストにない場合には文字列を入力できる部品

4 チェックボックス 文字列をチェックして選択する部品（複数選択可）

5 ラジオボタン 文字列をチェックして選択する部品（単一選択）

6 ボタン
クリックすることでアクションが発生する部品

・登録ボタン、キャンセルボタン、戻るボタンなど

7 ラベル
文字列で表示される部品

・画面タイトル、入力項目名称など

8 罫線 罫線の部品

9 表 表組みされている部品

10 画像 表示用の画像、または押下できる設定の画像

画面に配置する部品の種類
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

３．画面レイアウト

３．３

 

表記例

画面レイアウトには、矩形で表記する場合と、

出来上がりイメージに近い画面を貼り付ける場合がある。

ここでは、矩形で表記する場合についてサンプルを表した。

「工程成果物」 画面レイアウト
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

４．画面入出力項目一覧

４．１

 

定義

画面入出力項目一覧の概要

画面にて入力／画面から出力する項目の外部仕様を定義したもの。

個々の画面のレイアウト上に配置される画面部品群のうち、入出力に関わる項目一式の仕様を、表形式で詳細化したものである。

画面入出力項目一覧を使う目的

画面に配置される入出力項目の詳細仕様を明確化する。

レイアウトからでは区別できない特性を明確化する。

画面入出力項目一覧の記述内容

入力制約は、単一項目の外部仕様までを記述範囲とする。

データ構造との関連など、ユーザ操作の観点からみた外部仕様以外の内容は記述範囲外とする。

「工程成果物」 画面入出力項目一覧
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

４．画面入出力項目一覧

４．２

 

構成要素 「工程成果物」 画面入出力項目一覧

分類 項番 記述内容 記述内容の説明

0.共通情報 -
プロジェクト名、システム名、工程名、ドキュメントＩＤ、ドキュメント名、作成者、作成日付、バージョン、更新者、更新日

 
付

1.書誌情報

1.1 画面ID
画面を区別するための番号。画面遷移に関するＩＤは一覧表があるものとして省略し

 
た。

1.2 画面の名称 画面の名称

1.3 概要 何のための画面なのかを説明する。

2. 構成要素

2.1 識別ID
図表内で識別するため、部品ごとにIDを振る。画面遷移や画面レイアウト、画面アク

 
ション明細などと連携して用いる。

2.2 表示用のラベル 画面に表示される時の名称

2.3 部品の種類 どのような部品を用いるのかの部品名。テキストボックス、ボタンなどがある。

2.4 有効

部品を有効とするかどうかを記述

 
○：常に有効

 
△：条件つきで入力可

 
×：常に無効

 
－：対象外

2.5 入力

部品が入力、選択可かどうかを記述
○：常に入力、選択可

 
△：条件つきで入力、選択可

 
×：常に読取専用

 
－：対象外
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合意形成に使う主な図表の解説

 

４．画面入出力項目一覧

４．２

 

構成要素(つづき) 「工程成果物」 画面入出力項目一覧

分類 項番 記述内容 記述内容の説明

2. 構成要素

2.6 表示桁数 部品の表示桁数を記述

2.7 入力桁数 部品に入力可能な最大桁数を記述

2.8 データ型
データ型を記述

 
文字列／数値

2.9 文字種
文字種を記述

 
全角／半角

2.10 入力制約
該当部品に対する単一制御内容を記述
（値範囲や入力文字制約等）

2.11 初期表示有無

初期表示の有無を記述

 
○：常に記述した初期表示を表示

 
△：条件により初期表示の有無や内容が異なる

 
ー：初期表示なし

2.12 初期表示内容 初期表示の値を記述

2.13 出力仕様
出力時の仕様を記述

 
（計算方法、数値の丸め方法、出力フォーマット、文字揃え方法等）

2.14 必須

必須入力となる項目かどうかを記述

 
○：常に必須

 
△：条件つき必須

 
ー：必須ではない

2.15 補足 項目に関する補足的な説明を記述
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合意形成に使う主な図表の解説

 

４．画面入出力項目一覧

４．３

 

表記例 「工程成果物」 画面入出力項目一覧

識別
ID

有効 入力
表示
桁数

入力
桁数

データ型 文字種 入力制約 出力仕様 必須 補足

1 ユーザ名 ラベル - × 18 - 文字列 半角 - ○ ユーザ名値 - -
・取得済みのユー
ザ名を表示する

2 新しいパスワード テキストボックス ○ △ 18 10 文字列 半角
パスワード入力パター
ン

× - パスワード出力パターン -

3 再入力パスワード テキストボックス ○ △ 18 10 文字列 半角
パスワード入力パター
ン

× - パスワード出力パターン -

4 名前（姓） テキストボックス ○ △ 19 18 文字列 全角 × - - -

5 名前（名） テキストボックス ○ △ 19 18 文字列 全角 - × - - -

6 Ｅメールアドレス テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 半角 Eメール入力パターン × - - -

7 電話 テキストボックス ○ ○ 19 18 文字列 半角 電話番号入力パターン × - - -

8 住所１ テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 全角 - × - - -

9 住所２ テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 全角 - × - - -

10 市 テキストボックス ○ ○ 19 18 文字列 全角 - × - - -

11 県 テキストボックス ○ ○ 3 3 文字列 全角 - × - - -

12 郵便番号 テキストボックス ○ ○ 9 9 文字列 半角
数字もしくは“-”のみ
“-”は4文字目のみ

× - - -

13 国 テキストボックス ○ ○ 14 14 文字列 全角 - × - - -

14 言語 コンボボックス ○ ○ - - - - - ○

国項目に“日本”が入力された
ら“日本語”を初期表示とする。
“日本”以外が入力されたら“英
語”を初期表示とする。

- ○

15 好きなカテゴリ コンボボックス ○ ○ - - - - - ○ “犬” - ○

16 個人リスト可能 チェックボックス ○ ○ - - - - - ○ チェック有り - -

17 個人バナー可能 チェックボックス ○ ○ - - - - - ○ チェック有り - -

初期表示表示用のラベル 部品の種類

画面ＩＤ

概要

画面の名称 ユーザ登録画面

ペットの売買に参加するためにユーザ登録を行う。

S-05-02

共通情報

作成者

作成日付

バージョン

プロジェクト名 A社殿向けJava Pet Store開発

システム名 Java Pet Store

ドキュメントID

2007/5/31

外部設計

更新者JSP0001

更新日付

工程名

Java Pet Store 外部設計書ドキュメント名

Java Pet Store 入出力項目担当

2

2007/5/29

Java Pet Store 入出力項目担当
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合意形成に使う主な図表の解説

 

５．画面アクション明細

５．１

 

定義

画面アクション明細の概要

画面上の動作に関する外部仕様を定義したもの。

画面のレイアウト上に配置される画面部品群にて行われる処理を、文書形式で詳細化したものである。

画面アクション明細を使う目的

画面の動作仕様を簡潔な文章で表わす。

画面アクション明細の記述内容

画面単位にボタンを押すなどのそれぞれのイベントに対して発生するアクションの動作を説明する。

入力制約について単一項目の外部仕様は対象外とする

「工程成果物」 画面アクション明細
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合意形成に使う主な図表の解説

 

５．画面アクション明細

５．２

 

構成要素 「工程成果物」 画面アクション明細

分類 項番 記述内容 記述内容の説明

0.共通情報
-

1.1 画面ID 対象となる画面のID

1.2 画面の名称 対象となる画面の名称

1.3 概要 画面の機能の概要を説明する

2.1 アクション名
アクションを識別する名称
　・検索1、検索2、戻る1
　・ダウンロード1 など

2.2 イベント名

画面の遷移を引き起こすきっかけとなるものの名称
　・検索ボタン押下
  ・検索
　・○○リンク押下
　・30秒間無応答　など

2.3
アクションの処理
概要

アクションの処理概要をわかりやすい日本語の表現で記述する

2.4 入力 アクションの処理について入力となる情報を記述する　（検索するテーブル名　など）

2.5
アクションの処理
詳細

アクションの処理の詳細について記述する
以下の内容を盛り込む
　①画面の項目の入力値など、条件に応じてアクションが変わる場合の具体的な条件を表
現する
　②検索するテーブル

2.6
遷移先画面名称
(ID)

処理後に遷移する画面の名称

2.7 出力 アクションの処理によって出力する情報を記述する

1.書誌情報

2.構成要素

プロジェクト名、システム名、工程名、ドキュメントＩＤ、ドキュメント名、作成者、作成日付、バージョン、更新者、更新日付
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合意形成に使う主な図表の解説

 

５．画面アクション明細

５．３

 

表記例 「工程成果物」 画面アクション明細

工程 外部設計
作成日付 2007/1/12
更新日付
バージョン

ID イベント名 入力
遷移先画面名称（Ｉ
Ｄ）

出力

Username

Password

顧客情報テーブル
- -

-
ペットストアポータ
ル画面(S-00-01)

顧客情報テーブ
ル

- -
エラーメッセージ

- - -

言語テーブル

分類テーブル

-

ユーザ登録画面
(S-05-02)

-

- -
エラーメッセージ

「Register
Now!」リンク押
下

ユーザ登録画面を表
示する。

- -

入力されたUsername
とPasswordをもとに顧
客データを検索し、
ユーザ情報画面を表
示する。

ログインボタン
押下

ログイン

②利用環境情報の設定
言語と分類をリスト選択できるようにする

③-1 言語と分類がリストより選択された場
合
ユーザ登録画面を表示する

③-2 リストから選択されなかった場合
エラーメッセージを表示する

ユーザ登録

プロジェクト名
ドキュメントID

A社殿向けJava Pet Store開発 システム名
作成者 佐藤一郎

Java Pet Store
JPS0001

ペット購入システムを利用するために必要なログイン画面

アクションの処理詳細

Java Pet Store外部設計書 更新者

- -

概要

①ユーザ登録画面を初期化する

③-2 合致するデータが存在しなかった場合
エラーメッセージを表示する

①UsernameとPasswordの入力チェック

アクションの処理概要アクション名

A-05-001

③-1 合致するデータが存在した場合
ペットストアポータル画面に遷移する

②検索処理
顧客情報テーブルから該当するユーザを検
索する

A-05-002

ドキュメント名
画面ＩＤ 画面の名称 ユーザログイン画面S-05-01
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合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．１

 

定義

画面遷移・レイアウト共通ルールの概要

画面遷移・レイアウト共通ルールは「画面遷移」「画面レイアウト」に共通に適用される図表の記述に関するルール、または「工程成果物」の
構成要素の整理・分類に関するルールである。

画面の複数種類の「工程成果物」に跨る前提や制約、記述の便宜に基づく約束事を、それぞれに適した書式でまとめて解説、表現する。

（本「工程成果物」に関するコツは画面遷移、画面レイアウトのコツと密接に関わり合っている）

画面遷移・レイアウト共通ルールを使う目的

画面レイアウトと画面遷移について共通ルールを規定する

諸々の画面（群）が準じる典型的なレイアウトや遷移のパターンを整理する

画面遷移・レイアウト共通ルールの記述内容

複数種類の「工程成果物」に跨る前提や制約、記述の便宜に基づく約束事を、それぞれに適した書式でまとめて表現する

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール
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合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．２

 

構成要素 「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

分類 項番 記述内容 記述内容の説明

0.共通情報 - プロジェクト名、システム名、工程名、ドキュメントＩＤ、ドキュメント名、作成者、作成日付、バージョン、更新者、更新日付

1.書誌情報

1.1 共通ルールID ルールを記述するドキュメントを一意に特定するためのID

1.2 共通ルールの名称 ルールを記述するドキュメントに与える名称

1.3 概要 何のためのルールなのかを説明する

2. 構成要素

（各表記例は、

 
以降の①～

 
⑦を参照）

2.1 ページの構成要素 ひとつの画面を複数のエリアに分割する場合の画面レイアウト、エリアに与える名称、エリアが使用さ

 
れる用途、例

2.2 配色 キーカラーの指定、アクセントカラーの指定、エリアごとの基本配色、フォントカラーの指定

2.3 文字フォント・サイズ 画面に表示する文字フォントの指定、サイズの指定、行間の指定

2.4 全体構造とナビゲーション 画面のもつ階層構造、メニュー構造、分類方法の基準、ナビゲーション表示方法や表示変更方法を示

 
す説明、および図

2.5 画面遷移パターン 単一ブラウザ／複数ブラウザの使用可否の定義、フレームにまたがる遷移の有無、そのコントロール

 
方法の定義、自らブラウザを閉じる画面の有無と遷移への影響

2.6 エラー表示方法、

エラーメッセージ

画面内のエラーメッセージ表示、エラーメッセージダイアログの要否、エラー画面レイアウト、エラーメッ

 
セージへのアクセントカラー使用、エラー固有の書式、メッセージの可変部と固定部の配置

2.7 ユーザの定義 アクセス可能範囲のユーザ分類と命名、説明

2.8 制約事項 性能要件、セキュリティ要件、その他による制約事項
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例

①

 

ページの構成要素

画面をどういった区画（エリア）に分割するかを示す。

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素
ページ構成要素を以下のように定義する。
なお、原則としてフレームを使用しないこととする。 （ﾋﾟｸｾﾙ値は目安）
余白

ユーティリティエリア

コンテンツエリア
（sub1）

フッタエリア

20% 60% 20%

ナビゲーションエリア

コンテンツエリア
（main）

コンテンツエリア
（sub2）

ヘッダエリア
80
ﾋﾟｸｾﾙ

80
ﾋﾟｸｾﾙ

20ﾋﾟｸｾﾙ

60
ﾋﾟｸｾﾙ
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

①

 

ページの構成要素(つづき)

分割した区画（エリア）の各々の用途を明らかにする。画面を使う人がヘッダ領域から何を読み取れるようにするか、を明確にすることで、ルールの

記述の意図を発注者に伝えやすくする。

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

各ページ構成要素には、主として以下の用途に用いられる。

項番 要素

1 ヘッダエリア

2 ユーティリティエリア

3 ナビゲーションエリア

4 コンテンツエリア(sub1)

5 コンテンツエリア(main)

6 コンテンツエリア(sub2)

7 フッタエリア

8 余白

用途

サービス別の詳細コンテンツを表示する。エラーメッセージを画面上に表示
する場合にはここに表示する。

ログインしている顧客に対して、ペットメニューのサービス（ログイン顧客の
好きなペットカテゴリ）を常に表示する。
※ログイン中のすべての画面で表示するものとする。

クレジット表記、コピーライト表記、問合せ先
※すべての画面で表示するものとする。
余白

サイトロゴ（タイトル、カバー画像）を常に表示し、Java PetStoreのサービス
であることを利用者に明らかにする。
※すべての画面で表示するものとする。

利用頻度の高い機能（商品検索）を常に利用可能にしておく。
※すべての画面で表示するものとする。

主要コンテンツへのリンク（顧客情報、カート、ログイン/ログアウト）を常に
利用可能にし、任意にログイン/ログアウトができるようにする。
※すべての画面で表示するものとする。

ペットメニューのサービス（共通ペットカテゴリ）を常に表示する。
※すべての画面で表示するものとする。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

①

 

ページの構成要素(つづき)

ページの構成要素が組み合わさったときの表示イメージを伝えるため、実際の画面デザインを用いて表現する。

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

コンテンツエリア
（main）

２

 

ページの表示イメージ

ページの構成要素を組み合わせた場合の表示イメージを以下に示す。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

②

 

配色

色彩の使われ方に対するルールを定め、色に持たせる意味を明確にする。

画面で使用する色の表示イメージや色見本を用意して、認識を共有する。

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色
（１）キーカラー

背景色は□白(“#FFFFFF”）を基調とする。
（２）ページ構成要素への基本配色

項番 要素 配色（バックグラウンド）

1 ヘッダエリア □白(“#FFFFFF”）
2 ユーティリティエリア □白(“#FFFFFF”）
3 ナビゲーションエリア □白(“#FFFFFF”）
4 コンテンツエリア(sub) □白(“#FFFFFF”）
5 コンテンツエリア(main) □白(“#FFFFFF”）
6 フッタエリア □白(“#FFFFFF”）
7 余白 □白(“#FFFFFF”）

（３）アクセントカラー
アクセントカラーは■赤（“#FF0000”）とする。

（４）フォントカラー
基本色は■黒（“#000000”）とする。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

③

 

文字フォント・サイズ

文字フォント・サイズの使われ方に対するルールを定める。

文字フォント・サイズの表示イメージを明確にする。

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

4 文字フォント・サイズ
（１）文字フォント

書体はシンプルな書体を適用する。
欧文部分は一般的な Helvetica または Arial 、sans-serifとする。
和文、漢文部分は指定せず、ブラウザのフォント指定に従う表示とする。
[参考]sans-serif表示イメージ

（２）文字サイズ
ページの主題や項目、重要な内容を示す文字サイズはブラウザの標準サイズとする。
詳細内容を示す文字サイズはやや小さめ（x-small;）とする。
ユーティリティーエリアとナビゲーションエリアは小さめ（small;）とする。

smaｌｌです

（３）行間サイズ
行間サイズは指定しないこととする。
各画面で指定することは許可しない。

[表示イメージ]文字フォント例（コンテンツエリア）

sans-serifです。

x-small です

標準サイズ です

small
x-small

x-small

標準かつbold
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

④

 

全体構造とナビゲーション

画面の全体構造・階層構造・メニュー構造を明確にし、命名する。

ナビゲーションの表示パターンを明確にする。
このナビゲーションの表示パターンは、「構成要素：ページの構成要素」で示している「ナビゲーションエリア」に適用される

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

5 全体構造とナビゲーション
（１）階層構造、メニュー構造

 ペットストア総合メニュー
└ ユーザ機能ポータルメニュー

├ ペット登録
├ ペット検索
├ 位置検索（地図）
├ ユーザ登録
├ カタログ
├ ペット購入
└ その他画面グループ（ログイン画面など）

（２）ナビゲーションの表示パターン

ナビゲーション
1 顧客情報
2 カート
3 ログイン/ログアウト

別途、画面レイアウトおよびアクション明細を記す。

表示固定
表示固定
ユーザのログイン状態により表示を切り替え

表示パターン



42Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

⑤

 

画面遷移パターン

エリア別に画面遷移パターンを明確にする

共通化できる画面遷移パターンの範囲を明確にする

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

6 画面遷移パターン
（１）画面遷移パターンの定義

エリア種別 イベントアイテム、操作
1 ヘッダエリア 「タイトルロゴ」イメージをクリック

2 「検索」ボタンを押下
3 「顧客情報」リンクを押下

4 「カート」リンクを押下

5 「ログイン」リンクを押下

6 「ログアウト」リンクを押下

7 コンテンツエリア 基本的に画面遷移による遷移に従う。
8 フッタエリア 各種リンクを押下

遷移パターン
ペットストアポータル画面へ遷
移する。

御礼画面へ遷移する。

ショッピングカート表示画面へ
遷移する。
ユーザログイン画面へ遷移す
る。

表記しているサイトへ遷移す
る。

ペット検索画面へ遷移する。
未ログインのユーザはログイン
画面へ遷移する。ログイン済
みのユーザはユーザ更新画面
へ遷移する。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

⑥

 

エラー表示方法、エラーメッセージ

エラー表示方法、エラーメッセージの使われ方のルールを明確にする。

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

7 エラー表示方法、エラーメッセージ
（１）エラー表示方法分類

エラー表示方法の分類を次の表のとおりとする。

種別 概要
1 簡易な入力エラー クライアント側でチェック可能な簡単な入力

エラー
2 サーバ送信後のエラーサーバ側のリクエストに対する処理でエ

ラー検知

3 上記以外の致命的エ
ラー

何らかの不具合により処理が続行できな
い。

入力エラー通知に用いるメッセージは理解容易な英語にできることから、英語メッセージに統一する。
サーバ側で処理した結果のエラーはユーザへの通知を明確にするために、各国語によるメッセージとする。

（２）エラー画面レイアウト図
特に定めない。個別の画面レイアウトに従う。

（３）エラーメッセージ書式定義
コンテンツエリア内に示す主たるメッセージ部分にはアクセントカラーを用いる。

エラー表示方法
ダイアログによる英語メッセー
ジ

共通のエラー画面に遷移し、
メッセージを表示する。

画面遷移したのち、各国語に
よるメッセージをコンテンツエリ
ア（main）に表示する。
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第２部

 

合意形成に使う主な図表の解説

 

６．画面遷移・レイアウト共通ルール

６．３

 

表記例（つづき）

⑦

 

ユーザの定義、制約事項

利用者の分類を具体的に想定し、各々に命名する。

性能やセキュリティといった非機能要件に基づく制約事項を明確にする。

「工程成果物」 画面遷移・レイアウト共通ルール

8 ユーザの定義
（１）アクセス可能範囲のユーザ分類

ユーザ分析より英語圏、日本語圏、中国語圏のユーザを対象とする。
（２）ユーザ分類の説明

分類 未ログイン時のユーザ分類名称
1 英語圏ユーザ 未ログイン英語ユーザ
2 日本語圏ユーザ 未ログイン日本語ユーザ
3 中国語圏ユーザ 未ログイン中国語ユーザ

9 制約事項
（１）画像・動画の制限

インターネットを介して利用することを想定して、通信量を極力避ける。
画像の多用、画像ファイルの肥大化を抑制する。
画像ファイルはGIFを使用する。
１ファイルあたりのファイルサイズは特別な場合を除き、10KBを越えないこととする。
特別な場合とは、初期表示画面のアピールといった、固有の目的のために
必要な大きな画像を用いる場合をいう。
動画ファイルは使用しない。動画GIFも同様である。

（２）スクリプトファイルの制限
スクリプトの制限事項については別途定める。

(３）画面レイアウトの制限
フレームを使わない。
画面を快適に使用できるモニタサイズについては、1024×768ピクセルとする。
縦スクロールによる操作は許容し、横スクロールが必要となる操作は排除する。

（４）ブラウザ制御の制限
シングルウィンドウ内の操作で完結する制御に留める。
別のブラウザを立ち上げることが必要なアクションは使用しない。
ブラウザのアドレス欄の隠蔽・非表示を伴う制御は行なってはならない。

ログイン時のユーザ分類名称
ログイン英語ユーザ
ログイン日本語ユーザ
ログイン中国語ユーザ
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第３部
 

合意形成のコツ
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第３部

 

合意形成のコツ

 

１．言い切る／聞き切るためのコツ

１．１

 

言い切る／聞き切るためのコツの一覧

目的 施策（コツ） コツＩＤ
参照

 
ページ

ユーザが使いやすい画面にするには
発注者は、利用者層や利用者の情報リテラシ、利用環境も含めたシステムの画面操作性

 
に関する標準を作成し、標準に基づいて内容を説明する。

03T001 47

画面の全体整合性をとるには
発注者が予め、画面のボタン等の機能を入力系・承認系などのように分類し、同一の機能

 
で複数の画面に現れるものは、体裁やその後のアクションの統一を行い確認する。

03T002 48

業務上重要な画面を確実に確認するに

 
は

発注者が業務上クリティカルな利用シーンを確実に開発者に伝えるために、画面レイアウ

 
トや画面遷移イメージを作成し特定して説明する。

03T003 49

画面の種類及び遷移方法が分かるよう

 
にするには

発注者が画面遷移と画面呼び出し（ポップアップ）など、画面の種類及び遷移方法の記載

 
を分けて伝える。

03T004 50

既存システムの改善・変更の場合、画面

 
各々について既存・変更・新規が分かる

 
ようにするには

発注者が新規作成する画面・変更対象画面・既存画面別に色分けするなど、遷移図の凡

 
例を工夫し、対象を明確に伝える。

03T005 51

画面種別毎における入出力仕様を確認

 
するには

発注者が画面種別毎に、入力帳票・管理方法など入出力項目に関わる内容を明確にする。 03T006 52
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第３部

 

合意形成のコツ

 

１．言い切る／聞き切る

 

１．２

 

言い切る／聞き切るためのコツ

具体例

メリット

発注者にとって、操作性について予め決め説明しておくこと
で、画面毎の標準準拠性のレビューが可能となり、発注者と
開発者間の認識齟齬が減少できる。
開発者にとって、事前に説明を受けることにより、複数画面
間での操作性の相違を早期に減少することが可能となる。

目
的

ユーザが使いやすい画面にするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

発注者は、利用者層や利用者の情報リテラシ、利用

 
環境も含めたシステムの画面操作性に関する標準

 
を作成し、標準に基づいて内容を説明する。

施
策
（コ
ツ
）

システム利用者の情報リテラシーや利用環境等な

 
ども含めて、画面・操作性に関する標準を説明する。

発注者側 開発者側

画面・操作性標準

当該システムにおいて、画面・

 
操作性標準の内容に準拠ある

 
いは、参考に開発することを関

 
連部門を合意しておく。

画面操作性標準の記載項目の例
• 画面レイアウトの標準
• 入力項目のカーソル遷移標準
• エラーメッセージおよび情報メッセージの表示方法
• 使用可能な色の定義
• 使用可能な文字フォント種類・文字フォントサイズ
• 画面上のボタン形状

など

記載項目については、本編の第２部 第４章

 

画面遷移・レイアウト共

 
通ルールも参考になる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

１．言い切る／聞き切る

 

１．２

 

言い切る／聞き切るためのコツ

具体例

メリット

発注者にとって、全体としての統一感・整合性が図りやすくなる。
開発者にとって、レビュー後における指摘等、あとから整合性を
合わせるような手戻りが防止できる。

目
的

画面の全体整合性をとるには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面レイアウト

画面遷移・レイアウト共通

 
ルール

発注者が予め、画面のボタン等の機能を入力系・承

 
認系などのように分類し、同一の機能で複数の画面

 
に現れるものは、体裁やその後のアクションの統一

 
を行い確認する。

施
策
（コ
ツ
）

郵便番号

都道府県名

市町村名

町名番地

国名

電話番号

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

承認 はい差し戻し いいえ承認しますか

同じ承認作業についても、画面一覧を活用し、他の同

 
様機能の画面との整合性を図るようにする。

No 画面名 ・・・ 機能名 ・・・

1 ○○系処理承認画面 ・・・ 承認 ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

101 △△系処理承認画面 ・・・ 承認 ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

○○系処理

選択

承認 承認

反映 発注

入力

△△系処理

同じ機能ごとで分類

 
して、画面内容を確

 
認する。

同じ機能ごとで分類

 
して、画面内容を確

 
認する。
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03T003 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

１．言い切る／聞き切る

 

１．２

 

言い切る／聞き切るためのコツ

具体例

メリット

発注者にとって、重要な要件の伝えもれを防ぐ
開発者にとって、注力して確認するポイントが明
確になる。

目
的

業務上重要な画面を確実に確認するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面レイアウト

発注者が業務上クリティカルな利用シーンを確実に

 
開発者に伝えるために、画面レイアウトや画面遷移

 
イメージを作成し特定して説明する。

施
策
（コ
ツ
）

ログイン画面

メニュー画面 書籍検索画面

注文入力画面 注文結果確認画面

受付状況確認画面

画面遷移

書籍登録画面 書籍登録確認画面

購入受付画面

［ログイン］

［購入受付］

［受付状況確認］

［書籍検索］

［注文入力］

［注文］

［確認］

［書籍登録］

書籍の注文を実施する際は、

 
現在は注文の重複を防ぐため、

 
当日の発注履歴を合わせて確

 
認しています。そのため、同じ

 
画面で確認する必要があるの

 
ですが・・・…

発注者

確かに、それは重要な考慮し

 
ないと、重複して注文してしまう

 
可能性がありますね。了解しま

 
した。同じ画面で、当日の発注

 
履歴を確認できるようにします。

開発者

画面遷移や画面レイアウト

 
を特定し、必要な考慮点や

 
要件の確認ができる。

発注者：

注文数：

注文 ｷｬﾝｾﾙ

注文入力画面

発注名：

注文番号：

・・・・・・・・・・・・・・・

本日の発注履歴

注文

 

番号
発注名 発注者 注

 

文

 

数

XXXX

 

X1
○○○ △△ ３

・・・ ・・・ ・・・ ・・
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ポップアップによる遷移は
画面遷移とは異なる方法
で記載する。

03T004 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

１．言い切る／聞き切る

 

１．２

 

言い切る／聞き切るためのコツ

具体例

メリット

発注者および開発者にとって、画面遷移において、ポップアップ
等の処理を画面遷移の中で同時に確認でき、レビューの際に
認識のズレが防げる。

目
的

画面の種類及び遷移方法が分かるようにするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移発注者が画面遷移と画面呼び出し（ポップアップ）な

 
ど、画面の種類及び遷移方法の記載を分けて伝え

 
る。

施
策
（コ
ツ
）

遷移の方法を明記する。

画面遷移用矢印

ポップアップ等の

 
新規画面への遷

 
移用矢印

凡例に基づく記載例

ログイン画面

メニュー画面 書籍検索画面

注文入力画面

注文結果確認画面

受付状況確認画面

書籍登録画面 書籍登録確認画面

購入受付画面

［ログイン］

［購入受付］

［受付状況確認］

［書籍検索］

［注文入力］

［注文］

［確認］

［書籍登録］

「OK」

「閉じる」

「OK」

「閉じる」

ボタン名

POPUP画面の呼び出し

 

の場合点線にする

「XXX」

ボタン名を明記
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03T005 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

１．言い切る／聞き切る

 

１．２

 

言い切る／聞き切るためのコツ

具体例

目
的

既存システムの改善・変更の場合、画面各々につ

 
いて既存・変更・新規が分かるようにするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移発注者が新規作成する画面・変更対象画面・既存画

 
面別に色分けするなど、遷移図の凡例を工夫し、対

 
象を明確に伝える。

施
策
（コ
ツ
）

メリット

発注者および開発者にとって、画面遷移において、既存・新規など
が明確となり、レビューの際に認識のズレが防げる。

画面遷移を表す際の

 
記載の区別を明確に

 
定義し説明をする。

変更

•新規・変更画面は黄色で塗りつぶす。

•新規画面は点線で表記する。

•変更画面は変更マークを付ける。

凡例に基づいた記載例

ログイン画面

メニュー画面 書籍検索画面

注文入力画面

注文結果確認画面

受付状況確認画面

書籍登録画面 書籍登録確認画面

購入受付画面

［ログイン］

［購入受付］

［受付状況確認］

［書籍検索］

［注文入力］

［注文］

［確認］［書籍登録］

「OK」

「閉じる」

「OK」

「閉じる」

［注文状況照会］

注文状況照会画面 注文状況確認画面

変更

既存画面 変更画面 新規画面
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03T006 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

１．言い切る／聞き切る

 

１．２

 

言い切る／聞き切るためのコツ

具体例

画面ごとに、入出力や管理方法等を明確にする。

メリット

発注者および開発者にとって、画面に入力する際の
要件等の抜けもれがなくなる。

目
的

画面種別毎における入出力仕様を確認するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト発注者が画面種別毎に、入力帳票・管理方法など

 
入出力項目に関わる内容を明確にする。施

策
（コ
ツ
）

店舗名

氏名

電話番号

画面レイアウト 入出力項目

識別ID 部品名称 ・・・
入力桁

 
数

入力帳票 管理方法

X.1 店舗名 ・・・ 10 ○○伝票 店舗管理台帳

X.2 氏名 ・・・ 15 ― 人事管理台帳

X.3 電話番号 ・・・ 10 ― 店舗管理台帳

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・・
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

２．１

 

書き方のコツの一覧

目的 「工程成果物」 施策（コツ） コツＩＤ
参照

ページ

画面構成の全体を把握するには 画面一覧 システムを構成する画面の画面一覧のツリー形式を作成する。 03D101 57

画面の分類名称を統一するには

画面一覧

画面遷移・レイアウト共

 
通ルール

あらかじめ共通ルールにおいて、メニューや入力フォームなど画

 
面の分類をあらかじめ定義し、そのルールに従って画面を分類

 
する。

03D102 58

画面数が多くなる場合に、画面の

 
重複および抜けもれを防ぐには

画面一覧
メニュー階層別、分類別、機能別等に画面一覧を分割し、分類し

 
た項目で並べ替えをする。

03D103 60

画面一覧が持つべき、画面の一覧

 
性を活用し見やすくするには

画面一覧 「一行」＝「一画面」となるように記述する。 03D104 64

画面の使われる状況を明確にする

 
には

画面一覧
各画面の機能仕様に加えて、利用者、利用目的およびアクセス

 
頻度、利用タイミング等を補足する。

03D105 65

画面の役割や位置付けを明確にす

 
るには

画面一覧
各画面の機能仕様に加えて、当該仕様が導かれた業務要件及

 
び業務上の理由、必要性を補足する。

03D106 67

画面遷移の一覧性を高めるには 画面遷移
印刷１ページに１つの完結した業務(例えば、受注、発注等)を記

 
述する。１ページに収まりきらない場合は、階層化をした上で別

 
ページに記述する。

03D201 68

画面遷移の流れを理解しやすくす

 
るには

画面遷移 上から下、左から右に遷移するように配置する。 03D202 69

正常系と異常系の遷移を明確に区

 
分するには

画面遷移
画面遷移において、正常系と異常系の判別がしやすい書き分け

 
方をする。

03D203 70

実際の画面の流れをイメージしや

 
すくするには

画面遷移

画面一覧
業務的に意味のある画面名称を命名する。 03D204 72
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

２．１

 

書き方のコツの一覧（つづき）

目的 「工程成果物」 施策（コツ） コツＩＤ
参照

ページ

画面遷移上において、実際の業務

 
処理をイメージしやすくするには

画面遷移
プログラムレベルの用語を使用してイベントや条件の記述をせ

 
ずに、業務用語を使用して記述する。

03D205 73

見ただけで画面部品の種類の違い

 
や状態を直感的にわかるようにす

 
るには

画面レイアウト 画面レイアウト上で、画面部品などの表現を整理・工夫する。 03D301 76

誤解のない設計書を書くには

画面レイアウト

画面入出力項目一覧

画面アクション明細

設計書で使用されている用語が、発注者の用語と合致している

 
か、混乱を招く使い方をしていないか確認して書く。

03D302 82

画面の操作方法について、操作手

 
順をより明確にするには

画面レイアウト
画面レイアウト上の操作手順に、操作に対するシステムのアク

 
ションも記述する。

03D303 83

画面レイアウトの説明において、入

 
出力の発生有無を明確にするには

画面レイアウト
画面レイアウトにおける部品説明に、入出力の有無を示す欄を

 
追記する。

03D304 84

画面の入出力項目の視点から、必

 
要な機能の内容を明確にするには

画面入出力項目一覧
画面入出力項目一覧における値の取得方法を明確にし、利用

 
者が入力するデータとそれ以外から取得するデータの区別を

 
明確にする。

03D401 85

入力制約や出力仕様を容易に認識

 
できるようにするには

画面入出力項目一覧 入力制約や出力仕様をパターン化して記述する。 03D402 86

使用する画面部品（チェックボックス

 
やラジオボタン等）の仕様を統一す

 
るには

画面入出力項目一覧 共通的な画面部品の適用ルールをまとめる。 03D403 87

画面アクションの処理をわかりやす

 
く整理するには

画面アクション明細 処理の内容を概要と詳細に分けて書く。 03D501 88

画面アクション明細において条件分

 
岐をわかりやすく整理するには

画面アクション明細 条件分岐を階層的に整理する。 03D502 89
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

２．１

 

書き方のコツの一覧（つづき）

目的 「工程成果物」 施策（コツ） コツＩＤ
参照

ページ

アクションの対象となった項目をよ

 
りわかりやすく記述するには

画面アクション明細

 
画面レイアウト

複数の項目の集まりが示す意味をひとまとめにして名前をつけ、

 
その単位で記述する。

03D503 92

実際の業務仕様をイメージし易くす

 
るには

画面アクション明細

 
画面遷移

プログラムを意識した開発者向けの表現ではなく、業務用語を

 
使って記述する。

03D504 93

画面遷移のイベントと画面アクショ

 
ン明細のイベントをもれなく記述す

 
るには

画面アクション明細

 
画面遷移

画面遷移のイベントと画面アクション明細のイベント名を一致させ

 
る。

03D505 94

画面アクション明細の処理単位やタ

 
イミングを正しく伝えるには

画面アクション明細
処理内容、処理の順序、タイミング・条件等を具体的かつ、明確に

 
記述する。

03D506 95

各画面の「工程成果物」について、

 
個別に合意すべき事項を少なくす

 
るには

画面遷移・レイアウ

 
ト共通ルール

個別画面に依らず、共通して合意すべきことは、画面レイアウト共

 
通ルールとして定義する。

03D600 96

各画面の「工程成果物」での確認ポ

 
イントを絞るには

画面遷移・レイアウ

 
ト共通ルール

画面遷移・レイアウト共通ルールの１つとして、あらかじめページ

 
の構成要素を定義する。

03D601 99

各画面の「工程成果物」での確認ポ

 
イントを絞るには

画面遷移・レイアウ

 
ト共通ルール

画面遷移・レイアウト共通ルールの１つとして、あらかじめ画面遷

 
移パターンを定義しておく。

03D602 101

各画面の「工程成果物」での確認ポ

 
イントを絞るには

画面遷移・レイアウ

 
ト共通ルール

画面遷移・レイアウト共通ルールの１つとして、あらかじめエラー

 
表示方法・エラーメッセージを定義する。

03D603 102

共通ルールの意図を理解しやすく

 
するには

画面遷移・レイアウ

 
ト共通ルール

準拠すべき社内外の基準・標準、ガイドライン、特筆すべき要件、

 
開発コンセプト等があれば明記しておく。

03D604 103

共通ルールを具体的に合意するに

 
は

画面遷移・レイアウ

 
ト共通ルール

共通ルールの「ページの構成要素」だけでは発注者の理解が困

 
難になる可能性がある場合は、「ページの構成要素」とともに共通

 
ルールに準拠した画面設計書の具体例などを示す。

03D605 104
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

２．１

 

書き方のコツの一覧（つづき）

目的 「工程成果物」 施策（コツ） コツＩＤ
参照

ページ

複数の入力項目を含む画面の合意

 
を効率化するには

画面遷移・レイアウト共

 
通ルール

複数の画面で表示される一組の入出力項目については、レイ

 
アウトを共通ルールとしてパターン化する。

03D606 105

制約事項に関する判断の曖昧さを

 
排除するには

画面遷移・レイアウト共

 
通ルール

制約を示す項目やルールは可能な限り数値化する。 03D607 107

権限などの条件によって遷移先が

 
切り替わる仕様を齟齬なく伝えるに

 
は

画面遷移

画面遷移・レイアウト共

 
通ルール

条件毎に個別に記述する。 03D701 108

画面仕様の重複や抜けもれを防止

 
するには

画面一覧

画面遷移

画面レイアウト

意味のある単位（機能別、分類別等）に分類し、一貫した順序

 
で記述する。

03D702 111

画面レイアウトの入力項目部分の

 
仕様をスムーズにレビュー出来るよ

 
うにするには

画面レイアウト

画面入出力項目一覧
画面レイアウトと入出力項目の間で同じ記入例を記述する。 03D703 116

記載内容の整合を維持するには
画面レイアウト

画面アクション明細

画面レイアウトと画面アクション明細の間で記載する定義内容

 
を明確に切り分けておく。

03D704 118
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03D101 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

画面における全体像の記述例
総合メニューからの画面の全体像を示す。ペットストア総合メニューが３つのメニューを構成し、
ユーザ機能ポータルメニューが６つの画面群を構成する。

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、システム全
体としての階層ごとに一覧化
ができるため、画面の抜けも
れや重複を確認でき、作業の
優先度も確認できる。
発注者にとって、システム全
体像に関するイメージがし易く
なる。

目
的

画面構成の全体を把握するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧システムを構成する画面の画面一覧のツリー形式を

 
作成する。施

策
（コ
ツ
）

ペットストア
総合メニュー

ペット登録

ペット検索

位置検索
（地図）

カタログ

ペット購入

ユーザ登録

ペットストア総合

 
メニューが３つの

 
メニューを構成

 
する。

ユーザ機能
ポータルメニュー

システム管理
メニュー

ビジネス統計
メニュー

マスタ管理

パラメータ
管理

日次集計

月次集計

統計処理
フォーム管理

ユーザ機能ポータルメ

 
ニューが、６つの画面

 
群を構成する。
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03D102 （1/2）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、画面分類を把握しやすくなる。
開発者にとって、画面分類を把握しやすくなる。同一内容の分類
が混在することを防ぐことができる。

目
的

画面の分類名称を統一するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧

画面遷移・レイアウト共通

 
ルール

あらかじめ共通ルールにおいて、メニューや入力

 
フォームなど画面の分類をあらかじめ定義し、その

 
ルールに従って画面を分類する。

施
策
（コ
ツ
）

共通ルール (※1)
◎画面の分類
・メニュー
・入力フォーム
・条件入力フォーム
・検索結果一覧表示フォーム

・・・
（※1）：

 

画面遷移・レイアウト共通ルールのこと。
以下、共通ルールと略す。

②共通ルールを参照しながら、

 
画面の「分類」を定義する。

①共通ルールにおいて、画面

 
の分類をあらかじめ定義して

 
おく。

※画面の分類は複数の観点で記述できるので、それらを画面一覧に併記する場合もある。
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03D102 （2/2） 画面の分類名称を統一するには

画面遷移・レイアウト共通ルールに画面分類を追加する手順
共通ルールにおいて対象画面に対する適切な分類がない場合は（※１） 、新たな分類を共通ルールに追加する。
更新した共通ルールから分類を選択する。

※１.状況例

画面の分類がいろいろあり、分類ごとに利用者、利用目的、使い方が違う。
画面の分類を先に全て定義できないため、後から分類の候補が出てくる。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

階層1 階層2 階層3
6 位置情報表示画面 S-04-01 地図表示フォーム ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポータ
ルメニュー

位置検索（地図） 地図上に、選択した位置（所望
のペットの居場所）を表示す
る。

位置検索 F401
-

説明 機能名 備考機能ID
階層

No. 画面名 分類画面ID

共通ルール

◎画面の分類
・メニュー
・入力フォーム
・条件入力フォーム
・検索結果一覧表示フォーム
・地図表示フォーム

共通ルールを参照することによ

 
り、「分類」がバラバラになるな

 
どの混乱を避けることができる。

①新たな分類を共通

 
ルールに追加する。

②更新した共通ルー

 
ルから分類を選択する。
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03D103 （1/4）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

メニュー階層別に画面一覧を分割する。 メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面の重複および抜けもれを防ぐ
ことが容易になる。

目
的

画面数が多くなる場合に、画面の重複および抜けも

 
れを防ぐには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧メニュー階層別、分類別、機能別等に画面一覧を分

 
割し、分類した項目で並べ替えをする。施

策
（コ
ツ
）

階層1 階層2 階層3
1 ペットストアポー

タル画面
S-00-01 メニュー ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポー
タルメニュー

－
ペットストアのポータル。購入、検索、カタロ
グ選択などのメニューを表示する。

メニュー F001
-

2 ペット登録画面 S-01-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者が、販売したいペットの情報（カテゴ
リ、名前、特徴、価格、画像、タグ）を登録す
る。

ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必
須情報をチェック
する。

3 販売者登録画
面

S-02-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者の情報（氏名、住所等）を登録する。 販売者登録 F201 登録時に入力必
須情報をチェック
する。

4 ペット検索画面 S-03-01 条件入力
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットを検索するための条件を入力する。 ペット検索 F301
-

5 ペット検索結果
表示画面

S-03-02 検索結果一覧
表示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットの検索結果を一覧表示する。 ペット検索 F301
-

6 位置情報表示
画面

S-04-01 地図表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

位置検索
（地図）

地図上に、選択した位置（所望のペットの居
場所）を表示する。

位置検索 F401
-

7 ユーザログイン
画面

S-05-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにシステムにロ
グインする。

ユーザ登録 F501 パスワードエラー
の場合の再入力
は 3 回 ま で と す
る 。

8 ユーザ登録画面 S-05-02 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにユーザ登録を
行う。

ユーザ登録 F501 登録時に入力情
報 を チ ェ ッ ク す
る 。

9 ユーザ同意書表
示画面

S-05-03 情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、同意書を表
示し、同意の意志を確認する。

ユーザ登録 F501
-

10 プライバシーポ
リシー表示画面

S-05-04 情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、プライバ
シーポリシーを表示し、同意の意志を確認す

ユーザ登録 F501
-

11 ユーザ登録完了
画面

S-05-05 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録が完了したことを通知する画面。 ユーザ登録 F501
-

12 カタログ画面 S-06-01 画像付情報表
示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

カタログ 購入者が、ペットのカタログを表示する画面。 ペット購入 F601
-

13 ショッピングカー
ト表示画面

S-06-02 情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、所望のペットを選択し、ショッピン
グカートの内容を表示する画面。

ペット購入 F601
-

14 支払い情報入
力画面

S-06-03 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、支払いの情報を入力するための
画面。

ペット購入 F601 登録時に入力情
報 を チ ェ ッ ク す
る 。

15 注文完了画面 S-06-04 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペットの購入の注文が完了したことを通知す
る画面。

ペット購入 F601
-

16 管理者ポータル
画面

S-20-01 メニュー ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

－
管理者用ポータル画面。 システム管理 F2001

-

17 マスタ管理画面 S-21-01 メニュー ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 管理者用マスタ管理ポータル画面。 マスタ管理 F2101
-

18 カテゴリマスタ管
理画面

S-21-02 メニュー ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 カテゴリマスタ管理メニュー
画面。

マスタ管理 F2101
-

19 カテゴリ登録画
面

S-21-03 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 カテゴリの追加入力を行う画面。 マスタ管理 F2101
-

20 カテゴリ登録確
認画面

S-21-04 確認画面 ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 追加結果の確認画面。 マスタ管理 F2101
-

21 カテゴリ登録完
了画面

S-21-05 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 追加結果の完了通知画面。 マスタ管理 F2101
-

22 カテゴリ検索画
面

S-21-06 条件入力
フォーム

ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 カテゴリを検索するための条件入力画面。 マスタ管理 F2101
-

23 カテゴリ検索結
果表示画面

S-21-07 検索結果一覧
表示フォーム

ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 カテゴリの検索結果を一覧表示する画面。 マスタ管理 F2101
-

24 住所マスタ管理
画面

S-22-01 メニュー ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 住所マスタ管理メニュー。 マスタ管理 F2101
-

25 支払い種類マス
タ管理

S-23-02 メニュー ペットストア
総合メニュー

システム管理メ
ニュー

マスタ管理 支払い種類マスタ管理メニュー。 マスタ管理 F2101
-

階層
No. 画面名 画面ID 分類 説明 機能名 機能ID 備考

一つの一覧表に全ての画面

 
を記載。画面数が多いと、内

 
容を把握しにくくなる。

当例では、階層２の種類単位に一覧表を分割

 
して記述している。

Java Pet Store システム（ビジネス統計）画面一覧

階層1 階層2 階層3
備考

階層
説明 機能名 機能IDNo. 画面名 画面ID 分類

Java Pet Store システム（システム管理機能）画面一覧

階層1 階層2 階層3
備考

階層
説明 機能名 機能IDNo. 画面名 画面ID 分類

Java Pet Store システム（ユーザ機能）画面一覧

階層1 階層2 階層3
備考

階層
説明 機能名 機能IDNo. 画面名 画面ID 分類

○望ましい例

具体例
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03D103 （2/4） 画面数が多くなる場合に、画面の重複および抜けもれを防ぐには

機能別に並べ替える。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

階層1 階層2 階層3
1 ペットストアポー

タル画面
S-00-01 メニュー ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポー
タルメニュー －

ペットストアのポータル。購入、検
索、カタログ選択などのメニューを表
示する。

メニュー F001
-

2 ペット登録画面 S-01-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者が、販売したいペットの情報
（カテゴリ、名前、特徴、価格、画像、
タグ）を登録する。

ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必須情報を
チェックする。

3 販売者登録画面 S-02-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者の情報（氏名、住所等）を登
録する。

販売者登録 F201 登録時に入力必須情報を
チェックする。

4 ペット検索画面 S-03-01 条件入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットを検索するための条件を入力
する。

ペット検索 F301
-

5 ペット検索結果表
示画面

S-03-02 検索結果一覧表
示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットの検索結果を一覧表示する。 ペット検索 F301
-

6 位置情報表示画
面

S-04-01 地図表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

位置検索
（地図）

地図上に、選択した位置（所望の
ペットの居場所）を表示する。

位置検索 F401
-

7 ユーザログイン
画面

S-05-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにシス
テムにログインする。

ユーザ登録 F501 パスワードエラーの場合の
再入力は3回までとする。

8 ユーザ登録画面 S-05-02 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにユー
ザ登録を行う。

ユーザ登録 F501 登録時に入力情報をチェッ
クする。

9 ユーザ同意書表
示画面

S-05-03 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、同
意書を表示し、同意の意志を確認す
る。

ユーザ登録 F501
-

10 プライバシーポリ
シー表示画面

S-05-04 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、プ
ライバシーポリシーを表示し、同意
の意志を確認する。

ユーザ登録 F501
-

11 ユーザ登録完了
画面

S-05-05 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録が完了したことを通知す
る画面。

ユーザ登録 F501
-

12 カタログ画面 S-06-01 画像付情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

カタログ 購入者が、ペットのカタログを表示す
る画面。

ペット購入 F601
-

13 ショッピングカート
表示画面

S-06-02 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、所望のペットを選択し、
ショッピングカートの内容を表示する
画面。

ペット購入 F601
-

14 支払い情報入力
画面

S-06-03 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、支払いの情報を入力す
るための画面。

ペット購入 F601 登録時に入力情報をチェッ
クする。

15 注文完了画面 S-06-04 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペットの購入の注文が完了したこと
を通知する画面。

ペット購入 F601
-

No. 画面名 画面ID 分類 備考
階層

説明 機能名 機能ID

機能別に画面を分類

 
する。機能は、ユーザ

 
がシステムを利用する

 
シナリオに沿って記述

 
するとわかりやすい。

○望ましい例
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03D103 （3/4） 画面数が多くなる場合に、画面の重複および抜けもれを防ぐには

分類別に並べ替える

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

階層1 階層2 階層3
1 ペットストアポー

タル画面
S-00-01 メニュー ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポー
タルメニュー －

ペットストアのポータル。購入、検
索、カタログ選択などのメニューを表
示する。

メニュー F001
-

2 ペット登録画面 S-01-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者が、販売したいペットの情報
（カテゴリ、名前、特徴、価格、画像、
タグ）を登録する。

ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必須情報を
チェックする。

3 販売者登録画面 S-02-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者の情報（氏名、住所等）を登
録する。

販売者登録 F201 登録時に入力必須情報を
チェックする。

7 ユーザログイン
画面

S-05-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにシス
テムにログインする。

ユーザ登録 F501 パスワードエラーの場合の
再入力は3回までとする。

8 ユーザ登録画面 S-05-02 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにユー
ザ登録を行う。

ユーザ登録 F501 登録時に入力情報をチェッ
クする。

14 支払い情報入力
画面

S-06-03 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、支払いの情報を入力す
るための画面。

ペット購入 F601 登録時に入力情報をチェッ
クする。

4 ペット検索画面 S-03-01 条件入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットを検索するための条件を入力
する。

ペット検索 F301
-

5 ペット検索結果表
示画面

S-03-02 検索結果一覧表
示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットの検索結果を一覧表示する。 ペット検索 F301
-

9 ユーザ同意書表
示画面

S-05-03 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、同
意書を表示し、同意の意志を確認す
る。

ユーザ登録 F501
-

10 プライバシーポリ
シー表示画面

S-05-04 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、プ
ライバシーポリシーを表示し、同意
の意志を確認する。

ユーザ登録 F501
-

13 ショッピングカート
表示画面

S-06-02 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、所望のペットを選択し、
ショッピングカートの内容を表示する
画面。

ペット購入 F601
-

12 カタログ画面 S-06-01 画像付情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

カタログ 購入者が、ペットのカタログを表示す
る画面。

ペット購入 F601
-

6 位置情報表示画
面

S-04-01 地図表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

位置検索
（地図）

地図上に、選択した位置（所望の
ペットの居場所）を表示する。

位置検索 F401
-

11 ユーザ登録完了
画面

S-05-05 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録が完了したことを通知す
る画面。

ユーザ登録 F501
-

15 注文完了画面 S-06-04 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペットの購入の注文が完了したこと
を通知する画面。

ペット購入 F601
-

備考No. 画面名 画面ID 分類 説明 機能名
階層

機能ID

画面の分類別に並べ替えを行った例。
このようにすると、不足している画面を発見で

 
きるようになる。
例えば、ユーザ登録、ペット購入には、完了通

 
知画面が定義されているが、販売者登録には、

 
完了通知画面が定義されていないので、仕様

 
の抜けの可能性があることを発見できる。

実際に動く画面のプログラムを先に作成する場合、分類として「標準画面(上位)」「標準画面(下位)」、「ポップアップ」などの表

 
示形態を記述しておくと、画面構成について理解がし易い。

○望ましい例
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03D103 （4/4） 画面数が多くなる場合に、画面の重複および抜けもれを防ぐには

ランダムに記述すると抜けもれの原因になる。
関連機能や分類に限定して確認できないため、重複および抜けもれの発見が困難である。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

No. 画面名 説明 備考

1 位置情報表示画面 地図上に、選択した位置（所望のペットの居場所）を表示す
る。

-

2 カタログ画面 購入者が、ペットのカタログを表示する画面。 -
3 カテゴリ検索画面 カテゴリを検索するための条件入力画面。 -
4 カテゴリ検索結果表示画面 カテゴリの検索結果を一覧表示する画面。 -
5 カテゴリ登録確認画面 追加結果の確認画面。 -
6 カテゴリ登録画面 カテゴリの追加入力を行う画面。 -
7 カテゴリ登録完了画面 追加結果の完了通知画面。 -
8 カテゴリマスタ管理画面 カテゴリマスタ管理メニュー画面。 -
9 管理者ポータル画面 管理者用ポータル画面。 -

10 支払い情報入力画面 購入者が、支払いの情報を入力するための画面。 登録時に入力情報をチェックする。
11 住所マスタ管理 住所マスタ管理メニュー。 -
12 ショッピングカート表示画面 購入者が、所望のペットを選択し、ショッピングカートの内容を

表示する画面。
-

13 連絡先マスタ管理画面 連絡先マスタ管理メニュー。 -
14 注文完了画面 ペットの購入の注文が完了したことを通知する画面。 -
15 販売者登録画面 販売者の情報（氏名、住所等）を登録する。 登録時に入力必須情報をチェックする。
16 プライバシーポリシー表示画面 ユーザ登録を完了させるために、プライバシーポリシーを表示

し、同意の意志を確認する。
-

17 ペット検索画面 ペットを検索するための条件を入力する。 -
18 ペット検索結果表示画面 ペットの検索結果を一覧表示する。 -
19 ペットストアポータル画面 ペットストアのポータル。購入、検索、カタログ選択などのメ

ニューを表示する。
-

20 ペット登録画面 販売者が、販売したいペットの情報（カテゴリ、名前、特徴、価
格、画像、タグ）を登録する。

登録時に入力必須情報をチェックする。

21 マスタ管理 管理者用マスタ管理ポータル画面。 -
22 ユーザ同意書表示画面 ユーザ登録を完了させるために、同意書を表示し、同意の意

志を確認する。
-

23 ユーザ登録画面 ペットの売買に参加するためにユーザ登録を行う。 登録時に入力情報をチェックする。
24 ユーザ登録完了画面 ユーザ登録が完了したことを通知する画面。 -
25 ユーザログイン画面 ペットの売買に参加するためにシステムにログインする。 パスワードエラーの場合の再入力は3回

までとする。

同一仕様の画面

 
が重複して定義さ

 
れてしまっている。

機能別、分類別

 
の区別をせず画

 
面名の昇順で並

 
び替えた例

抜けもれが無いこ

 
との確認が困難

×望ましくない例
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03D104 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

「一行」＝「一画面」とした画面一覧の記述例
メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面を識別する情報（画面名や、
画面ＩＤ）が一列に並ぶことにより、全体把握がしやすくなる。行数
が画面数に一致するため、画面数のカウントなども容易になる。

目
的

画面一覧が持つべき、画面の一覧性を活用し見や

 
すくするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧「一行」＝「一画面」となるように記述する。

施
策
（コ
ツ
）

一行＝１画面となっていない。

×望ましくない例
１行に1画面を記述し、項目番号を連番で管理している。

○望ましい例

画面ID 分類 ・・・ 備考
メニュー ・・・ -

ペットストアポータル画面 S-00-01 メニュー ・・・ -
ペット検索 ・・・ -

ペット検索画面 S-03-01 条件入力
フォーム

・・・ -

ペット検索結果表示画面 S-03-02 検索結果一覧
表示フォーム

・・・ -

ペット購入 ・・・ -
カタログ画面 S-06-01 画像付情報表

示フォーム
・・・ -

ショッピングカート表示画面 S-06-02 情報表示
フォーム

・・・ -

支払い情報入力画面 S-06-03 入力フォーム ・・・ -
注文完了画面 S-06-04 完了通知画面 ・・・ -

画面名/機能名
No. 画面名 画面ID 分類 ・・・ 機能名 機能ID 備考

1 ペ ッ ト ス ト ア
ポータル画面

S-00-01 メニュー ・・・ メニュー F001
-

2 ペット検索画面 S-03-01 条件入力
フォーム

・・・ ペット検索 F301
-

3 ペット検索結果
表示画面

S-03-02 検索結果一覧
表示フォーム

・・・ ペット検索 F301
-

4 カタログ画面 S-06-01 画像付情報表
示フォーム

・・・ ペット購入 F601
-

5 ショッピング
カート表示画

S-06-02 情報表示
フォーム

・・・ ペット購入 F601
-

6 支払い情報入
力画面

S-06-03 入力フォーム ・・・ ペット購入 F601
-

7 注文完了画面 S-06-04 完了通知画面 ・・・ ペット購入 F601 -

画面－機能の階層表示を行うなど、画面

 
以外の要素による行定義を行うと、画面一

 
覧が持つ、画面の一覧性が阻害される。

1行＝1画面を徹底することで、画面の一覧

 
性が向上し、全体把握がしやすくなるとともに、

 
画面数のカウントなども容易になる。



コツID レベル 仕掛 充実 完成

65Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

03D105 （1/2）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

利用者、利用目的およびアクセス頻度、利用タイミングの記述例
利用者、利用目的およびアクセス頻度、利用タイミングを補足
することによって、画面における使われ方のシーンを把握できる。

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、業務要件に即した仕様であることの確
認が容易になる。

開発者にとって、レビュー時の確認内容が具体的になる。

目
的

画面の使われる状況を明確にするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧各画面の機能仕様に加えて、利用者、利用目的お

 
よびアクセス頻度、利用タイミング等を補足する。施

策
（コ
ツ
）

【画面】

 

S-04-01 ：

 

位置情報表示画面

【要件】

 

RE-001  ：

 

ペットの位置情報（居場所）をビジュアルに表示する。

【理由】
ペット購入希望者への情報提供のため。所望のペットの居場所が受取りに便

 

利な場所かどうかを、購入の際に考慮できるように、地図情報を提供する。

【利用者及び利用目的】
(1)ペット購入希望者

ペットの受取り場所を確認する。
受取り場所への経路を確認する。

(2)マーケティング担当者
ペットの受取り場所の分布を調査し、マーケティングの活動に
活用する。

【利用タイミング】

 

随時

【アクセス頻度】

 

10件/分

…
…

… … … … … …
6 位置情報表示画

面
S-04-01

…

地図上に、選択した位置（所望の
ペットの居場所）を表示する。 …

… … … … … …

説明 …No. 画面名 画面ID …

画面一覧 補足資料

本画面は、ペット購入希望者とマーケティン

 
グ担当者が利用し、ペットの受取り場所の確

 
認や分布の調査に用いることを確認できる。

当例では、画面一覧へ補

 
足資料を添付している。
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03D105 （2/2） 画面の使われる状況を明確にするには

画面一覧にタイミング、ピーク時件数、想定利用者を記述した。
これらの項目を記述するために、画面一覧の構成要素に対し、新たに記述項目欄（タイミング、ピーク時件数、想定利用者）を追加した。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

No. 画面名 画面ID 説明 タイミング
ピーク時

件数
想定利用者

1 ペットストアポー
タル画面

S-00-01 ペットストアのポータル。購入、検索、カタロ
グ選択などのメニューを表示する。

随時 5件/分 全ユーザ

2 ペット登録画面 S-01-01 販売者が、販売したいペットの情報（カテゴ
リ、名前、特徴、価格、画像、タグ）を登録す
る。

随時 3件/分 販売者

3 販売者登録画面 S-02-01 販売者の情報（氏名、住所等）を登録する。 随時 3件/分 販売者
4 ペット検索画面 S-03-01 ペットを検索するための条件を入力する。 随時 10件/分 購入者

タイミング、ピーク時件数、想定利用者

 
を個別の項目に記述する。
仕様の理解がしやすくなり、利用者を意

 
識したレビューを行うことができる。

画面の使われ方を明確にするために追加した列
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03D106 （1/１）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

要件と理由の記述例
対応する要件とその理由を補足することによって、
画面の役割や位置付けを把握できる。

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、業務要件に即した仕様であることの確認が容易になる 。

開発者にとって、レビュー時の確認内容が具体的になる。

目
的

画面の役割や位置付けを明確にするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧各画面の機能仕様に加えて、当該仕様が導かれた

 
業務要件及び業務上の理由、必要性を補足する。施

策
（コ
ツ
）

…

… … … … … …
6 位置情報表示画

面
S-04-01

…

地図上に、選択した位置（所望の
ペットの居場所）を表示する。 …

… … … … … …

説明 …No. 画面名 画面ID …

画面一覧

【画面】

 

S-04-01 ：

 

位置情報表示画面

【要件】

 

RE-001  ：

 

ペットの位置情報（居場所）をビジュアルに表示する。

【理由】
ペット購入希望者への情報提供のため。所望のペットの居場所が受取りに便

 

利な場所かどうかを、購入の際に考慮できるように、地図情報を提供する。

【利用者及び利用目的】
(1)ペット購入希望者

ペットの受取り場所を確認する。
受取り場所への経路を確認する。

(2)マーケティング担当者
ペットの受取り場所の分布を調査し、マーケティングの活動に
活用する。

【利用タイミング】

 

随時

【アクセス頻度】

 

10件/分 …

補足資料

当例では、画面一覧へ補足資

 
料を添付している。

ペットの居場所を把握できる情報を表

 
示する必要があることがわかり、路線

 
が記述されていない地図を表示してし

 
まうなどの、仕様もれを防ぐ。
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03D201 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

画面遷移を階層化した記述例
印刷1ページに１つの完結した業務（例えば、受注、発注等）となるように記述する。
印刷1ページに収まりきらない場合は階層化をし、下位の遷移を持つ箇所にはラベルをつける。

接続子による分割は極力しないようにする。特に、流れの途中で分断しないように記述する。
メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、画面遷移
の全体像が把握し易くなる 。

開発者にとって、レビュー時
に、一連の流れをイメージし
やすい画面遷移となり、説
明が容易になる。

目
的

画面遷移の一覧性を高めるには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移印刷１ページに１つの完結した業務(例えば、受注、

 
発注等)を記述する。１ページに収まりきらない場合

 
は、階層化をした上で別ページに記述する。

施
策
（コ
ツ
）

①

開始点

ユーザ登録

登録完了

①

ペット情報入力

接続子を使用した記述例

接続子の使用によって、

 
流れの途中で分断され

 
てしまっている。

ユーザ情報入力

《下位遷移》

開始点

登録完了

階層化をした記述例

《下位遷移》

ペット情報入力

ユーザ情報入力

下位の遷移を持つ箇所

 
には、ラベルをつける。
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03D202 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

画面遷移の記述例
上から下、左から右となるように記述し、遷移矢線が交差しないようにする。
主要な流れが上から下に並ぶように画面を配置し、無秩序に配置しない。

目
的

画面遷移の流れを理解しやすくするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移上から下、左から右に遷移するように配置する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、画面遷移の流れを直感的に理解でき
る。

開発者にとって、画面遷移の流れを整理しやすくなる。

○望ましい例×望ましくない例

無秩序に配置して

 
いるために整然と

 
していない。

交差して複雑

 
になっている。



コツID レベル 仕掛 充実 完成

70Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

03D203 （1/2）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

正常系と異常系を書き分けた記述例
異常系を同時に表している場合には、正常糸と書き分ける。

目
的

正常系と異常系の遷移を明確に区分するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移画面遷移において、正常系と異常系の判別がしや

 
すい書き分け方をする。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、本質的な処理の内容を理解しやすく
なる。

正常系

トップ画面

ログイン画面

ユーザ登録画面 ユーザ登録画面
入力エラー

ユーザトップ画面

【入力エラー】

異常系

正常系と異常系を分離

 
することにより、一目で

 
区別できる。
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03D203 （2/2） 正常系と異常系の遷移を明確に区分するには

正常系と異常系を線種で区別して示した記述例
正常系の内容と、異常系が明確になり、処理内容が把握しやすくなる。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

正常系

異常系

初回のログオン時の流れのみ

 
を切り出して正常系と異常系で

 
分けて遷移を書いている。

１．トップ画面

２．ログイン画面 ３．ユーザ登録画面

５．ユーザ登録画面入力エラー

４．ユーザトップ画面

ログアウト

再入力
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03D204 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

画面名称を命名した例
同一機能を果たす画面が複数で構成される場合でも、XXX１、XXX2のように機械的に命名してしまうと理解が困難となる。
役割がわかるように命名すること。

目
的

実際の画面の流れをイメージしやすくするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面一覧

業務的に意味のある画面名称を命名する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面遷移を確認する際に、各画
面の役割や目的を明確にすることができる。

ペット登録
ヘッダ入力画面

ペット登録
詳細入力画面

×望ましくない例 ○望ましい例

ペット登録画面１ ペット登録画面２
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03D205 （1/3）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

イベントの記述例
イベントを記述する際には、業務的な表現（たとえば、「在庫不足になった」など）や汎用的な表現（「入力ボタンを押す」）を用いる。
ミドルウェア／プログラミングレベルの用語は用いない。

目
的

画面遷移上において、実際の業務処理をイメージし

 
やすくするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移プログラムレベルの用語を使用してイベントや条件

 
の記述をせずに、業務用語を使用して記述する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、業務用語を使うことで読み解く必要がなくなる。

開発者にとって、特定のプログラムに左右されない為、保守性の高
いドキュメントを作成することができる。

○望ましい例

[“入力”ボタン押下][InvocationEvent
発生]

×望ましくない例
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03D205 （2/3） 画面遷移上において、実際の業務処理をイメージしやすくするには

条件分岐の記述例
業務レベルのエンティティ（*１）/属性（*２）を用いた条件文や、画面部品の名称を用いて記述する。
内部変数や、低レベルのプログラムレベルの用語を使用した操作を表現した分岐条件は記述しない。

（*１）エンティティ：「商品」、「在庫」などのように業務で扱う対象物のようなもの。
（*２）属性：エンティティを構成し、

 

エンティティの性質を表すための各データ綱目。

例えば「商品名」、「商品コード」、「数量」などである。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

Windows.getEvent(e) = True

×望ましくない例 ○望ましい例

在庫数量

 

< 最低在庫量在庫数量

 

≧

 

最低在庫量Windows.getEvent(e) = False
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03D205 （3/3） 画面遷移上において、実際の業務処理をイメージしやすくするには

例外処理の記述例
異常系へ遷移する例外条件は、業務的に理解可能な表現（例えば、「欠品」や「在庫引当不可」など）を用いて記述する。
「IOException」などのミドルウェアやプログラム言語で用いられるプログラムレベルの用語は使用しない。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

[IOException]

×望ましくない例

[正常]

メニュー画面へ

○望ましい例

[欠品]

[正常]

メニュー画面へ
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03D301 （1/6）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

主に注意する箇所は下記５つの点とする。

目
的

見ただけで画面部品の種類の違いや状態を直感的

 
にわかるようにするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト画面レイアウト上で、画面部品などの表現を整理・工

 
夫する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、画面レイアウトにおける開発者の主張を、より明確に把握することができる。
発注者および開発者にとって、レビューの時間を短縮できる。

・画面要素の配置方法は統一する。
- 操作ボタンの配置箇所
- 情報の表示箇所
-説明文の配置箇所

 

など

・タイトルは画面の構成内容に合わせる。

画面部品の配置 表

・他の画面要素と視覚的な区別をつける。
- 単純なテキスト表示との区別
- 別画面に遷移するリンク先を示す文字列

 
との区別

・ボタン押下によって起こるアクションの
種類や概要がわかると尚良い。

リストボックスなどの入力項目

・可変長/固定長の視覚的な区別がついて

いる。

・アクションの出力結果を表示するのか、
ページ固定の表なのか補足説明されて
いると尚良い。

・入力種類が認識できるか
- 選択肢を選ぶのか
- 文字列を入力するのか

・入力条件が示されている。
- 排他/重複選択入力
- 必須入力の有無

ボタン ラベルの文字列

・ページ固定なのか、出力の結果なのか、

 
リンク先を示す文字列なのか、その文字列

 
の機能や所属を明らかにする。
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03D301 （2/6） 見ただけで画面部品の種類の違いや状態を直感的にわかるようにするには

画面部品の配置の記述例
画面部品の配置方法は統一する。

操作ボタンの配置箇所
情報の表示箇所
説明文の配置箇所 など

タイトルは画面の構成内容に合わせる。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

画面レイアウト
コンテンツの基本配置について

画面レイアウト

ヘッダエリア

コンテンツ
エリア
(sub1)

ユーティリティ
エリア

フッタエリア

ナビゲー

 

ションエリア

コンテンツエ

 

リア
(main)

コンテンツエ

 

リア
(sub2)

ただ画面を貼り付けるだけだと、どこ

 
に何が配置されるのか不明瞭

×望ましくない例 ○望ましい例
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03D301 （3/6） 見ただけで画面部品の種類の違いや状態を直感的にわかるようにするには

表の記述例
可変長/固定長の視覚的な区別がついている。
アクションの出力結果を表示するのか、ページ固定の表なのか補足説明されていると尚良い。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

検索結果表示ページについてのご説明

固定長の画面における記述例

同ペット内ペット種別ページについてのご説明

一覧表には、枠を表示する。③

行の高さは一定とする。このため、表示するペットの種類が4件

 

よりも少ないときでも画面縦幅は変わらずに、表示される。

ペットの名称（大見出し）を表示する。②

ペット種別IDの昇順に表示する。

「トップへ」ボタンを表示する。④

表の大きさはタテ100px×ヨコ最大250pxとする。

1ページは常に４件の表示ができるように実際の数に関係なく

 

枠を表示する。

他の動物へジャンプボタンを表示する。①

同ペット内ペット種別表示の概要

① ③

④

②

４件表示

1ページには最大４件まで表示する。

検索結果をペット種別IDの昇順に付番する。

次ページ・前ページがある場合、「次の4件へ>」「<前の4件へ」ボタ

 

ンを表示する。
③

「トップへ」ボタンを表示する。④

４件表示された際の表の大きさはタテ555px×ヨコ575pxとする。

行の高さは一定とする。このため、検索結果が４件よりも少ないと

 

きは画面縦幅が短く表示される。

一覧表には、枠を表示する。②

「ホームページ内検索」の検索結果を一覧で表示する。①

検索結果表示の概要

④①

②

③

４件まで表示

可変長の画面における記述例
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03D301 （4/6） 見ただけで画面部品の種類の違いや状態を直感的にわかるようにするには

リストボックスなどの入力項目の記述例
入力種類が認識できるか

選択肢を選ぶのか
文字列を入力するのか

入力条件が示されている
排他/重複選択入力
必須入力の有無

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

入力項目の記述例

注意）
• その表記が何の画面部品を表している

 
のか補足してもよい。（ラジオボタン、

 
チェックボックス等）

• マニュアルなどを書き起こす際の入力情

 
報にもなる。

登録 キャンセル

入力いただく情報について

ユーザ情報
ユーザ名：

新パスワード：

パスワード確認：

(署名 ユーザ名を表示)

（必須入力）

ユーザ基本情報
氏名

 

：

住所

 

：

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

 

：

（必須入力）

（任意入力）

利用環境情報
言語選択：

お気に入りの種類：

マイリスト表示：

マイバナー： オフオン

選択入力項目
（選択肢は別紙）
選択入力項目
（選択肢は別紙）

ﾘｽﾄ1 ﾘｽﾄ2 ﾘｽﾄ3 複数選択可能

どちらか一つを選択

説明の記述を省略し、画面入出力

 
項目一覧（「工程成果物」）とつき

 
合わせてレビューしても良い。
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03D301 （5/6） 見ただけで画面部品の種類の違いや状態を直感的にわかるようにするには

ボタンの記述例
他の画面要素と視覚的な区別をつける。

単純なテキスト表示との区別
別画面に遷移するリンク先を示す文字列との区別

ボタン押下によって起こるアクションの種類や概要がわかると尚良い。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

入力域とボタンの両方に類似した
矩形を画面部品の近くで使用しない。

ユーザ基本情報

登録

ユーザ名：

新パスワード：

パスワード確認：

(署名 ユーザ名を表示)

キャンセル

・ボタンを表す矩形の形状は統一する。
・実際の仕上がりイメージに近い形状を選ぶ。

戻る

×望ましくない例

入力域とボタンは異なる矩形とする。

ユーザ基本情報

登録

ユーザ名：

新パスワード：

パスワード確認：

(署名 ユーザ名を表示)

ボタンを表す矩形の形状を統一する。

○望ましい例

キャンセル戻る
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03D301 （6/6） 見ただけで画面部品の種類の違いや状態を直感的にわかるようにするには

ラベルの文字列の記述例
ページ固定なのか、出力の結果なのか、リンク先を示す文字列なのか、その文字列の機能や所属を明らかにする。
設計書には、文字列の種類の違いがわかるようにしておく。

テンプレートとして設計書を起こす。
画面部品番号をはっきり示す。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

商品 ID

カートに入れる3000ラブラドールレトリバ

カートに入れる2000ゴールデンレトリバ

値段商品名

犬

メニューに戻る

検索結果を表示します。

リンク先を示す文字列

ページ共通の
固定文字列

abc-01

abc-02

検索結果の出力

リンク先を示す文字列

画面仕様における文字列の記述例



コツID レベル 仕掛 充実 完成

82Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

03D302 （1/１）

具体例

画面概要の記述例
紛らわしい名前を使用した例

目
的

誤解のない設計書を書くには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面入出力項目一覧

画面アクション明細

設計書で使用されている用語が、発注者の用語と合

 
致しているか、混乱を招く使い方をしていないか確

 
認して書く。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、正確な意思疎通ができるため、設計書が理解しやすくなる。
[用語辞書]
(発注者用)

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

ユーザにログアウトが完了したことを

通知する。

ログインのため、ユーザ名

およびパスワードを入力する。

ログインが成功したら、

ログイン画面にユーザ氏名を表示する。

概要

…
ログイン：...
ログオフ：...
…

発注者の用語集

 
と合致しない
発注者の用語辞書と

合致しない。

等しい概念には
同じ名前をつける

同一項目に対して
異なる項目名をつける。

概要

ログイン画面

ログアウト画面

×望ましくない例
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03D303 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

システムのアクションに関する記述例

目
的

画面の操作方法について、操作手順をより明確に

 
するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト画面レイアウト上の操作手順に、操作に対するシス

 
テムのアクションも記述する。施

策
（コ
ツ
）

操作手順

（画面の例）

操作手順

（１）グレードの入力
・ドロップダウンリストから、グレードを選択する

-

 

選択されたグレードを元に、グレードに属するタイプが検索される。
検索結果が、タイプのドロップダウンリストの選択肢に設定される。

（２）タイプの入力
・ドロップダウンリストから、タイプを選択する

（３）高速利用の有無の入力
・当てはまるラジオボタンをクリックする（どちらか１つ）

（４）用途の入力
・当てはまる用途をクリックする。複数選択可とする。

（５）該当する在庫の検索
・検索ボタンをクリックする

-

 

グレード、タイプ、高速利用、用途の情報を元に、在庫ＤＢから
レンタカー情報が検索される。

-

 

用途はお客様管理簿に登録される。
-

 

検索結果画面が表示される。

ユーザの操作

システムの

 
アクション

注意）

 

画面レイアウトと画面アクション明細の間で
記載する内容を予め定めておくことにより、
記載内容の重複や矛盾を防止することができる。【03D704参照】

検索

（選択してください）

（選択してください）

する しない

街乗り ロングドライブ

その他寒冷地

グレード：

タイプ ：

高速利用：

用途 ：

条件を入力してください

お客様ID: 1234-5689

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、システムのアクションが提示され
ることで、次の行動をより強くイメージできるように
なるため、画面に対する指摘がしやすい。

システムのアクションを

 
記述する場合はユーザの

 
操作とは視覚的に分け、

 
ユーザの操作は能動態、

 
システムのアクションは

 
受動態の文章で記述する

 
と良い。
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03D304 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

画面レイアウトに入出力の有無を示す欄を追記した記述例

目
的

画面レイアウトの説明において、入出力の発生有無

 
を明確にするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト画面レイアウトにおける部品説明に、入出力の有無

 
を示す欄を追記する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面レイアウトの確認をす
る際に、入出力をイメージすることができる。

1

2
3

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ﾛｸﾞｲﾝ

画面レイアウト

識別ID ラベル 画面部品の種類 入出力

1 ユーザ名 テキストボックス IN

2 パスワード テキストボックス IN

3 ログイン ボタン -

画面レイアウトに入出力の有無を示す欄を追記する。
※説明する際は、画面入出力項目一覧と突き合わせ

 
ることにより省略してもよい。
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03D401 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

画面入出力項目一覧における値の取得方法を明記した記述例
例えばログイン後の画面が前画面（ログイン画面）で入力したユーザIDからDBを検索して、
ユーザ名を表示する仕様であった場合、画面入出力項目一覧では次のように記述すると良い。

目
的

画面の入出力項目の視点から、必要な機能の内容

 
を明確にするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面入出力項目一覧画面入出力項目一覧における値の取得方法を明確

 
にし、利用者が入力するデータとそれ以外から取得

 
するデータの区別を明確にする。

施
策
（コ
ツ
）

既に前画面でデータベースより取得済み

 
の内容を出力することが読み取れる。

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、開発範囲を明確にすることができる。
発注者にとって、入出力項目の視点から業務要件のもれがないことを検証することができる。
発注者にとって、画面の操作性について検証することができる。

この欄には、○、△、×を記入することができる。
○は常に入力ができる
△は利用者権限等、状態によって入力ができる。
×は常に入力ができない。

識別ＩＤ 表示用のラベル 部品の種類 有効 入力 桁数 初期表示 出力仕様 必須 補足

１ ユーザ名 ラベル － × ○ ユーザ名称
－ － ・取得済みのユーザ名称

 
を表示する。

２ 住所 テキストボックス ○ ○ × －
－ －
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03D402 （1/１）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

入力制約と出力仕様をパターン化した記述例
共通的な入力制約、出力仕様をパターン化する。
パターン化した入力制約および出力仕様の詳細を切り出して記載する。

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、入力制約や出力仕様を説明するに当たって簡潔に伝えることができる。
発注者にとって、グルーピングされることにより、入力制約や出力仕様を整理しやすくなる。
発注者および開発者にとって、仕様のばらつきを抑えることができる。

目
的

入力制約や出力仕様を容易に認識できるようにす

 
るには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面入出力項目一覧入力制約や出力仕様をパターン化して記述する。

施
策
（コ
ツ
）

識別
ID

有効 入力
表示
桁数

入力
桁数

データ型 文字種 入力制約 出力仕様

1 ユーザ名 ラベル - × 18 - 文字列 半角 - -

2 新しいパスワード テキストボックス ○ △ 18 10 文字列 半角
パスワード入力パター
ン

パスワード出力パターン

3 再入力パスワード テキストボックス ○ △ 18 10 文字列 半角
パスワード入力パター
ン

パスワード出力パターン

4 名前（姓） テキストボックス ○ △ 19 18 文字列 全角 -
5 名前（名） テキストボックス ○ △ 19 18 文字列 全角 - -
6 Ｅメールアドレス テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 半角 Eメール入力パターン -
7 電話 テキストボックス ○ ○ 19 18 文字列 半角 電話番号入力パターン -
8 住所１ テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 全角 - -
9 住所２ テキストボックス ○ ○ 39 38 文字列 全角 - -
10 市 テキストボックス ○ ○ 19 18 文字列 全角 - -
11 県 テキストボックス ○ ○ 3 3 文字列 全角 - -

12 郵便番号 テキストボックス ○ ○ 9 9 文字列 半角
数字もしくは"-"のみ
"-"は4文字目のみ

-

13 国 テキストボックス ○ ○ 14 14 文字列 全角 - -

表示用のラベル 部品の種類

＜入力制約の共通仕様のサンプルイメージ＞
パスワード入力パターン：英数字のみ、6桁以上
パスワード出力パターン：”＊”（アスタリスク）表示
Eメール入力パターン：英数字、および“.”、“-”、“_”、“@”のみ、

 

“@”は必ず1文字入力必要
電話番号入力パターン：数字、および“-”のみ

共通的な入力制約、出力
仕様はパターン化して、
パターン名を記述する。
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03D403 （1/１）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

共通ルールの適用例

目
的

使用する画面部品（チェックボックスやラジオボタン

 
等）の仕様を統一するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面入出力項目一覧共通的な画面部品の適用ルールをまとめる。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、画面部品の選定基準が明確になる。
発注者および開発者にとって、仕様のばらつきを抑えることができる。

選択候補数 複数選択 画面部品

固定 可能 チェックボックス

不可能 ラジオボタン

変動 可能／不可能 コンボボックス

＜画面部品適用ルールのサンプルイメージ＞

ラベルのパターン 画面部品

言語選択 コンボボックス

地域選択 コンボボックス

性別 ラジオボタン

仮に『「言語選択」はコンボボックスを利用

 
する。』という共通的な画面部品の適用

 
ルールがあると、仕様のばらつきを抑える

 
ことができる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

処理概要の記述例

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、処理概要を理解できる。
開発者にとって、処理概要を説明するに当たって簡潔に伝えることができる。

目
的

画面アクションの処理をわかりやすく整理するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面アクション明細処理の内容を概要と詳細に分けて書く。

施
策
（コ
ツ
）

アクションの処理概要 アクションの処理詳細

入力された情報をもとに

 
顧客情報を登録する

①顧客情報の入力チェック

②検索処理

入力された情報をもとに顧客情報テーブル

 
を検索する。

②-1 合致するデータが存在しない場合

顧客情報を登録し、顧客登録画面を初期

 
表示する。

②-2 合致するデータが存在した場合

エラーメッセージを表示する。

アクションの処理概要

入力された顧客情報の入力チェック

 
を行い、次に入力された情報をもと

 
に顧客情報テーブルを検索。データ

 
が存在しない場合には顧客情報を

 
登録し顧客登録画面を初期表示す

 
る。データが存在する場合にはエ

 
ラーメッセージを表示する。

概要と詳細に分ける
ことで分かり易くなる。

○望ましい例×望ましくない例

処理のもれがないことを確認す

 
ることにも有効。【03D502参照】
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03D502 （1/3）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

処理詳細の記述例

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、条件分岐の確認ポイントを明確にすることができる。
開発者にとって、画面アクション明細の処理詳細を説明するに当たって簡潔に伝えることができる。
発注者および開発者にとって、条件分岐を整理することにより、もれに気づきやすくなる。

目
的

画面アクション明細において条件分岐をわかりやす

 
く整理するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面アクション明細条件分岐を階層的に整理する。

施
策
（コ
ツ
）

アクション名 アクションの処理詳細 出力

ペットの在庫管理 ①ゴールデンレトリバーの注文数が１匹で、かつ、在庫数が２匹以下の場合 発注A

②ゴールデンレトリバーの注文数が１匹で、かつ、在庫数が２匹を超える場合 出荷・発注B

③ゴールデンレトリバーの注文数が２匹で、かつ、在庫数が２匹以下の場合 発注C

④ゴールデンレトリバーの注文数が２匹で、かつ、在庫数が２匹を超える場合 出荷・発注B

⑤ゴールデンレトリバーの注文数が２匹を超え、かつ、性別指定が牝で、在庫数が２匹以下の場合 発注D

⑥ゴールデンレトリバーの注文数が２匹を超え、かつ、性別指定が牝で、在庫数が５匹以下の場合 出荷・発注E

⑦ゴールデンレトリバーの注文数が２匹を超え、かつ、性別指定が牡で、在庫数が２匹以下の場合 発注F

⑧ゴールデンレトリバーの注文数が２匹を超え、かつ、性別指定が牡で、在庫数が５匹以下の場合 出荷・発注G

⑨ゴールデンレトリバーの注文数が２匹を超え、かつ、在庫数が５匹を超える場合 出荷

条件分けが整理しきれてい

 
なくて、ポイントがぼやける。×望ましくない例
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03D502 （2/3）

処理詳細の記述例
条件分岐の箇所を、階層で別途切り分けて記述する。
枝番を付与することで、条件分岐を表現する。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

○望ましい例１

「出力」はアクションの処理に

 
よって出力される情報を明記

 
する。

画面アクション明細において条件分岐をわかりやすく整理するには

アクション名 アクションの処理詳細 出力

ペットの在庫管理 ①ゴールデンレトリバーの注文数が１匹である場合でかつ －－－－－

①-1 在庫数が２匹以下である場合 発注Ａ

①-2 在庫数が２匹を超える場合 出荷・発注Ｂ

②ゴールデンレトリバーの注文数が２匹の場合でかつ －－－－－

②-1 在庫数が２匹以下である場合 発注Ｃ

②-2 在庫数が２匹を超える場合 出荷・発注Ｂ

③ゴールデンレトリバーの注文数が２匹を超えている場合でかつ －－－－－

③-1 性別指定が牝である場合でかつ －－－－－

③-1-1 在庫数が２匹以下である場合 発注Ｄ

③-1-2 在庫数が５匹以下である場合 出荷・発注Ｅ

③-2 性別指定が牡である場合でかつ －－－－－

③-2-1 在庫数が２匹以下である場合 発注Ｆ

③-2-2 在庫数が５匹以下である場合 出荷・発注Ｇ

③-3在庫数が５匹を超える場合 出荷

枝番をつけることで、
条件分岐を表現する。
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画面アクション明細において条件分岐をわかりやすく整理するには03D502 （3/3）

処理詳細の記述例
条件分岐の項目とその条件および条件に合致した場合の出力情報を表で記述する。
※補足資料として、別途整理しても良い。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

○望ましい例２

注文数 性別指定 在庫数 出力

１匹
－ ≦ ２匹 発注A

－ ＞ ２匹 出荷・発注B

２匹
－ ≦ ２匹 発注C

－ ＞ ２匹 出荷・発注B

＞ ２匹

牝
≦ ２匹 発注D

≦ ５匹 出荷・発注E

牡 ≦ ２匹 発注F

≦ ５匹 出荷・発注G

－ ＞ ５匹 出荷

0

（未入力）
－ － エラーメッセージ

アクション名 アクションの処理詳細

ペットの在庫管理 ①ゴールデンレトリバーの注文数、性別指定、在庫数の別に指示する。

「出力」はアクションの処理

 
によって出力される情報を

 
明記する。

論理式で表現

 
すると網羅性

 
の確認もしや

 
すい。

表にすることにより、もれ

 
に気づき易くなる。

異常なパターンも発

 
生しうることを想定

 
しておくことが必要。
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03D503 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

「『顧客情報』を登録する」など。『』内があるまとまった情報項目群を示す場合の記述例

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、概要を説明するに当たって簡
潔に伝えることができる。
発注者にとって、情報項目群として整理されるこ
とにより、概要を理解することが容易となる。

目
的

アクションの対象となった項目をよりわかりやすく記

 
述するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面アクション明細

画面レイアウト

複数の項目の集まりが示す意味をひとまとめにして

 
名前をつけ、その単位で記述する。施

策
（コ
ツ
）

注意）

 

処理単位が個々の情報項目である場合に適用してしまうと、仕様が不明確になる。

ID アクション名 イベント名 アクションの処理概要

A-001 顧客情報登

 
録

登録ボタン押

 
下

入力された情報をもとに「顧客

 
情報」を登録する。

ID アクション名 イベント名 アクションの処理概要

A-001 顧客情報登録 登録ボタン

 
押下

入力された情報をもとに「氏

 
名」、「郵便番号」、「住所」、

 
「電話番号」、「FAX番号」、

 
「メールアドレス」を登録する。

×望ましくない例

○望ましい例

あるまとまった情報項目群で概要を
記述しているためすっきりして見える。

あるまとまった情報項目群があるにもか

 
かわらず、単項目を列挙して概要を記述

 
しているため、一見してわかりずらい。

画面レイアウト

顧客情報
登録

書誌情報

新規ユーザ登録

まとまった情報項目群の例
「顧客情報」

メールアドレス

FAX番号

電話番号

住所

郵便番号

氏名 ①

②

③

④

⑤

⑥
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03D504 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

処理内容の記述例
表現・用語などは開発者と事前に規定および確認しておくこと。

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、実際の業務仕様をイメージし易い。
開発者にとって、プログラムにとらわれないことにより、保守性
の高いドキュメントを作成することができる。

目
的

実際の業務仕様をイメージし易くするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面アクション明細

画面遷移

プログラムを意識した開発者向けの表現ではなく、

 
業務用語を使って記述する。施

策
（コ
ツ
）

注意）

 

クリック（押す）、フロー（流れ）等、一般的に用いられてい

 
る言葉まで無理に置き換えてしまうと、かえってわかりにくくなる。

アクションの処理概要 アクションの処理詳細

入力されたデータをもと

 
に顧客情報テーブルに

 
Updateする

①入力データの入力チェック

② Search処理

入力されたデータをもとに顧客情報テー

 
ブルをSearchする

③アンマッチの場合

データをUpdateし、顧客登録画面をクリア

 
表示する

④Matchするデータが存在した場合

⑤Exceptionが発生した場合はロール

 
バックする

アクションの処理概要 アクションの処理詳細

入力された情報をもとに

 
顧客情報を登録する

①顧客情報の入力チェック

②検索処理

入力された情報をもとに顧客情報テーブルを

 
検索する

③合致する顧客情報が存在しない場合

顧客情報を登録し、顧客登録画面を初期表

 
示する

④合致する顧客情報が存在した場合

⑤例外が発生した場合は初期表示する。

×望ましくない例（プログラムよりの表現） ○望ましい例（業務上の表現）

望ましくない例 望ましい例

トランザクション 処理

コミット 確定、決定

上記のほかの表現例
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

処理内容の記述例
メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、イベント名が一致していることにより、画面遷移の
イベントと画面アクション明細のイベント名の対応付けが明確になる。
発注者および開発者にとって、対応付けることでもれをチェックしやすい。

目
的

画面遷移のイベントと画面アクション明細のイベント

 
をもれなく記述するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面アクション明細

画面遷移

画面遷移のイベントと画面アクション明細のイベント

 
名を一致させる。施

策
（コ
ツ
）

画面遷移

ID アクション名 イベント名 アクションの

 
処理概要

A-001 検索処理 検索

A-002 後ページ検

 
索処理

次ページ

A-003 前ページ検

 
索処理

前ページ

画面アクション明細
初期化

 

初期化

検索処理

 

検索処理

前ページ

 

検索処理

 

前ページ
検索処理

後ページ

 

検索処理

 

後ページ
検索処理

処理終了

 

処理終了

[戻る]

[終了]

[検索]

[次ページ]

[前ページ]

《開始点》

《終了点》

ペット検索画面

次を検索

前を検索

ペット検索結果表示画面

一致させる

一致させる

一致させる

画面遷移と画面アクション明細の

 
イベント名を一致させておく。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

具体例

処理内容の記述例
メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、画面アクション明細における処理内容をもれなく正確に伝えることができる。
発注者にとって、画面アクション明細における処理内容の確認ポイントを明確にすることができる。

目
的

画面アクション明細の処理単位やタイミングを正しく

 
伝えるには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面アクション明細処理内容、処理の順序、タイミング・条件等を具体的

 
かつ、明確に記述する。施

策
（コ
ツ
）

アクションの処理概要 アクションの処理詳細 遷移先画面名称

 

(ID)

入力された情報をもとに顧

 

客情報を登録する
①

 

顧客情報の入力チェック ―

②

 

検索処理

入力された情報をもとに顧客情報テーブルを検索し
―

③-1 合致する顧客情報が存在しない場合

顧客情報を登録し、顧客登録画面を初期表示する

ユーザ登録画面

（S-05-02）

③-2 合致する顧客情報が存在した場合

エラーメッセージを表示する
―

④

 

例外が発生した場合は初期表示する ユーザ登録画面

（S-05-02）

「初期表示する」という

 
具体的な処理内容を明

 
記する。

「合致する顧客情報が

 
存在した場合」と条件・

 
タイミングを明記する。

遷移先を特

 
定する為、遷

 
移先画面名

 
称を明記する。

入力チェックを「顧客情

 
報」の単位（処理単位）

 
で行うことを明記する。

処理の順序を番号をつけて明記す

 
る。（場合分けは【03D502参照】）
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合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

各画面の「工程成果物」について、個別に合意すべ

 
き事項を少なくするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

個別画面に依らず、共通して合意すべきことは、画

 
面レイアウト共通ルールとして定義する。施

策
（コ
ツ
）

具体例

（1/3）

顧客情報 カート ログイン 【 English】 【日本語】 【中国語】｜ ｜

JavaTM Pet Store
J2EETM BluePrintsSample Applicat ion

¥150,000血統書付。Alley Cat4

¥30,000Snappy Cat3

¥45,000おとなしく、し
つけも完璧。

Saber Cat2

¥60,000長い毛が柔ら
かく肌触りが
よい。

Long Haired 
Cat

1

価格カートに追加説明名前

¥150,000血統書付。Alley Cat4

¥30,000Snappy Cat3

¥45,000おとなしく、し
つけも完璧。

Saber Cat2

¥60,000長い毛が柔ら
かく肌触りが
よい。

Long Haired 
Cat

1

価格カートに追加説明名前

Javaペット屋さんデモは Java BluePrints for the Enterpriseのサンプルアプリケーションです。

■■ ペット検索 ■■

イヌ

ネコ

鳥

魚

爬虫類

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

課題：
個別の画面の機能を確認したくても．．．
共通ルールがないと、

• レイアウト構成が気になる
• 配色が気になる
• フォントの使い方が気になる

etc．．．

いつまでたっても、本題のレビューが行えない。

解決策：
レイアウト、配色、フォントなどは、共通で合意すべき事

 
項として、共通ルール化することで、個別の画面のレ

 
ビュー時に、話が発散することを防止できる。

メリット

開発者にとって、品質、生産性、保守性の向上に寄与する。
発注者および開発者にとって、レビュの時間を短縮できる。
発注者にとって業界標準や制約事項に対応しているか、ルールの適切性の判断ができる。
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03D600

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

各画面の「工程成果物」について、個別に合意すべき事項を少なくするには

メリット

開発者にとって、個々の
画面デザインや機能を
共通化することで、設計
のばらつきを防止する効
果が高い。

顧客情報 カート ログイン 【 English】 【日本語】 【中国語】｜ ｜

JavaTM Pet Store
J2EETM BluePrintsSample Applicat ion

¥150,000血統書付。Alley Cat4

¥30,000Snappy Cat3

¥45,000おとなしく、し
つけも完璧。

Saber Cat2

¥60,000長い毛が柔ら
かく肌触りが
よい。

Long Haired 
Cat

1

価格カートに追加説明名前

¥150,000血統書付。Alley Cat4

¥30,000Snappy Cat3

¥45,000おとなしく、し
つけも完璧。

Saber Cat2

¥60,000長い毛が柔ら
かく肌触りが
よい。

Long Haired 
Cat

1

価格カートに追加説明名前

Javaペット屋さんデモは Java BluePrints for the Enterpriseのサンプルアプリケーションです。

■■ ペット検索 ■■

イヌ

ネコ

鳥

魚

爬虫類

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■

顧客情報 カート ログイン

【 English】 【日本語】 【中国語】

｜ ｜

JavaTM Pet Store
J2EETM BluePrintsSample Applicat ion

¥15,000かわいい模様。勇敢な犬。ダルマシアン4

¥10,000飼い犬に最適。ゴールデン＝
レトリーバ

3

¥1,330番犬代わりにどうぞ。毒なしガラガラ
蛇

2

¥1,100キュートなフランス産の犬。雄 子犬プード
ル

1

価格カートに追加説明名前

¥15,000かわいい模様。勇敢な犬。ダルマシアン4

¥10,000飼い犬に最適。ゴールデン＝
レトリーバ

3

¥1,330番犬代わりにどうぞ。毒なしガラガラ
蛇

2

¥1,100キュートなフランス産の犬。雄 子犬プード
ル

1

価格カートに追加説明名前

ペットの検索

Javaペット屋さんデモは Java BluePrints for the Enterpriseのサンプルアプリケーションです。

イヌ ネコ 鳥 魚 爬虫類｜ ｜ ｜ ｜VS

画面毎に個別に設計が進んでしまうと、
後から画面全体の共通化を図ることは難しくなる。
共通ルールを事前に合意しておくことでこのよう

 
な事態を防ぐことができる。

×望ましくない例：共通ルールがないとバラバラな見た目や機能をもつ画面が出来上がってしまう。

（2/3）
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

各画面の「工程成果物」について、個別に合意すべき事項を少なくするには

画面遷移・レイアウト共通ルールとしての構成内容には、以下のものがある。

項番 画面遷移・レイアウト共通ルール 記述内容の説明 コツの枝番

1 ページの構成要素 ひとつの画面を複数のエリアに分割する場合の画面レイアウト、エリアに与える名称、エリアが使

 
用される用途、例

03D601

2 配色 キーカラーの指定、アクセントカラーの指定、エリアごとの基本配色、フォントカラーの指定 -

3 文字フォント・

サイズ

画面に表示する文字フォントの指定、サイズの指定、行間の指定 -

4 全体構造とナビ

 
ゲーション

画面のもつ階層構造、メニュー構造、分類方法の基準、ナビゲーション表示方法や表示変更方法

 
を示す説明、および図

-

5 画面遷移パターン 単一ブラウザ/複数ブラウザの使用可否の定義、フレームにまたがる遷移の有無、そのコントロー

 
ル方法の定義、自らブラウザを閉じる画面の有無と遷移への影響

03D602

6 エラー表示方法・

エラーメッセージ

画面内のエラーメッセージ表示、エラーメッセージダイアログの要否、エラー画面レイアウト、エ

 
ラーメッセージへのアクセントカラー使用、エラー固有の書式、メッセージの可変部と固定部の配

 
置

03D603

7 ユーザの定義・

制約事項

アクセス可能範囲のユーザ分類と命名、説明

性能要件、セキュリティ要件、その他による制約事項

-
8 ユーザの定義

（１）アクセス可能範囲のユーザ分類
ユーザ分析より英語圏、日本語圏、中国語圏のユーザを対象とする。

（２）ユーザ分類の説明

分類 未ログイン時のユーザ分類名称
1 英語圏ユーザ 未ログイン英語ユーザ
2 日本語圏ユーザ 未ログイン日本語ユーザ
3 中国語圏ユーザ 未ログイン中国語ユーザ

9 制約事項
（１）画像・動画の制限

インターネットを介して利用することを想定して、通信量を極力避ける。
画像の多用、画像ファイルの肥大化を抑制する。
画像ファイルはGIFを使用する。
１ファイルあたりのファイルサイズは特別な場合を除き、10KBを越えないこととする。
特別な場合とは、初期表示画面のアピールといった、固有の目的のために
必要な大きな画像を用いる場合をいう。
動画ファイルは使用しない。動画GIFも同様である。

（２）スクリプトファイルの制限
スクリプトの制限事項については別途定める。

(３）画面レイアウトの制限
フレームを使わない。
画面を快適に使用できるモニタサイズについては、1024×768ピクセルとする。
縦スクロールによる操作は許容し、横スクロールが必要となる操作は排除する。

（４）ブラウザ制御の制限
シングルウィンドウ内の操作で完結する制御に留める。
別のブラウザを立ち上げることが必要なアクションは使用しない。
ブラウザのアドレス欄の隠蔽・非表示を伴う制御は行なってはならない。

ログイン時のユーザ分類名称
ログイン英語ユーザ
ログイン日本語ユーザ
ログイン中国語ユーザ

コンテンツエリア
（main）

コンテンツエリア
（main）

2 ページの表示イメージ

ページの構成要素を組み合わせた場合の表示イメージを以下に示す。

3 配色
（１）キーカラー

背景色は□白(“#FFFFFF”）を基調とする。
（２）ページ構成要素への基本配色

項番 要素 配色（バックグラウンド）

1 ヘッダーエリア □白(“#FFFFFF”）
2 ユーティリティエリア □白(“#FFFFFF”）
3 ナビゲーションエリア □白(“#FFFFFF”）
4 コンテンツエリア(sub) □白(“#FFFFFF”）
5 コンテンツエリア(main) □白(“#FFFFFF”）
6 フッターエリア □白(“#FFFFFF”）
7 余白 □白(“#FFFFFF”）

（３）アクセントカラー
アクセントカラーは■赤（“#FF0000”）とする。

（４）フォントカラー
基本色は■黒（“#000000”）とする。

カラーの表示イメージ（“■”など）や、
別途色見本を用意して色への認識を
共有する。

4 文字フォント・サイズ
（１）文字フォント

書体はシンプルな書体を適用する。
欧文部分は一般的な Helvetica または Arial 、sans-serifとする。
和文、漢文部分は指定せず、ブラウザのフォント指定に従う表示とする。
[参考]sans-serif表示イメージ

（２）文字サイズ
ページの主題や項目、重要な 内容を示す文字サイズはブラウザの標準サイズとする。
詳細内容を示す文字サ イズはやや小さめ（x-small ;）とする。
ユーティリティーエリアとナビゲーションエリアは小さめ（ small;） とする。

smaｌｌです

（３）行間サイズ
行間サイズは指定しな いこととする。
各画面で 指定 することは許可しな い。

[表 示イメージ]文字フォント例（コンテンツエリア）

x-small  です

標準サイズ です

sans-serifです。

small
x-small

x-small

標準かつbold

5 全体構造とナビゲーション
（１）階層構造、メニュー構造

 ペットストア総合メニュー
└ ユーザ機能ポータルメニュー

├ ペット登録
├ ペット検索
├ 位置検索（地図）
├ ユーザ登録
├ カタログ
├ ペット購入
└ その他画面グループ（ログイン画面など）

（２）ナビゲーションの表示パターン

ナビゲーション
1 顧客情報
2 カート
3 ログイン/ログアウト

別途、画面レイアウトおよびアクション明細を記す。

表示パターン
表示固定
表示固定
ユーザのログイン状態により表示を切り替え

6 画面遷移パターン

（１）画面遷移パターンの定義

エリア種別 イベントアイテム、操作

1 ヘッダエリア 「タイトルロゴ」イメージをクリック

2 「検索」ボタンを押下

3 「顧客情報」リンクを押下

4 「カート」リンクを押下

5 「ログイン」リンクを押下

6 「ログアウト」リンクを押下

7 コンテンツエリア 基本的に画面遷移による遷移に従う

8 フッタエリア 各種リンクを押下

御礼画面へ遷移する。

ショッピングカート表示画面へ

遷移する。

ユーザログイン画面へ遷移す

る。

遷移パターン
ペットストアポータル画面へ遷

移する

表記しているサイトへ遷移す

る。

ペット検索画面へ遷移する。

未ログインのユーザはログイン

画面へ遷移する。ログイン済

みのユーザはユーザ更新画面

へ遷移する。

7 エラー表示方法、エラーメッセージ
（１）エラー表示方法分類

エラー表示方法の分類を次の表のとおりとする。

種別 概要
1 簡易な入力エラー クライアント側でチェック可能な簡単な入力

エラー
2 サーバ送信後のエラーサーバ側のリクエストに対する処理でエ

ラー検知

3 上記以外の致命的エ
ラー

何らかの不具合により処理が続行できない

入力エラー通知に用いるメッセージは理解容易な英語にできることから、英語メッセージに統一する。
サーバ側で処理した結果のエラーはユーザへの通知を明確にするために、各国語によるメッセージとする。

（２）エラー画面レイアウト図
特に定めない。個別の画面レイアウトに従う。

（３）エラーメッセージ書式定義
コンテンツエリア内に示す主たるメッセージ部分にはアクセントカラーを用いる。

エラー表示方法
ダイアログによる英語メッセー
ジ

共通のエラー画面に遷移し、
メッセージを表示する。

画面遷移したのち、各国語に
よるメッセージをコンテンツエリ
ア（main）に表示する。

（3/3）
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03D601

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

各画面の「工程成果物」での確認ポイントを絞るに

 
は 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

画面遷移・レイアウト共通ルールの１つとして、あら

 
かじめページの構成要素を定義する。施

策
（コ
ツ
）

具体例

（1/2）

ページ構成要素の記述例

各ページ構成要素には、主として以下の用途に用いられる。

項番 要素

1 ヘッダエリア

2 ユーティリティエリア

3 ナビゲーションエリア

4 コンテンツエリア(sub1)

5 コンテンツエリア(main)

6 コンテンツエリア(sub2)

7 フッタエリア

8 余白

サイトロゴ（タイトル、カバー画像）を常に表示し、Java PetStoreのサービス
であることを利用者に明らかにする。
※すべての画面で表示するものとする。

利用頻度の高い機能（商品検索）を常に利用可能にしておく。
※すべての画面で表示するものとする。

主要コンテンツへのリンク（顧客情報、カート、ログイン/ログアウト）を常に
利用可能にし、任意にログイン/ログアウトができるようにする。
※すべての画面で表示するものとする。

ペットメニューのサービス（共通ペットカテゴリ）を常に表示する。
※すべての画面で表示するものとする。

サービス別の詳細コンテンツを表示する。エラーメッセージを画面上に表示
する場合にはここに表示する。

ログインしている顧客に対して、ペットメニューのサービス（ログイン顧客の
好きなペットカテゴリ）を常に表示する。
※ログイン中のすべての画面で表示するものとする。

クレジット表記、コピーライト表記、問合せ先
※すべての画面で表示するものとする。
余白

用途

画面アクション明細
ナビゲーションエリア

メリット

発注者および開発者にとって、各画面で議論すべきポイントと共通で議論すべ
きポイントを分けることができる。

画面レイアウト
ヘッダエリア
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03D601

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

各画面の「工程成果物」での確認ポイントを絞るには

ページの構成要素の記述例

コンテンツエリア
（main）

[参考] 各エリア表示イメージ

ヘッダエリア
•画面の見出し

コンテンツエリア(main)
•データ入出力
•エラーメッセージ

ナビゲーションエリア
•各サービスへのリンク
•表示言語切替

コンテンツエリア（sub1）
•ペットメニュー

メリット

開発者にとって、共通の「ページ構成要素」を定義しておくことで、
個別の画面設計時に同内容を重複して記述する必要がなくなる。

（2/2）
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

各画面の「工程成果物」での確認ポイントを絞るに

 
は 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

画面遷移・レイアウト共通ルールの１つとして、あら

 
かじめ画面遷移パターンを定義しておく。施

策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

検索＄％＆

入力文字エラーです。

検索

[不正な文を入力して
“検索”押下］

［入力文字を消して
”検索”押下］

（ⅱ）ユーティリティエリア
入力文字チェックでエラーが発生した場合のユーティリティエリアでの画面遷移パターンは下記のように統一する。

（２）エラー発生時の画面遷移パターンの定義
（ⅰ）ヘッダエリア

6 画面遷移パターン
（１）画面遷移パターンの定義

エリア種別 イベントアイテム、操作
1 ヘッダエリア 「タイトルロゴ」イメージをクリック
2 ユーティリティエリア 「検索」ボタンを押下
3 ナビゲーションエリア 「顧客情報」リンクを押下

4 「カート」リンクを押下

5 「ログイン」リンクを押下

6 「ログアウト」リンクを押下

7 コンテンツエリア 基本的に画面遷移による遷移に従う
8 フッタエリア 各種リンクを押下

遷移パターン
ペットストアポータル画面へ遷移する。

表記しているサイトへ遷移する。

ペット検索画面へ遷移する。
未ログインのユーザはログイン画面へ
遷移する。ログイン済みのユーザは
ユーザ更新画面へ遷移する。

御礼画面へ遷移する。

ショッピングカート表示画面へ遷移す
る。
ユーザログイン画面へ遷移する。

メリット

開発者にとって、共通の「画面遷移パターン」を
定義しておくことで、個別の画面設計時に同じ内
容を重複して記述する必要がなくなる。

画面遷移パターン
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03D603

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

各画面の「工程成果物」での確認ポイントを絞るに

 
は 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

画面遷移・レイアウト共通ルールの１つとして、あら

 
かじめエラー表示方法・エラーメッセージを定義する。施

策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

メリット

開発者にとって、共通の「エ
ラー表示方法」を定義してお
くことで、個別の画面設計時
に同内容を重複して記述す
る必要がなくなる。

7 エラー表示方法、エラーメッセージルール
（１）エラー表示方法分類

エラー表示方法の分類を次の表のとおりとする。

種別 概要
1 簡易な入力エラー クライアント側でチェック可能な簡単な入力

エラー
2 サーバ送信後のエラーサーバ側のリクエストに対する処理でエ

ラー検知

3 上記以外の致命的エ
ラー

何らかの不具合により処理が続行できない

入力エラー通知に用いるメッセージは理解容易な英語にできることから、英語メッセージに統一する。
サーバ側で処理した結果のエラーはユーザへの通知を明確にするために、各国語によるメッセージとする。

（２）エラー画面レイアウト図
特に定めない。個別の画面レイアウトに従う。

（３）エラーメッセージ書式定義
コンテンツエリア内に示す主たるメッセージ部分にはアクセントカラーを用いる。

エラー表示方法
ダイアログによる英語メッセー
ジ

共通のエラー画面に遷移し、
メッセージを表示する。

画面遷移したのち、各国語に
よるメッセージをコンテンツエリ
ア（main）に表示する。

エラー表示方法・エラーメッセージ
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03D604

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

共通ルールの意図を理解しやすくするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

準拠すべき社内外の基準・標準、ガイドライン、特筆

 
すべき要件、開発コンセプト等があれば明記しておく。施

策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

メリット

開発者にとって、ルールの背景が明確になるため、

 
ルールの意図を正しく理解しやすくなる。

共通ルールが従うべき基準、業界標準、公的な基準、ガイドライン、特

 
筆すべき要件、開発コンセプト等があるのであれば、明記しておく。

概要
Java PetStoreの画面を設計するにあたり、設計上の制約や統制について、本ドキュメントで示す。
各画面の工程成果物は原則、本ドキュメントに記載するルールに従うものとする。
本ドキュメントに記す各ルールは以下に記す要件に対応することを前提とする。

・Web クライアントからの注文を処理する役割を担う。
・インターネットを介して利用する利用者の情報を管理する。
・対応する言語については「英語」「日本語」「中国語」の３ヶ国語を想定している。
　ただし、エラーメッセージの一部、画像内文字について、多国語対応しない範囲を許容する。
・サービス可能なペットについて注文を受け、カードによる決済を行う。
・利用者は自己の個人情報および注文情報を登録する。
　他者の情報に対してはアクセスを許可しない。
・商品であるペットの価値は画像によって伝える。画像の印象を損なわないよう配色はシンプルにする。
・作業の流れと全体の中での位置がわかるように明示する。
・いつでも中断してトップ又は前画面に戻れるようにする。
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03D605

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

共通ルールを具体的に合意するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

共通ルールの「ページの構成要素」だけでは発注者

 
の理解が困難になる可能性がある場合は、「ページ

 
の構成要素」とともに共通ルールに準拠した画面設

 
計書の具体例などを示す。

施
策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

共通ルールは抽象的な表現になりやすいため、そ

 
の結果を具体的に示した画面設計書などを示す。

コンテンツエリア
（main）

共通ルールに準拠した画面設計書の具体例画面遷移・レイアウト共通ルール（ページの構成要素）

メリット

発注者および開発者にとって、共通ルールが規定する結果が
明確になるため、共通ルールの内容をより具体的に合意する
ことができる。

1 ページの構成要素
ページ構成要素を以下のように定義する。
なお、原則としてフレームを使用しないこととする。 （ﾋﾟｸｾﾙ値は目安）
余白

ユーティリティエリア

コンテンツエリア
（sub1）

フッタエリア

20% 60% 20%

ナビゲーションエリア

コンテンツエリア
（main）

コンテンツエリア
（sub2）

ヘッダエリア
80
ﾋﾟｸｾﾙ

80
ﾋﾟｸｾﾙ

20ﾋﾟｸｾﾙ

60
ﾋﾟｸｾﾙ
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

複数の入力項目を含む画面の合意を効率化するに

 
は 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

複数の画面で表示される一組の入出力項目につい

 
ては、レイアウトを共通ルールとしてパターン化する。施

策
（コ
ツ
）

具体例

（1/2）

メリット

開発者にとって、画面毎に異なった設計となることを防止できる。
発注者にとって、画面毎に議論する手間が省ける。

住所地に関する一組の入出力項目は、共通ルールで表示順序を定めておく

 
のがよい。住所地に関する一組の入出力項目は、共通ルールで表示順序を定めておくのがよい。

画面例1

画面例2

住所
郵便番号

都道府県名

市町村名

町名番地

国名

電話番号

住所
郵便番号

都道府県名

市町村名

町名番地

国名

電話番号
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

複数の入力項目を含む画面の合意を効率化するには

■多言語サポートを考慮した入出力項目群の例

メリット

発注者および開発者にとって、言語サポート時の表示方法について早期に合意できる。

住所地の表示順序は日本語圏と英語圏で異なる。

 

２カ国語をサポートする場合

 
には、共通ルールで日本語圏と英語圏の双方について表示順序を定めておく必要

 
がある。

日本語圏の住所地の表示例

英語圏の住所地の表示例
住所

郵便番号

都道府県名

市町村名

町名番地

国名

電話番号

Address

Postal Code

City

State/Province

Street Address

Country
Telephone

Number

住所地の表示順序は日本語圏と英語圏で異なるため、

 

２カ国語をサポートする場合に

 
は、共通ルールで日本語圏と英語圏の双方について表示順序を定めておく必要がある。

（2/2）



コツID レベル 仕掛 充実 完成

107Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

03D607

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

制約事項に関する判断の曖昧さを排除するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

制約を示す項目やルールは可能な限り数値化する。

施
策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

メリット

開発者にとって、実現可能性並びに検証方法が明確になる。
発注者および開発者にとって、制約事項に関する判断の曖昧さを排除することができる。

PetStore画面設計共通ルール

9 制約事項

（１）画像・動画の制限
１ファイルあたりのファイルサイズは特別な

 
目的を除き、10KBを越えないこととする。

 
（２）ディスプレイの規定

①モニタサイズ：1024×768 ピクセル以上。
②色数：256色以上

PetStore画面設計共通ルール

9 制約事項

（１）画像・動画の制限
１ファイルあたりのファイルサイズは特別な

 
目的を除き、10KBを越えないこととする。

（２）ディスプレイの規定
①モニタサイズ：1024×768 ピクセル以上。
②色数：256色以上

PetStore画面設計共通ルール

9 制約事項

（１）画像・動画の制限
ファイルサイズの大きい画像・動

 
画ファイルを多用してはならない。

 
（２）ディスプレイの規定

①高解像度
②基本カラー

PetStore画面設計共通ルール

9 制約事項

（１）画像・動画の制限
ファイルサイズの大きい画像・動

 
画ファイルを多用してはならない。

（２）ディスプレイの規定
①高解像度
②基本カラー ？

基準が曖昧で
判断に迷う。

制約事項やルールは

 
数値化しておくこと。

制約を示す項目としては次のような事項がある。
解像度の上限と下限
画面構成物のファイルサイズ上限
画像の表示サイズの上限
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

権限などの条件によって遷移先が切り替わる仕様

 
を齟齬なく伝えるには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面遷移・レイアウト共通

 
ルール

条件毎に個別に記述する。

施
策
（コ
ツ
）

具体例

（1/3）

ログイン画面

《開始点》

メニュー画面

商品一覧画面（ユーザ）

《終了点》

商品一覧画面（管理者）

《終了点》

商品一覧画面（サプライヤ）

《終了点》

トップページ 管理者トップページ サプライヤトップページ

[一般ユーザの場合]
[管理者の場合]

[サプライヤの場合]

[一般ユーザの場合]
[管理者の場合]

[サプライヤの場合]

遷移なのか、場合わけなのかの区別がつきにくく、

 
権限の違いによる画面遷移がイメージしにくい。

×望ましくない例
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第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

権限などの条件によって遷移先が切り替わる仕様を齟齬なく伝えるには

○望ましい例：業務の流れ、権限毎に記述を分ける(1/2)

画面遷移の例

商品一覧(ユーザ編)画面遷移 商品一覧(管理者編)画面遷移 商品一覧(サプライヤ編)画面遷移

[ログイン]

[メニュー選択]

ログイン画面（共通）

トップページ

メニュー画面（共通）

商品一覧画面（ユーザ）

[業務種類選択]

《開始点》

《終了点》

[ログイン]

[メニュー選択]

ログイン画面（共通）

管理者トップページ

メニュー画面（共通）

商品一覧画面（管理者）

[業務種類選択]

《開始点》

《終了点》

[ログイン]

[メニュー選択]

ログイン画面（共通）

サプライヤトップページ

メニュー画面（共通）

商品一覧画面（サプライヤ）

[業務種類選択]

《開始点》

《終了点》

メリット

開発者にとって、発注者にイメー
ジを伝えやすくなる。
発注者にとって、抜けもれ防止
にもつながる。

（2/3）
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03D701

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

権限などの条件によって遷移先が切り替わる仕様を齟齬なく伝えるには

○望ましい例：業務の流れ、権限毎に記述を分ける(2/2)

画面群と利用権限の対応リストの例

No. 画面遷移名 利用者権限 備考

ユーザ 管理者 サプライヤ

1 ログイン(ユーザ編)画面遷移 ○ － －

2 ログイン(管理者編)画面遷移 － ○ －

3 ログイン(サプライヤ編)画面遷移 － － ○

4 商品一覧(ユーザ編)画面遷移 ○ － －

5 商品一覧(管理者編)画面遷移 － ○ －

6 商品一覧(サプライヤ編)画面遷移 － － ○

補足資料として付け足すこと

 
で仕様がさらに明確となる。

（3/3）
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03D702

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

画面仕様の重複や抜けもれを防止するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧

画面遷移

画面レイアウト

意味のある単位（機能別、分類別等）に分類し、一貫

 
した順序で記述する。

施
策
（コ
ツ
）

（1/5）

画面一覧
機能名

 

サインイン機能

画面レイアウト
画面ID S-05-01
画面の名称
ユーザログイン画面

画面レイアウト
画面ID S-05-02
画面の名称
ユーザ登録画面

画面レイアウト
画面ID S-05-03
画面の名称
ユーザ登録完了画面

画面入出力項目一覧
画面ID S-05-01
画面の名称

 

ユーザログイン画面

画面アクション明細
画面ID S-05-01
画面の名称

 

ユーザログイン画面

画面入出力項目一覧
画面ID S-05-02
画面の名称

 

ユーザ登録画面

画面アクション明細
画面ID S-05-02
画面の名称

 

ユーザ登録画面

画面入出力項目一覧
画面ID S-05-03
画面の名称

 

ユーザ登録完了画面

画面アクション明細
画面ID S-05-03
画面の名称

 

ユーザ登録完了画面

サインイン機能機能名

画面遷移

《開始点》

《終了点》

[ログイン]

初期化

 

初期化

ログイン

 

処理

 

ログイン

 

処理

登録処理

 

登録処理

終了処理

 

終了処理

ユーザ登録画面

ユーザ登録完了画面

[登録]

[終了]

ユーザログイン画面

ユーザ登録機能

メリット

発注者および開発者にとって、画面仕様の理
解が容易になる。
発注者および開発者にとって、レビュー時に
はより本質的な確認を行う事が出来る。

○望ましい例：機能毎に章を分けて設計書を記載する。

具体例
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03D702

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

画面仕様の重複や抜けもれを防止するには

×望ましくない例：思いつくままに設計書を記載する

サインイン機能機能名

画面遷移

画面一覧
機能名

 

サインイン機能

画面レイアウト
画面ID S-05-01
画面の名称
ユーザログイン画面

画面レイアウト
画面ID S-05-03
画面の名称
ユーザ登録完了画面

画面レイアウト
画面ID S-05-02
画面の名称
ユーザ登録画面

画面入出力項目一覧
画面ID S-05-01
画面の名称

 

ユーザログイン画面

画面アクション明細
画面ID S-05-01
画面の名称

 

ユーザログイン画面

画面入出力項目一覧
画面ID S-05-03
画面の名称

 

ユーザ登録完了画面

画面アクション明細
画面ID S-05-03
画面の名称

 

ユーザ登録完了画面

画面入出力項目一覧
画面ID S-05-02
画面の名称

 

ユーザ登録画面

画面アクション明細
画面ID S-05-02
画面の名称

 

ユーザ登録画面

《開始点》

《終了点》

[ログイン]

初期

 

化

 

初期

 

化

ログイ

 

ン処理

 

ログイ

 

ン処理

登録処

 

理

 

登録処

 

理

終了処

 

理

 

終了処

 

理

ユーザ登録画面

ユーザ登録完了画面

[登録]

[終了]

ユーザログイン画面

• 思いつくままに設計書を記載すると混乱する。

•

 

抜けもれがあるかどうかも判別できない。

ユーザ登録機能

（2/5）
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03D702

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

画面仕様の重複や抜けもれを防止するには

○望ましい例：画面遷移に従った順に画面レイアウトを並べる

画面遷移の例

画面レイアウト
画面ID S-05-01
画面の名称
ユーザログイン画面

画面レイアウト
画面ID S-05-02
画面の名称
ユーザ登録画面

画面レイアウト
画面ID S-05-03
画面の名称
ユーザ登録完了画面

画面レイアウトの例

《開始点》

《終了点》

[ログイン]

[登録]

ユーザログイン画面

ユーザ登録画面

ユーザ登録完了画面

（3/5）



コツID

具体例（つづき）

114Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

03D702

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

画面仕様の重複や抜けもれを防止するには

○望ましい例：画面遷移に従った順にアクション明細を並べる

画面遷移の例

アクション明細
画面ID S-05-01
画面の名称

 

ユーザログイン画面

アクション明細
画面ID S-05-02
画面の名称

 

ユーザ登録画面

アクション明細
画面ID S-05-03
画面の名称

 

ユーザ登録完了画面

画面アクション明細の例

《開始点》

《終了点》

[ログイン]

[登録]

ユーザログイン画面

ユーザ登録画面

ユーザ登録完了画面

（4/5）
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03D702

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

画面仕様の重複や抜けもれを防止するには

○望ましい例：機能と画面群の対応リストを作成する

No. 機能名 機能ID 画面遷移名 備考

1 ログイン機能 F001 ログイン(ユーザ編)画面遷移

ログイン(管理者編)画面遷移

ログイン(サプライヤ編)画面遷移

2 商品一覧機能 F002 商品一覧(ユーザ編)画面遷移

商品一覧(管理者編)画面遷移

商品一覧(サプライヤ編)画面遷移

3 ．．． ．．． ．．．

．．．

．．．

画面群と機能の対応(例)

（5/5）
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03D703

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

画面レイアウトの入力項目部分の仕様をスムーズ

 
にレビュー出来るようにするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面入出力項目一覧

画面レイアウトと入出力項目の間で同じ記入例を記

 
述する。施

策
（コ
ツ
）

（1/2）

1

2
3

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ﾛｸﾞｲﾝ

識別ID ラベル 部品の種類 文字種 例

1 ユーザ名 テキストボックス 半角 j2ee

2 パスワード テキストボックス 半角 j2ee

3 ログイン ボタン

画面入出力項目一覧

画面レイアウト

「例」の列を追加す

 
る等の工夫をする。

値
は

一
致

してい
る

画面レイアウトと画面入出力項目一覧間で同一の値

 
を表示させることで、画面レイアウトのどの項目が、

 
入出力項目のどの行に対応しているかが一目瞭然

 
となり、レビューをスムーズに進めることができる。

メリット

発注者にとって、説
明を受ける前から、
両者の対応関係を
予測できるため、理
解を深めやすい。

具体例
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03D703

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

画面レイアウトの入力項目部分の仕様をスムーズにレビュー出来るようにするには

エラー発生を示す場合

識別ID ラベル 部品の種類 文字種 例

1 ユーザ名 テキストボックス 半角 エンタープライズ

（半角なので全角

 

を入れるとエラー

 

が発生します）

2 パスワード テキストボックス 半角 j2ee

3 ログイン ボタン

画面入出力項目一覧

1

2
3

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ﾛｸﾞｲﾝ

エンタープライズ

×を付けるなど、その入力が間違って

 
いることを示す。

「例」の列を追加す

 
る等の工夫をする。

画面レイアウト

値は一致している
文字の種類や、

 
長さを確認する。

（2/2）
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1

2
3

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ﾛｸﾞｲﾝ

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

03D704

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

目
的

記載内容の整合を維持するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面アクション明細

画面レイアウトと画面アクション明細の間で記載する

 
定義内容を明確に切り分けておく。施

策
（コ
ツ
）

（1/2）

アクション名 イベント名 アクションの処理概要 入力 出力

ログイン ログインボタン押下 入力されたユーザ名, パス

 
ワードをもとに、ログイン処理

 
を実施する。

ユーザ情報テーブル メニュー

エラーメッセージ

画面アクション明細

画面レイアウト

識別ID ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

1 ユーザ名 テキストボックス

2 パスワード テキストボックス

3 ログイン ボタン 入力されたユーザ名, パス

 
ワード

 

をもとに、ログイン

 
処理を実施する。

重複している

どちらの「工程成果物」にどれだけの
説明を記載するか決められていない。

×望ましくない例
画面レイアウトとアクション明細に重複する内容が書かれている場合、内容の不整合を引き起こしたり、重複による作業コストが発生するなどの

弊害が発生する。

具体例
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03D704

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

記載内容の整合を維持するには

○望ましい例

1

2
3

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ﾛｸﾞｲﾝ

ID アクション名 アクションの内容 アクション後の処理概要 入力 出力

A-1 ログイン ログインボタン押下 入力されたユーザ名, パス

 
ワードをもとに、ログイン処理

 
を実施する。

ユーザ情報

 
テーブル

メニュー

エラーメッセージ

画面アクション明細

画面レイアウト 識別ID ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

1 ユーザ名 テキストボックス

2 パスワード テキストボックス

3 ログイン ボタン ログイン処理（A-

 
1）を起動するボ

 
タン

ルールに従って、アクション名（ID）を

 
明記するだけにとどめる。

メリット

発注者および開発者にとって、画面入出力項目一覧に対するアクション内容および画面遷移の整合性がとれていることを検証できる。
発注者にとって、画面操作をイメージしやすくなる。
発注者にとって、画面レイアウトを見ればどのような処理が実施されるか理解しやすい。

（2/2）
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C03001

 

アクション実行後に画面表示が変更される箇所を明示する

状況
アクション実行時に画面の表示内容が変化する画面がある。

関連するコツ
なし

補足
アクション時の画面表示変更箇所を明確に判別できるため誤解を防ぐことができた。なお、詳細な画面レイアウトの仕様は別の設計書に記述してあ
り、具体例に示す補足資料を別途作成した。

具体例
アクション実行時に画面が変更される場合、対象箇所を枠で括って明示している。

画面レイアウト

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

■「検索」ボタン押下時の画面

 
表示説明

・押下した際、太枠で囲んだエリ

 
アの表示が変化する。
・表示内容と表示条件の詳細な

 
仕様は○○の設計書を参照。

画面レイアウトの補足資料の事例

表示内容と表示条件は、別の設計書に

 
記述している。詳細な仕様はこの補足資

 
料には記述しない。

顧客データシステムプラットフォーム

ﾌｧｲﾙ(F) 編集 (E) 表示(V) お気に入り (A) ツール (T) ヘルプ(H)

顧客情報一覧

検索 新規登録

氏名 氏名（カナ）

都市 郵便場号▼

前の10件 次の10件1124件中41～50件表示

東京

都市

１００

郵便

番号

やまだ

氏名（カナ）

山田

氏名

XXXXXXXXXXXXXXXX○

備考ﾒｰﾙ

ｱﾄﾞﾚｽ

電話

番号

住所選

択

東京

都市

１００

郵便

番号

やまだ

氏名（カナ）

山田

氏名

XXXXXXXXXXXXXXXX○

備考ﾒｰﾙ

ｱﾄﾞﾚｽ

電話

番号

住所選

択

太枠で囲んで明示して
いるため、特定のボタン押

 
下（アクション実行）にて表

 
示が変化するエリアが明確

 
になる。
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C03002

 

画面項目の入力例を示す

状況
入力制約を伴う入力用の画面部品がある。

関連するコツ
なし

補足
発注者が設計書の読み方に精通していなかったため、入力制約を直接確認するのではなく、画面レイアウト部品説明の箇所に入力例を記述して確
認を行った。なお、設計書ではなく設計書を補足資料化したものをベースに発注者と打合せを実施した。

具体例
画面レイアウト上で、画面項目の実際の入力例（氏名を入力するテキスト欄であれば「山田花子」など）を示している。

画面レイアウト

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

項目 動作 桁数 内容

① 地域ﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽ 選択 － 都道府県を表示する

② 氏名ﾃｷｽﾄ 入力 20 氏名を入力する

③ 年齢ﾃｷｽﾄ 入力 2 年齢を入力する

画面イメージ

画面レイアウトの補足資料の事例

項目名 半角/全角 内容 備考

氏名ﾃｷｽﾄ 全角 氏名を入力する [入力例]山田

 

花子

定義した入力制約に従った入力例を

 
記述しているため、発注者が理解し

 
やすく、イメージしやすい。

詳細な制約の仕様は
画面入出力項目一覧相当

 
の設計書に記述している。

表示用のラベル 入力制約

氏名ﾃｷｽﾄ 全角のひらがな、カタカナ、漢字、スペースのみ。

画面入出力項目一覧の例
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C03003

 

可変長や繰り返し表示する画面部品は、長い場合を基準に設計書を作成する

状況
可変長の表を含んだ画面がある。

関連するコツ
なし

補足
最大の長さの状態の表を画面レイアウトに記述することで、実際のイメージが明確に伝わった。

具体例
画面レイアウトにおいて、可変長の表を、表示可能な最大行数の状態で記述している。また、表が2ページ以上に渡る場合にのみ表示される「次
ページに続く」といったリンクも記述している。

画面レイアウト

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

□

MM/DD

□

□

□

□

□

□

期日

（ ）

出張先

（ ）

出張目的 到着出発 金額

（AAAA010） 国内出張情報入力 メニュー

ヘルプ

仮払い

精算区分

海川太郎101101111111山田花子

承認者部署コード部門コード社員番号氏名

▼ ▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

次ページに続く

各行に表示される項目の詳細な仕

 
様は画面入出力項目一覧相当の

 
設計書に記述されている。

リンクの表示・非表示条件等

 
の詳細な仕様は、画面レイア

 
ウトの画面部品の説明箇所に

 
記述されている。

画面レイアウトの事例

1ページに表示される最

 
大行数の表（ここでは、

 
7行）の状態で画面レイ

 
アウトを記述。表の枠を

 
記述することがポイント

 
であるため、表内は空

 
白のままの箇所もある。

表が2ページ以上に

 
渡る場合にのみ表

 
示されるリンクを画

 
面レイアウトに記述。

行数が7行より短い場合の表示仕

 
様は、画面レイアウトの画面部品

 
の説明箇所に記述されている。

最大の長さでの表示

 
状態が明確になる。

識別ID ラベル 画面部品の説明

⑤ 次ページに続く 検索結果が8件以上の場合のみ表示する。

画面部品の説明の例

画面ID ：

 

AAAA010



123Software Engineering Center

コラム

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights ReservedCopyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

C03004

 

操作手順記述時に、入出力やアクションの詳細な説明を記述する

状況

複数の機能により構成された画面がある。

画面入出力項目一覧及び画面アクション明細相当の設計書は作成せず、画面レイアウトの設計書に入出力や画面アクション明細相当の内容
を含めて記述している(追加開発であるため発注者に元の仕様についての理解があり、外部設計工程では画面レイアウトだけでシステムの仕
様の合意が可能なため）。

関連するコツ
なし

補足

画面上の画面部品の配置及び操作の確認を行う際に、画面入出力項目一覧やアクションに関する説明を画面レイアウトと並列して確認でき
るため、発注者に理解を得やすい。

画面レイアウト相当の設計書は、本ガイドラインで想定しているものと異なっており、画面部品の説明が自由記述欄になっている。操作手順も
同じ欄に記述する。

画面レイアウト

（1/2）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03004

 

操作手順記述時に、入出力やアクションの詳細な説明を記述する

具体例
画面レイアウトにおいて、操作手順を記述する際、入出力を伴う画面部品やボタンの詳細な説明を記述している。

“問い合わせ番号は新規作成時に自動採番される”など。画面入出力項目一覧及び画面アクション明細相当の設計書を作成せず、

画面レイアウトを使用して発注者と合意を行っている。

無指定画面表示位置

高さ

 

無指定幅 無指定画面サイズユーザの問い合わせを入力し、ヘルプセンターやシステム管理者が対応を行うための画面。概要

ヘルプ入力画面画面名ヘルプ機能機能名

XXX開発担当設計者画面レイアウト仕様書文書名

ペット販売購入システム要件定義書（ヘルプ).xlsファイル名ペット販売購入システムシステム名

ヘルプ入力画面
ヘルプ入力画面

戻る

対応開始

差戻し

対応依頼

[ヘルプ入力画面]
・新規作成ボタンを押すと、新規問合せ情報入力画面になる。
・メニューボタンを押すと、メインポータルメニューに戻る。
・ログアウトボタンを押すと、ペット販売購入システムを閉じる。
・対応状況報告ボタンを押すと、[基本情報]の入力が可能になる。

（ヘルプセンター担当者かシステム管理者のみ）
・対応状況確認ボタンを押すと、現在の対応状況が閲覧できる。
・回答閲覧ボタンを押すと、問合せに対する回答が閲覧できる。
・未解決ボタンを押すと、未解決の問合せのみが表示される。
・解決済ボタンを押すと、解決済の問合せのみが表示される。
・戻るボタンを押すと前画面へ戻る。

[問合せ情報]
・問合せをするためのエリア。
・氏名と問合せ内容を入力する。
･問合せ番号は、新規作成時に自動採番される。

[基本情報]
・ヘルプセンターの担当者が主に入力するエリア。
・受付No.は自動採番、受付日は当日日付が表示される。
･対応者に氏名を入力し、対応内容を記入する。

新規作成

対応状況確認 回答閲覧 未解決 解決済

変更登録

削除

メニュー ログアウト

対応者：システム管理者

基本情報

受付No

受付日

対応者

対応内容

差戻し情報
差戻日 理由 ▼

問合せ情報

問合せ番号

氏名

問合せ内容 ▼

▲

＜ ＞１ 100

ヘルプ受付時

対応状況報告

対応回答

取消

[差戻し情報]
・差戻しを下場合に表示されるエリア。
・差戻し日と、理由をプルダウンより選択入力する。

▼

▼

▲

ヘルプ入力時

以下の説明欄
・画面部品

（入出力、ボタン）
・操作手順

画面レイアウト上のボタンや

 
入出力等の画面部品の概

 
要が説明がされているため、

 
画面部品のレイアウトにつ

 
いての確認が容易である。

画面レイアウト

（2/2）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03005

 

画面の名称や識別IDが他の設計書と一致していることを確認しやすいように記述する

状況
複数の「工程成果物」にまたがって画面の仕様を記述しており、画面レイアウト以外の設計書においても画面ID、

画面項目ID等の識別IDを記述している。

関連するコツ
なし

補足
設計書の構成は、本ガイドラインで想定しているものとは異なるが、「画面レイアウト（内容説明）」は画面レイアウト相当、「画面レイアウト（画面項
目）」は画面入出力項目一覧相当の設計書である。

画面レイアウト

（1/2）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03005

 

画面の名称や識別IDが他の設計書と一致していることを確認しやすいように記述する

タスクNo. 組み枚数

作成年月日 1／1

画面レイアウト

 

(内容説明)
システム名 業務支援システム 画面ＩＤ op03M02

業務名 メンテナンス 機能名 事務所名メンテナンス 画面の名称 事務所名メンテナンス

Ｎｏ． 画面項目名 画面項目ＩＤ
Ｉ

 

／

 

Ｏ
部 品

列種別 文字種

列幅 タイプ
文字

 

数

文

 

字

 

揃

 

え

ｿｰﾄ 備考
種別 ｵﾌﾟｼｮﾝ 種別 ｵﾌﾟｼｮﾝ

1 ◆フレーム1

1-1 事務所名 ZIMUSYO_NAME I 入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ 全角
size=1 

5 左

1-2 事務所名(カナ) ZIMUSYO_KANA I 入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ 全角
size=1 

5 左

タスクNo. 組み枚数

作成年月日 1／1

画面レイアウト

 
(画面項目)

システ

 

ム名 業務支援システム
画面ＩＤ

op03M02

業務名 メンテナンス 機能名 事務所名メンテナンス 画面の名称 事務所名メンテナンス

列名
Ｎｏ． 画面項目名 画面項目ＩＤ

対象データ
入力チェック仕様

テーブル名

1 ◆フレーム1

1-1 事務所名 ZIMUSYO_NAME 検索条件が1つ以上指定されているかチェック

1-2 事務所名(カナ) ZIMUSYO_KANA 検索条件が1つ以上指定されているかチェック

1-3 事務所種別 ZIMUSYO_SYUBETSU 検索条件が1つ以上指定されているかチェック

画
面
レ
イ
ア
ウ
ト

（内

 
容

 
説

 
明

 
）の

 
事

 
例

画
面
レ
イ
ア
ウ
ト

（画

 
面

 
項

 
目

 
）の

 
事

 
例

「英字の大文字をアンダースコア

 
で区切る」など、IDの命名規則が

 
決まっている。

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

異なる設計書でも、
画面の名称、画面IDを同じよう

 
な位置に記述する。

具体例
画面の名称、画面ID及び画面項目IDは、視認しやすいよう別の設計書と同じような位置に記述している。

また、同一の値であることを認識しやすいよう、IDの命名規則が決まっている。

画面レイアウト

（2/2）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03006

 

ボタンの配置基準を定義する

状況
画面ごとに使用されるボタンの種類や数が異なり、ボタン配置が変化するが、配置に統一感を持たせることを求められている。

関連するコツ
なし

補足
システム全体の統一性を高め、使用者の操作性を向上させるために実施。ボタンの配置基準が定義されていることで、開発者が守るべき基準が明
確になると共に、レビュー時においても観点が明確になった。

具体例
ボタンの配置基準が定義されている。（画面遷移・レイアウト共通ルールの構成要素では「2.8制約事項」に該当）

画面遷移・
レイアウト共通

 
ルール

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

3. 画面遷移基準

3.11 ボタンの配置

[1] ログアウト

メニュー、サブメニュー画面の右上端に配置する

[2] ヘルプ

「ログアウト」がある場合はその左に、ない場合は画面の右上端に配置する

[3] メニューへ戻る

一番左端に配置する

[4] 戻る

「メニューへ戻る」がある場合はその右に、ない場合は一番左端に配置する

[5] 新規登録、更新、参照、削除

新規登録、更新、参照、削除の順で右から順番に配置する

配置例（イメージ）：

[6] 検索、登録、確認、印刷、その他

使用頻度の高いものを右から順番に配置する

戻る 削除 参照 更新 新規登録

共通ルールの事例 画面共通で使用されるボタン、画面個

 
別で使用されるボタンの両方をカバー。

システム全体の統一性を高め、開

 
発者が守るべき基準が明確になる。
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C03007

 

共通的に利用するボタンの規定を作る

状況
複数画面で共通的に利用されるボタンが存在する。

関連するコツ
なし

補足
共通的に利用されるボタンの仕様を処理内容まで含めて規定することで、画面レイアウトや画面アクション明細での、ボタンに関する記述を大幅に
減らすことができた。ただし、規定外の使われ方をする箇所は、その都度補足が必要となる。

具体例

共通的に利用されるボタンを標準仕様として規定（ボタン名、種類、サイズ、色、処理内容など）しており、押下時のアクションも同時に定義している。

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

（４）ボタンの規定
①種類

本システムで共通的に使用するボタンは以下のとおりとする。
表１．１－３

 

本システムで共通的に使用するボタン

項番 ボタン名 サイズ 色 ボタン押下による処理の内容 入力データの保

 

持

処理内容・使用例 画面遷移

１ メニュー 60×30 灰色 メインメニューを表示する 現在の画面を閉じ、メインメニュー画面へ遷移する 無

２ ヘルプ 60×30 灰色 オンラインヘルプを表示する 業務画面とは別の画面を表示し、ここにヘルプを表示す

 

る
有

３ 次ページ 60×30 橙色 次ページを表示する 該当業務の次の画面へ遷移 有

４ 前ページ 60×30 橙色 前ページを表示する 該当業務の前の画面へ遷移 有

５ 実行 90×30 灰色 画面内容を登録する 該当業務の画面の内容を登録する。 有

６ リセット 90×30 灰色 画面内容をリセットする 該当業務の画面の内容を廃棄し、初期表示に戻す 無

７ 画面印刷 90×30 灰色 画面を印刷する 該当業務画面の内容を印刷する 有

共通ルールの事例
繰り返し用いられるボタンについて、

 
各画面での確認が不要になる。

画面遷移・
レイアウト共通

 
ルール
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C03008

 

使用可能なフォントと文字を定義する

状況
発注者による厳密な文字指定は無いが、フォントに統一感を持たせることを求められている。

関連するコツ
なし

補足
使用を許されるフォントの種類・サイズ、及び文字種を規定することで、統一感が生まれた。発注者側と開発者側とで統一の理解が可能となり、理
解のバラツキを抑えることができた。

具体例
システムで使用可能なフォント（書式のタイプ・サイズ）と、使用可能文字（英字・数字・ひらがな等）を標準化している。
（画面遷移・レイアウト共通ルールの構成要素では「2.3文字フォント・サイズ」に該当）

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

フォント 使用可能文字 備考

タイプ サイズ 英字 数字 ひらがな カタカナ 漢字 全半角記号

MS ゴシック 最低：22p

推奨：24p

○ ○ ○ ○

原則全角のみ

○

JIS第1、JIS第2

○

MS Pゴシック 最低：22p

推奨：24p

○ ○ ○ ○

原則全角のみ

○

JIS第1、JIS第2

○

MS UI Gothic 最低：22p

推奨：24p

○ ○ ○ ○

原則全角のみ

○

JIS第1、JIS第2

○

MS 明朝 最低：22p

推奨：24p

○ ○ ○ ○

原則全角のみ

○

JIS第1、JIS第2

○

MS P明朝 最低：22p

推奨：24p

○ ○ ○ ○

原則全角のみ

○

JIS第1、JIS第2

○

Tahorna 最低：22p

推奨：26p

× ○ - - - -

共通ルールの事例

（５）使用可能文字
②表示用（デザイン性の高いものは除きます）

表示に使用する文字フォントを下記に記載します。

使用可能な範囲が明確になる。
○：使用可能
×：使用不可
－：該当せず

画面遷移・
レイアウト共通

 
ルール
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C03009

 

画面の見出し、データ入出力領域、エラーメッセージ等の表示領域を標準化する

状況
複数の画面種別が存在し、画面種別毎に各エリアをパターン化する必要がある。

関連するコツ
03D601

補足
画面を構成する各エリアの役割を規定し、レイアウトを定型化した。

各エリアがパターン化されているので、共通の認識を得やすくなった。

具体例

画面の見出しや各エリアを標準化する。

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

画面名 説明 エリア構成

メニュー画面 トップメニュー画面 １番最初に表示されるﾒﾆｭｰ画面

サブメニュー画面 ﾄｯﾌﾟﾒﾆｭｰ画面のﾒﾆｭｰﾎﾞﾀﾝをﾀｯﾁすると表示される。

プロモーション画面 ﾄｯﾌﾟﾒﾆｭｰ画面で一定時間経過すると表示される画面

サービスAP画面 ｻｰﾋﾞｽ固有画面 ｻｰﾋﾞｽﾄｯﾌﾟ画面を含む、固有の画面

共通部品画面 提供する共通部品を表示した画面

共通ヘッダエリア

ﾒﾆｭｰｴﾘｱ ｴﾘｱ

共通ﾌｯﾀｴﾘｱ

（画面全体）

共通ヘッダエリア

コンテンツ

ｴﾘｱ

共通ﾌｯﾀｴﾘｱ

提供画面 作成画面 提供制御画面

凡例

画面遷移・
レイアウト共通

 
ルール
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C03010

 

入出力チェックのパターンをあらかじめ決めておく

状況

画面から入力する項目が色々ある。

項目に応じてチェックを行う必要がある。

関連するコツ
03D403

補足

複数画面に共通する標準チェックと、特定画面に固有のその他チェックの2系統に分けた。

標準チェックのパターンをあらかじめ決めておくことで、入力チェックの確認を効率的に行え、仕様のばらつきを抑えることができた。

具体例
あらかじめ決めた入力チェックパターンに基づき、入出力項目を定義している。

標準チェック：あらかじめ決めたチェック方式について、該当箇所に実施の有無を記述する。

その他チェック：画面に固有なチェックを別に定義し、該当するチェックルールをIDで指定する。

画面入出力

 
項目一覧

（1/2）

必須入力 必須選択 文字列長 禁止文字 範囲

半角 全角 ・・・
1 ユーザ名 ・・・ ○ － ○ ○ ○ － ・・・ － －
2 新しいパスワード ・・・ ○ － ○ ○ ○ － ・・・ － chk001,chk002
3 再入力パスワード ・・・ ○ － ○ ○ ○ － ・・・ － chk001,chk002
4 名前 ・・・ ○ － ○ － － ○ ・・・ － －
5 Ｅメールアドレス ・・・ ○ － ○ － ○ － ・・・ － －
6 電話 ・・・ － － － ○ ○ － ・・・ － －
7 国 ・・・ － ○ － － － － ・・・ － －
8 生年月日 ・・・ ○ － － － － － ・・・ ○ －

SC003 SC004

識別
ID

表示用のラベル ・・・

入力チェック

その他
指定文字列

SC005
SC006SC001 SC002

標準チェック その他チェック
画面入出力項目一覧

※標準チェック、その他チェックの定義は次ページに示す
○

 

実施する
－ 実施しない

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03010

 

入出力チェックのパターンをあらかじめ決めておく

具体例
標準チェックのパターンをあらかじめ決めている。

（2/2）

画面入出力

 
項目一覧

チェックID チェック名 チェックの種類 説明
SC001 必須入力チェック － 入力が必須な入力フィールドに対し、入力が無い場合エラーとする。
SC002 必須選択チェック － 選択が必要な選択フィールドに対し、選択が無い場合エラーとする。
SC003 文字列長チェック － 入力値のバイト数をチェックする。入力値のバイト数がDBのカラムサ

イズを超える場合エラーとする。
SC004 禁止文字チェック － 入力値の中に禁止文字が入力されている場合エラーとする。
SC005 指定文字列チェック 半角文字チェック 入力された文字列が半角文字のみかチェックする。

全角文字チェック 入力された文字列が全角文字のみかチェックする。
数値(金額)チェック 入力された文字列が「-」、「,」、半角数値のみかチェックする。
数値(個数)チェック 入力された文字列が半角数値かチェックする。
日付チェック 入力された文字列が「YYYY/MM/DD形式」かチェックする。

SC006 範囲チェック － 入力値が数値または、日付の場合、指定された範囲内で入力されて
いるかチェックする。範囲外の入力がある場合、エラーとする。

標準チェックの方式を

 
あらかじめ決めておく

標準チェックの例

指定文字列チェックには、具体的

 
なチェック方法が複数ある。

その他チェックの例

チェックID チェック名 チェック内容
chk001 パスワード一致チェック 新しいパスワードと再入力パスワードが一致していることを確認

する。条件を満たしていない場合、エラーとする。
chk002 パスワード強度チェック パスワードに英字、数字、記号の3種類が含まれていることを確

認する。条件を満たしていない場合、警告を出す。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03011

 

入力形式のパターンをあらかじめ決めておく

状況

テキストボックス、ラジオボタンなど、画面から入力形式が色々ある。

関連するコツ
なし

補足

入力形式とは、使う人の視点から、情報の入力の仕方を整理したものである。

入力形式のパターンをあらかじめ定義した。

入力形式のパターンをあらかじめ決めておくことで、入力形式の確認を効率的に行え、仕様のばらつきを抑えることができた。

入力形式は、部品の種類（コンボボックス、ラジオボタンなど）と重複する場合もある。なお、本事例では、部品の種類は省略した。

具体例

画面入出力

 
項目一覧

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

1 ユーザ名 ・・・ STR ・・・
2 新しいパスワード ・・・ TXT ・・・
3 再入力パスワード ・・・ TXT ・・・
4 名前 ・・・ TXT ・・・
5 Ｅメールアドレス ・・・ TXT ・・・
6 国 ・・・ CNB ・・・
7 生年月日 ・・・ TXT ・・・
8 登録 ・・・ BTN ・・・

・・・
識別
ID

表示用のラベル ・・・ 入力形式

入力形式名 入力形式記号 説明
表示 STR 取得したデータや情報を表示のみ行います。
1行テキストフィールド　TXT テキスト入力が可能です。金額、名称等を入力します。
複数テキストフィールド TXA 複数行のテキスト入力が可能です。説明文などを入力します。
ボタン BTN ボタンです。それぞれ固有の処理を行います。
アイコン ICN 処理を表すイメージです。それぞれ固有の処理を行います。
ラジオボタン RDO 複数の内、どれかひとつがチェック可能です。
チェックボックス　 CHK オン・オフの値を持つためのチェックが可能です。
コンボボックス CNB 選択肢から一つ選択することが可能です。
タブ TAB 画面を切り替えることが可能です。
動的選択肢 DAL 入力された内容を元に動的に選択肢を変更します。

入力形式をあらかじめ定義し、画面

 
入出力項目一覧の補足資料とする。

あらかじめ定義した入力形式

画面入出力項目一覧
入力形式の項目を追加

 
し、あらかじめ定義した

 
入力形式を参照する。

確認を効率的に行え、

 
仕様のばらつきを抑え

 
ることができる。
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C03012

 

画面入出力項目の各項目のデータ元を記述する

状況

利用者が入力する項目なのか、システムの処理によって設定される項目なのかを区別することにより、

利用者の操作イメージを明確にする必要がある。

関連するコツ
03D402

補足

画面からの入力データを区別することによって発注者側の操作イメージを明確にできた。

具体例
画面入出力項目一覧で発生源を表示する。

画面入出力

 
項目一覧

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

項

 

番
項目名 種別 幅 最大 型 デフォ

 

ルト値
表示

 

フォーマッ

 

ト

IME 必

 

須
フォーマッ

 

トチェック
タブ

 

順
データ元 備考

１ ログインユーザ I/O １０ １０ 半角英数 無効 ○ ○ １ 値：ユーザマスタ、ユーザID
表示：ユーザマスタ、ユーザ名

入力されたログインユーザは

 

ユーザマスタのユーザIDと比

 

較し、一致した場合には対応

 

するユーザ名を画面表示する。

２ パスワード I ２０ ２０ 半角英数 無効 ○ ○ ２

３ 新パスワード I ２０ ２０ 半角英数 無効 ○ ○ ３

４ パスワード確認 I ２０ ２０ 半角英数 無効 ○ ○ ４

５ 氏名 I/O ２０ ２０ 全角 ５ 氏名を表示する

６ 氏名（カナ） I/O １０ １０ 全角カナ 有効 ○ ○ ６ 氏名（カナ）を表示する

７ 生年月日 I/O １０ ８ 半角英数 無効 ○ ○ ７ 生年月日を表示する

８ 住所 I/O ４０ ４０ 全角 有効 ○ ○ ８ 住所を表示する

９ 電話番号 I/O １２ １２ 半角英数 無効 ○ ○ ９ 電話番号を表示する

画面入出力項目一覧

データ元の項目の書き方も良い。

データ元の欄を設けている。
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C03013

 

画面入出力項目一覧に画面遷移や画面アクション明細との関連を記述する

状況

発注者から画面の部品と、部品に関連する画面遷移、画面アクション明細が正しいか、

それぞれの情報を紐付けて確認したいとの要望があった。

関連するコツ
なし

補足

画面入出力項目一覧に対して遷移先、画面アクション明細のIDを記述した。

画面入出力項目一覧と遷移先、画面アクション明細との関連が明確になった。

具体例
遷移先や画面アクション明細のIDを記述し、画面遷移、画面アクション明細との関連を明確にする。

画面入出力

 
項目一覧

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

識別ID 表示用ラベル 部品の種類 遷移先 アクション名 アクションID

1 変更 ボタン 自画面 事務所名変更画面出力 op03M04_02

2 削除 ボタン なし 事務所名削除 op03M04_03

3 終了 ボタン なし 事務所名閲覧終了 op03M04_04

遷移先が明確に
記述されている。

画面アクション明細のIDが記述されており、
画面アクション明細との関連が明確である。

画面遷移、画面アクション明細の確認用に追加した列
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C03014

 

画面入出力項目一覧と画面レイアウトで画面部品の識別IDを一致させる

状況
画面入出力項目一覧と、画面レイアウトの両方で同一の画面部品の定義を行っている。

関連するコツ
なし

補足
画面入出力項目一覧で定義している画面部品が、画面レイアウトのどの画面部品に相当するのか説明を省いても、発注者に理解してもらうことが
できた。

具体例
画面入出力項目一覧において、画面レイアウトで定義している画面部品の定義を行う場合、

画面レイアウトの画面部品と同じ識別IDを記述している。

画面入出力

 
項目一覧

（1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ

名前

メールアドレス

住所 郵便番号

都道府県名

市町村名

姓 名

町名番地

ふりがな 姓 名

識別
ID

有効 入力
表示
桁数

入力
桁数

8 町名番地１ テキストボックス ○ ○ 39 38
9 町名番地２ テキストボックス ○ ○ 39 38

項目名 部品の種類

識別ID＝8

識別ID＝9

識別IDを合致させて、特定を

 
容易にすると良い。特に複雑

 
なレイアウトやラベルのない

 
画面部品の場合に有効。
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C03015

 

画面の名称や画面ID、識別IDを、他の「工程成果物」と一致させる

状況
複数の「工程成果物」で画面ID等の同一のIDを記述している。

関連するコツ
なし

補足
設計書同士の関連付けができ、認識齟齬を防止できた。

（1/4）

「工程成果物」の関

 
係

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03015

 

画面の名称や画面ID、識別IDを、他の「工程成果物」と一致させる

具体例
複数の「工程成果物」にて、同じ画面を参照する画面の名称、画面IDは、同じ値を記述している。

（2/4）

「工程成果物」の関

 
係

画面ＩＤに関する事例

一致させて書いている

一致させて書いている

一致させて書いている

• レビュー前には、それぞれの「工程成果物」の画面ＩＤ

 
が一致していることを確認した。

• 画面一覧にない画面は先行して起こさない方が、整

 
合性をとりやすくてよかった。そのため、画面一覧表を

 
使用して随時確認した。

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ



139Software Engineering Center

コラム

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights ReservedCopyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

C03015

 

画面の名称や画面ID、識別IDを、他の「工程成果物」と一致させる （3/4）

「工程成果物」の関

 
係

初期化

 

初期化

検索処理

 

検索処理

前ページ

 

検索処理

 

前ページ
検索処理

後ページ

 

検索処理

 

後ページ
検索処理

処理終了

 

処理終了

[戻る]

[終了]

[検索]

[次ページ]

[前ページ]

《開始点》

《終了点》

ペット検索画面

次を検索

前を検索

ペット検索結果表示画面

概要

ペット検索画面画面の名称

S-03-01画面ＩＤ

ペット検索

検索文字列

検索検索

終了終了

概要

ペット検索結果表示画面画面の名称

S-03-02画面ＩＤ

ペット検索結果表示
ペット種別名ペット種別IDペット名称画像

書誌情報

画面の名称に関する事例

画面レイアウトと画面遷移についても、対象としている画面が一致するよう書いている。

【画面レイアウト】 【画面遷移】

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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C03015

 

画面の名称や画面ID、識別IDを、他の「工程成果物」と一致させる （4/4）

「工程成果物」の関

 
係

識別ＩＤに関する事例

識別IDとラベルを一致させて書いている。

【画面レイアウト】 【画面入出力項目一覧】

一致させて

書いている

第３部

 

合意形成のコツ

 

２．図表に書く

 

２．２

 

書き方のコツ
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第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

３．１

 

確認のコツの一覧

目的 「工程成果物」 施策（コツ） コツＩＤ
参照

 
ページ

画面の抜けもれを防ぐには 画面一覧
設計途中の機能や分類が確定した段階で、機能や分類から

 
見て必要な画面の抜けもれがないことを再確認する。

03C101 143

画面の全体量を容易に把握するには 画面一覧 画面一覧に１から昇順に番号を付与する。 03C102 145

画面の遷移が過不足なく記述されて

 
いることを確認するには

画面遷移

画面レイアウト
画面レイアウトと画面遷移を突き合わせて確認する。 03C201 148

画面レイアウトにおける仕様の抜け

 
もれを防ぐには

画面レイアウト
構成要素の配置やボタン押下時における簡単な動作のみの

 
記述に留まるのではなく、入力情報や制約条件等の詳細情報

 
も併せて記述する。

03C301 149

画面仕様の概要説明において、情報

 
項目を容易に認識できるようにする

 
には

画面レイアウト
概要に情報項目を記載する際には、なるべく情報項目群の単

 
位で記述する。

03C302 151

画面レイアウトにおける仕様の妥当

 
性を確認するには

画面レイアウト
仕様を決める為の根拠となる入力情報が記載されているド

 
キュメントと画面レイアウトを突合せて確認する。

03C303 153

ページの構成要素に関する記述ルー

 
ルの意図を発注者に伝えやすくする

 
には

画面遷移

・レイアウト共通ルール
各エリアの役割を明記されているかを確認する。 03C401 154

各エリアの配色やエリア同士の配色

 
の組み合わせについて確実に合意

 
できる状態であるかを確認するには

画面遷移

・レイアウト共通ルール

各エリアの名称に加えて、配色やレイアウト例を施した全体イ

 
メージが示されているかを確認する。

03C402 155
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第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

３．１

 

確認のコツの一覧（つづき）

目的 「工程成果物」 施策（コツ） コツＩＤ
参照

 
ページ

配色についてあいまいな合意を避

 
けるには

画面遷移・レイアウト

 
共通ルール

色名称に加え、実際の色で着色したフォントなどを併記している

 
かを確認する。

03C403 156

配色についての仕様理解をスムー

 
ズに進めるには

画面遷移・レイアウト

 
共通ルール

使用できるカラーの範囲、基本的な配色を定義されているか、ま

 
た、色彩の使い方について一定の法則が設けられているかを確

 
認する。

03C404 157

フォントについて確実に認識の齟齬

 
をなくすためには

画面遷移・レイアウト

 
共通ルール

フォント名に加えて、フォント表示の具体例を示しているかを確認

 
する。

03C405 158

共通的な表示項目において、表示

 
仕様が統一されていることを確認す

 
るには

画面遷移・レイアウト

 
共通ルール

共通にするべき範囲が明確にされていることを確認する。 03C406 159

条件毎における表示仕様を明確に

 
伝えるには

画面入出力項目一覧 条件分岐を段落表記で整理する。 03C501 160

画面入出力項目一覧の表示仕様を

 
明確に伝えるには

画面入出力項目一覧
文章のみの表現ではなく、具体例（図、イメージ）を用いて確認す

 
る。

03C502 161

画面遷移と画面アクション明細の記

 
述もれ、不整合がないことを確認す

 
るには

画面遷移

画面アクション明細

画面遷移から読み取れる動作と画面アクション明細で定義され

 
たアクションが一致することを確認する。

03C601 162
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第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

具体例

画面の分類や機能を確認する例
設計が進み、機能や画面の分類が定義された段階で①～②を実施する。

① システム化業務一覧、画面遷移・レイアウト共通ルールに定義された「画面の分類」に抜けもれや重複がないことを確認する。

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面の抜けもれを防ぐことが容易
になる。

目
的

画面の抜けもれを防ぐには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧設計途中の機能や分類が確定した段階で、機能や

 
分類から見て必要な画面の抜けもれがないことを再

 
確認する。

施
策
（コ
ツ
）

抜け漏れや

重複がない

ことを確認する。

画面遷移・レイアウト画面遷移・レイアウト共通ルール共通ルール

◎画面の分類
本システムでは、以下の
画面分類を使用する。
・メニュー
・入力フォーム
・条件入力フォーム

・・・

システム化業務一覧システム化業務一覧

◎分類
F001：メニュー
F101：ペット登録
F201：販売者登録
F301：ペット検索
・・・

抜け漏れや
重複がない
ことを確認する。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

画面の抜けもれを防ぐには

画面の分類や機能を確認する例
②機能と画面の分類に抜けもれや重複がないことを確認した後に、

画面一覧を使って、機能別、分類別に必要な画面が漏れていないかを確認する。

No. 画面名 画面ID 分類 ・・・ 説明 機能名 機能ID 備考
1 ペットストア

ポータル画面
S-00-01 メニュー ・・・ ペットストアのポータル。購入、

検索、カタログ選択などのメ
ニューを表示する。

メニュー F001
-

2 ペット登録画面 S-01-01 入力フォーム ・・・ 販売者が、販売したいペットの
情報（カテゴリ、名前、特徴、価
格、画像、タグ）を登録する。

ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必須情
報をチェックする。

3 販売者登録画
面

S-02-01 入力フォーム ・・・ 販売者の情報（氏名、住所等）
を登録する。

販売者登録 F201 登録時に入力必須情
報をチェックする。

4 ペット検索画面 S-03-01 条件入力フォーム ・・・ ペットを検索するための条件を
入力する。

ペット検索 F301
-

画面遷移・レイアウト画面遷移・レイアウト共通ルール共通ルール

◎画面の分類
本システムでは、以下の
画面分類を使用する。
・メニュー
・入力フォーム
・条件入力フォーム

・・・

システム化業務一覧システム化業務一覧

F001：メニュー
F101：ペット登録
F201：販売者登録
F301：ペット検索

・・・

例えば、システム化業務一

 
覧に抜けがあると、全ての

 
機能に対して画面が定義さ

 
れない可能性がある。

前ページで確認した「画

 
面遷移・レイアウト共通

 
ルール」、
「システム化業務一覧」
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第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

具体例

項目番号に関する記述例
項目番号を付与して画面一覧を記述した例。画面数が多い場合に、
画面の特定や、画面の全体量の把握に有効である。

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、レビュー時に画面数の確認が容易になる。

開発者にとって、画面数の確認作業が容易になる。

目
的

画面の全体量を容易に把握するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧画面一覧に１から昇順に番号を付与する。

施
策
（コ
ツ
）

階層1 階層2 階層3
1 ペットストアポー

タル画面
S-00-01 メニュー ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポー
タルメニュー

－

ペットストアのポータル。
購入、検索、カタログ選
択などのメニューを表示
する。

メニュー F001

-

2 ペット登録画面 S-01-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者が、販売したい
ペットの情報（カテゴリ、
名前、特徴、価格、画
像、タグ）を登録する。

ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必
須情報をチェック
する。

3 販売者登録画面 S-02-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者の情報（氏名、住
所等）を登録する。

販売者登録 F201 登録時に入力必
須情報をチェック

4 ペット検索画面 S-03-01 条件入力フォー
ム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットを検索するための
条件を入力する。

ペット検索 F301
-

5 ペット検索結果表
示画面

S-03-02 検索結果一覧
表示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットの検索結果を一覧
表示する。

ペット検索 F301
-

6 位置情報表示画
面

S-04-01 地図表示フォー
ム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

位置検索
（地図）

地図上に、選択した位置
（所望のペットの居場所）
を表示する。

位置検索 F401
-

7 ユーザログイン
画面

S-05-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加する
ためにシステムにログイ
ンする。

ユーザ登録 F501 パスワードエラー
の場合の再入力
は3回までとする。

8 ユーザ登録画面 S-05-02 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加する
ためにユーザ登録を行
う。

ユーザ登録 F501 登録時に入力情
報をチェックする。

No. 画面名 画面ID 分類 備考
階層

説明 機能名 機能ID

１から昇順に番号を付与する
ことで、レビュー時に画面の特定や
全体量を把握しやすくなる。
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項目番号に関する記述例
項目番号との対応は明確に記述し、項目番号を活用しやすくする。

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

○望ましい例×望ましくない例

「分類」の項目の一部が統合した形で表現されているため、
「No.」と「画面名」との対応がわかりにくい。

「No.」と、「分類」、「画面名」、「画面ID」の
画面一覧の各項目が1対１に対応している。

項目番号との対応が分かり難い 項目番号との対応が分かりやすい

Java Pet Store システム画面一覧
No. 分類 画面名 画面ID …

1 ペット登録画面 S-01-01
…

2 販売者登録画面 S-02-01
…

3 ユーザログイン画面 S-05-01
…

4 ペットストアポータル
画面

S-00-01
…

5 管理者ポータル画面 S-20-01
…

… … … … …

入力フォーム

メニュー

Java Pet Store システム画面一覧
No. 分類 画面名 画面ID …

1 入力フォーム ペット登録画面 S-01-01
…

2 入力フォーム 販売者登録画面 S-02-01
…

3 入力フォーム ユーザログイン画面 S-05-01
…

4 メニュー ペットストアポータル
画面

S-00-01
…

5 メニュー 管理者ポータル画面 S-20-01
…

… … … … …
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項目番号より画面数をカウントする例
画面数が多い為、画面一覧をサブシステム単位に分割して記述した例

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

Java Pet Store システム（ビジネス統計）画面一

 
覧 階層1 階層2 階層3

備考
階層

説明 機能名 機能IDNo. 画面名 画面ID 分類

Java Pet Store システム（システム管理機能）画面一覧

階層1 階層2 階層3
備考

階層
説明 機能名 機能IDNo. 画面名 画面ID 分類

Java Pet Store システム（ユーザ機能）画面一覧

階層1 階層2 階層3
備考

階層
説明 機能名 機能IDNo. 画面名 画面ID 分類

サブシステム単位で１から昇順に番号を付与した場合

 
の例。サブシステム単位の画面数の把握には、画面一

 
覧の「No.」列を用いる。下記のように補足資料を作成し

 
て確認するとよい。

25ビジネス統計画面一覧

98合計

システム管理機能画面一覧

ユーザ機能画面一覧

サブシステム別画面一覧

41

32

画面数

画面一覧の補足資料

画面一覧
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第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

具体例

確認手順
画面レイアウト上のボタンやフィールドの操作によって発生する画面の遷移が確実に
記述されていることを確認する。それにより

 

「不足分」を確認できる。

さらに逆方向の検証を行う。それにより、「余計な遷移」が検出できる。

目
的

画面の遷移が過不足なく記述されていることを確認

 
するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面レイアウト

画面レイアウトと画面遷移を突き合わせて
確認する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面
遷移の過不足を厳密に検証すること
ができる。

突き合わせ

確認手順②

 

余分な遷移の検出
画面レイアウト上には、“ログイン”、“登録”ボタンし

 
かないため、画面遷移上の“ログイン画面”から

 
“ペット照会画面”への遷移は余分な遷移である。

１．ログイン画面 ２．メニュー画面

３．ペット照会画面

画面遷移

ログイン 登録

確認手順①

 

不足分の検出
画面レイアウト上にある“登録”ボタンに

 
対する遷移が画面遷移から漏れている。

画面レイアウト
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具体例

×望ましくない例
構成要素の配置を漠然と示しただけであり、
操作イメージを思い描けない。

目
的

画面レイアウトにおける仕様の抜けもれを防ぐには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト構成要素の配置やボタン押下時における簡単な動

 
作のみの記述に留まるのではなく、入力情報や制約

 
条件等の詳細情報も併せて記述する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面レイアウトの仕様をよ
り詳細に確認できる。

・ユーザ名とパスワードを入力して、ログインボタンを押下する
・検索ボタンを押下すると、ペット情報が検索される

ロゴ

カート

魚類 犬 爬虫類 猫 鳥

ユーザ名：

パスワード：

ログイン

検索
ロゴ

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

操作手順が書かれているが、
どこに何を入力するのかが不明瞭

・画面の表示エリアが示されていない
（各画面で共通するヘッダエリアはないのか?）
・画面部品に関する説明がない
・制約条件はないのか？
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03C301 （2/2） 画面レイアウトにおける仕様の抜けもれを防ぐには

○望ましい例
具体的に領域や配置が書かれていて明瞭である。

矩形でレイアウトを作成した記述例 完成系の画像を用いた記述例

実際の画面レイアウト（ハードコピー）を

 
用いることにより、色などの細かい仕様

 
まで確認できる。また、矩形で作成する

 
手間を省くことができる。

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

• 画面の表示エリア
• 画面部品に関する説明
• 操作手順
• 制約条件
が明瞭である。

操作手順を詳細に記述
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具体例

×望ましくない例

目
的

画面仕様の概要説明において、情報項目を容易に

 
認識できるようにするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト概要に情報項目を記載する際には、なるべく情報項

 
目群の単位で記述する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、発注者に簡潔に概要を伝えることができる。
発注者にとって、情報項目群として整理される為、概要を理解することが
容易となる。

これは、利用者環境を設定するための情報入力画面であり、
「ユーザ」に関する情報のまとまりと「利用環境」に関する
情報のまとまりが存在するが、

「氏名」「住所」「電話番号」「ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ」を登録・変更し、
言語やリストについても設定する。

という個々の項目について、その処理動作を概要として記述
すると、情報の整理が煩雑となり、混乱する原因になる。

「氏名」「住所」「電話番号」「ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ」を登録・変更し、言語

 

やリストについても設定する。
概要

利用者環境情報入力画面画面の名称

S-40-01画面ＩＤ

オフ
ﾘｽﾄ1 ﾘｽﾄ2

登録 キャンセル

利用環境情報
言語選択：
お気に入りの種類：
マイリスト表示：
マイバナー： オン

ユーザ情報

ユーザ名：
新パスワード：

パスワードの確認：

(署名 ユーザ名を表示)

氏名

 

：
住所

 

：

電話番号

 

：
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

ﾘｽﾄ3

※「『顧客情報』を登録・変更する」など、

 

『』内があるまとまった情

 
報項目群であるとし、「『氏名』を登録・変更する」など、『』内があ

 
るまとまった情報項目群の中にある単項目であるとした場合。

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ
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○望ましい例

これは、利用者環境を設定するための情報入力画面であり、
「ユーザ」に関する情報のまとまりと「利用環境」に関する
情報のまとまりが存在する。
そこで、画面レイアウト「工程成果物」の「概要」の箇所には、

という説明を、概要の１つとして記述する。

「ユーザ情報」および「利用環境情報」を登録・変更する。

「ユーザ情報」および「利用環境情報」を登録・変更する。概要

利用者環境情報入力画面画面の名称

S-40-01画面ＩＤ

オフ

ﾘｽﾄ1 ﾘｽﾄ2

登録 キャンセル

利用環境情報
言語選択：

お気に入りの種類：

マイリスト表示：

マイバナー： オン

ユーザ情報

ユーザ名：

新パスワード：

パスワードの確認：

(署名 ユーザ名を表示)

氏名

 

：

住所

 

：

電話番号

 

：
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

ﾘｽﾄ3

※「『顧客情報』を登録・変更する」など、『』内があるまとまった情

 
報項目群であるとし、「『氏名』を登録・変更する」など、『』内があ

 
るまとまった情報項目群の中にある単項目であるとした場合。

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ
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03C303 （1/1）

具体例

確認手順

①画面レイアウト設計をするにあたり、根拠となる入力情報としたものを整理しておく

②画面レイアウトへ備考欄の追加、もしくは補足資料を作成する等して、

設計の根拠となる入力情報が記載されたドキュメントへの参照情報を記述しておく

③ ②で記述された参照情報を元に、相互のドキュメントをつき合わせて根拠を確認する

目
的

画面レイアウトにおける仕様の妥当性を確認するに

 
は 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト仕様を決める為の根拠となる入力情報が記載され

 
ているドキュメントと画面レイアウトを突合せて確認

 
する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、レビューの時に要
件に即した設計であることを容易に確認すること
ができる。

②画面レイアウトに「備考」欄を追加し

 
て、根拠となる要件定義書などへの

 
参照情報を記述する

要件定義書

業務フロー

①根拠となる入力情

 
報を整理しておく

etc..

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ
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03C401

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

目
的

ページの構成要素に関する記述ルールの意図を発

 
注者に伝えやすくするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

各エリアの役割を明記されているかを確認する。

施
策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素

• ページ構成要素を以下のように定義する。

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素

• ページ構成要素を以下のように定義する。

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素

• ページ構成要素を以下のように定義する。

• ヘッダエリア
• サイトロゴ（タイトル、カバー画像）を常

 
に表示し、Java PetStoreのサービス

 
であることを利用者に明らかにする。

 

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素

• ページ構成要素を以下のように定義する。

• ヘッダエリア
• サイトロゴ（タイトル、カバー画像）を常

 
に表示し、Java PetStoreのサービス

 
であることを利用者に明らかにする。

？

ヘッダ

コンテンツ

フッタ

ヘッダ領域から、画面の利用者

 
にどのような情報を得てもらう

 
のか、意図がわからない。

各エリアは役割があ

 
る。それが伝わる記

 
述を補足しよう。

メリット

発注者にとって、エリアの役割を意識した設計を徹底できるため、記述不備を引き起こしてしまう、確率を減らすことができる。

ヘッダ

コンテンツ

フッタ

○望ましい例×望ましくない例
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03C402

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

目
的

各エリアの配色やエリア同士の配色の組み合わせ

 
について確実に合意できる状態であるかを確認す

 
るには

「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

各エリアの名称に加えて、配色やレイアウト例を施し

 
た全体イメージが示されているかを確認する。施

策
（コ
ツ
）

具体例

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

1 ページの構成要素
余白

ユーティリティエリア

コンテンツエリア
（sub1）

フッターエリア

20% 60% 20%

ナビゲーションエリア

コンテンツエリア
（main）

コンテンツエリア
（sub2）

ヘッダーエリア

メリット

発注者にとって、エリアの役割を意識した設計を徹底できるため、記述不備を引き起こす確率を減らすことができる。

（1/1）

○望ましい例×望ましくない例

手書きでもよいから、画面イ

 
メージを具体的に伝えよう。

？
画面イメージが伝わりにくい。
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03C403

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

目
的

配色についてあいまいな合意を避けるには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

色名称に加え、実際の色で着色したフォントなどを

 
併記しているかを確認する。施

策
（コ
ツ
）

具体例

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

（３）アクセントカラー
赤とする。

（４）フォントカラー
黒とする。

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

（３）アクセントカラー
赤とする。

（４）フォントカラー
黒とする。

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

（３）アクセントカラー
■赤（“#FF0000”）とする。

（４）フォントカラー
■黒（“#000000”）とする。

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

（３）アクセントカラー
■赤（“#FF0000”）とする。

（４）フォントカラー
■黒（“#000000”）とする。

？
色の名称だけでは、どんな

 
色が表示されるのか、わか

 
らない。

カラーの表示イメージ（“■”な

 
ど）や、別途色見本を用意し

 
て色への認識を共有する。

メリット

発注者および開発者にとって、色の認識を共有しやすくなる。

（1/1）

○望ましい例×望ましくない例
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03C404

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

目
的

配色についての仕様理解をスムーズに進めるには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

使用できるカラーの範囲、基本的な配色を定義され

 
ているか、また、色彩の使い方について一定の法則

 
が設けられているかを確認する。

施
策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

メリット

発注者および開発者にとって、色の認識を共有しやすくなる。
使用できる色の種類、範囲、組み合わせ、配色等を規定することで、統一感が生まれ、個別の画面仕様の理解がスムーズになる。

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

（１）背景色：白
（ペットの写真を目立たせるため、

全てのエリアは白を基調とする）
（２）フォント：黒
（３）アクセントカラー：赤

利用者の注意を惹く目的（エラーメッセージ等）の
色は ■赤（“#FF0000”）とする。

（４）避けるべき組み合わせ：赤と緑と茶
色の判別に不自由な人を考慮し、
上記組み合わせは極力避けて下さい。

（５）使用可能上限：4色

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

（１）背景色：白
（ペットの写真を目立たせるため、

全てのエリアは白を基調とする）
（２）フォント：黒
（３）アクセントカラー：赤

利用者の注意を惹く目的（エラーメッセージ等）の
色は ■赤（“#FF0000”）とする。

（４）避けるべき組み合わせ：赤と緑と茶
色の判別に不自由な人を考慮し、
上記組み合わせは極力避けて下さい。

（５）使用可能上限：4色

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

背景色：白
フォント：黒

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

3 配色

背景色：白
フォント：黒

？
他の色は自由に使って、画面

 
個別に使ってもいいのかな。

アクセントカラーを決めよう。
組み合わせの制約も決めよ

 
う。面個別の用途で乱用さ

 
れないためにも。

○望ましい例×望ましくない例



コツID レベル 仕掛 充実 完成

158Software Engineering Center

機能要件の合意形成ガイド 分冊３ 画面編

Copyright © 2010 ＩＰＡ, All Rights Reserved

03C405

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

目
的

フォントについて確実に認識の齟齬をなくすために

 
は 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

フォント名に加えて、フォント表示の具体例を示して

 
いるかを確認する。施

策
（コ
ツ
）

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

（１）文字フォント
• 書体はシンプルな書体を適用する。

• 欧文部分は一般的で装飾のない Helvetica 
または Arial 、sans-serifとする。

 
• 和文、漢文部分は指定せず、ブラウザの

 
フォント指定に従う表示とする。

 

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

（１）文字フォント
• 書体はシンプルな書体を適用する。

• 欧文部分は一般的で装飾のない Helvetica 
または Arial 、sans-serifとする。

• 和文、漢文部分は指定せず、ブラウザの

 
フォント指定に従う表示とする。

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

（１）文字フォント
• 書体はシンプルな書体を適用する。

• 欧文部分は一般的で装飾のない Helvetica ま

 
たは Arial 、sans-serifとする。

 
• 和文、漢文部分は指定せず、ブラウザのフォン

 
ト指定に従う表示とする。

 • [参考]sans-serif表示イメージ

PetStore画面遷移・レイアウト共通ルール

（１）文字フォント
• 書体はシンプルな書体を適用する。

• 欧文部分は一般的で装飾のない Helvetica ま

 
たは Arial 、sans-serifとする。

• 和文、漢文部分は指定せず、ブラウザのフォン

 
ト指定に従う表示とする。

• [参考]sans-serif表示イメージ

sans-serifです。
フォントの種別の名称だけ

 
では、どんな文字が表示さ

 
れるのか、わからない。

？

（1/1）

具体例

フォントの具体例を

 
記載する。

×望ましくない例 ○望ましい例
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03C406

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

目
的

共通的な表示項目において、表示仕様が統一され

 
ていることを確認するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

・レイアウト共通ルール

共通にするべき範囲が明確にされていることを確認

 
する。施

策
（コ
ツ
）

（1/1）

メリット

開発者にとって、共通化するべき範囲が明確になる。
発注者にとって、確認するべきポイントが明確になる。

¥1,330番犬代わりにどうぞ毒なしガラガラ
蛇

2

¥1,100キュートなフランス産の犬雄 子犬プード
ル

1

価格カートに追加説明名前

¥1,330番犬代わりにどうぞ毒なしガラガラ
蛇

2

¥1,100キュートなフランス産の犬雄 子犬プード
ル

1

価格カートに追加説明名前

検索結果：

カテゴリ「魚」の商品

エンゼルフィッシュ

金魚

鯉

名前

見ているだけで心が和み
ます。

FI-SW-01

かわいらしく美しい。FI-FW-02

模様が美しい鯉。FI-FW-01

説明ペットID

エンゼルフィッシュ

金魚

鯉

名前

見ているだけで心が和み
ます。

FI-SW-01

かわいらしく美しい。FI-FW-02

模様が美しい鯉。FI-FW-01

説明ペットID

？

確認例①
“検索結果”画面では、名前がリン

 
ク表示されているが、“カテゴリ

 
「魚」の商品画面”では、テキスト表

 
示になっている。
画面間において表示方法を統一

 
すべきである。

確認例②
“検索結果”画面では表示されるのに、“カテゴリ「魚」の商

 
品”画面では表示されない項目がある。

統一するべきであるのなら、表示統一すべき事項を共通

 
のルールとして記す必要がある。

具体例
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第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

具体例

表示仕様の記述例

目
的

条件毎における表示仕様を明確に伝えるには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面入出力項目一覧条件分岐を段落表記で整理する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、条件分岐の確認ポイントを明確にすることができる。
開発者にとって、発注者に表示仕様を簡潔に伝えることができる。

×望ましくない例

だらだらと長い

 
文章にしない。

○望ましい例

識別
ID

表示用のラベル 部品の種類 有効 入力 初期表示

13 国 テキストボックス ○ ○ －

14 言語 コンボボックス ○ ○

国項目に“日本”が入力されたら“日

 
本語”を初期表示とする。“日本”以

 
外が入力されたら“英語”を初期表示

 
とする。

識別
ID

表示用のラベル 部品の種類 有効 入力 初期表示

13 国 テキストボックス ○ ○ －

14 言語 コンボボックス ○ ○

①国項目に“日本”が入力されたら“日

 
本語”を初期表示とする

②国項目に“日本”以外が入力されたら

 
“英語”を初期表示とする

条件別に整理

 
することにより、

 
要点がしっか

 
り伝わりやすく

 
なる。
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具体例

表示イメージの記述例

目
的

画面入出力項目一覧の表示仕様を明確に伝えるに

 
は 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面入出力項目一覧文章のみの表現ではなく、具体例（図、イメージ）を

 
用いて確認する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者にとって、表示仕様を直感的に理解できる。
開発者にとって、表示仕様を説明するに当たって簡潔に伝えることができる為、効率的に説明できる。

更新モードの場合

イメージを視覚的に

 
表現して説明すると

 
良い。 照会モードの場合

※入力項目の△は、更新モードでは入力可能な

 
テキストボックスが表示されるが、照会モードの場

 
合、テキストボックスの背景が緑色になり、入力が

 
不可となることを意味する。

文章だけだとわかりにくく、説

 
明による補足が必要となる。

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ
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03C601

第３部

 

合意形成のコツ

 

３．もれ／矛盾をチェックする

 

３．２

 

確認のコツ

目
的

画面遷移と画面アクション明細の記述もれ、不整合

 
がないことを確認するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面アクション明細

画面遷移から読み取れる動作と画面アクション明細

 
で定義されたアクションが一致することを確認する。施

策
（コ
ツ
）

具体例

（1/1）

アクション名 アクションの内

 

容
アクション後の処理詳細 遷移先画面名称（ID)

ペット在庫管理 注文ボタンを押

 

下
①在庫数のチェック

②在庫数が２匹以上の場合

注文確認画面へ遷移する。

注文確認画面（T-002)

③在庫数が１匹以下の場合

在庫発注画面へ遷移する。

在庫発注画面（H-001)

書誌情報

画面アクション明細画面遷移

メリット

開発者にとって、画面や
アクションの抜けもれの
検出が可能になる。
発注者にとって、レ
ビュー時にはより本質的
な確認をしやすくなる。

書誌情報

画面遷移に記載している動作と画面アクション明細で定義さ

 
れているアクションが一致することはもちろんのこと、両者を容

 
易に照合可能であることまで確認する。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

４．１

 

レビューのコツの一覧

目的 施策（コツ） コツＩＤ
参照

 
ページ

レビューを円滑に進めるためには 機能や分類を用いて、意味のあるまとまりごとにレビューを進める。 03R101 166

情報項目が多い「工程成果物」を説明する

 
ときには

複数の情報項目が組み合わされて一つの情報項目を表すルールがある

 
場合、その組み合わせに名称（情報項目群）をつけて組み合わせの名称

 
で説明を行う。

03R102 167

各「工程成果物」を連携して効率的にレ

 
ビューを進めるには

レビュー対象の画面遷移、画面レイアウト、画面入出力項目一覧を「工程

 
成果物」ごとに分冊する。

03R103 168

画面遷移の全体像を明確に説明するには
まず画面遷移全体を確認してから、各画面の細かい桁数、入力規則など

 
の詳細説明を行う。

03R104 169

継続検討している箇所の情報を共有するに

 
は

継続検討している箇所および検討が完了する時期をレビュー時に確認す

 
る。

03R105 170

ユーザの理解度に応じてレビューを進める

 
には

仕掛レベル、充実レベルに応じたチェックポイントを踏まえて説明する。 03R106 171

レビューの手戻りを減らすためには 他の画面あるいは「工程成果物」への影響度が高いレビューを優先する。 03R107 172

想定される例外条件を網羅的にチェックす

 
るには

表を作成して網羅性を確認する。 03R108 173

早い段階で画面の抜けもれや重複を確認

 
するには

画面一覧を活用して発注者との間に必要な機能などの認識の齟齬がな

 
いか早期に確認する。

03R201 174

効率的に画面の操作性を確認するには 発注者が実際に操作できる画面と、レビューの確認項目を準備する。 03R202 175
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

４．１

 

レビューのコツの一覧（つづき）

目的 施策（コツ） コツＩＤ
参照

 
ページ

画面の共通部分を一括でレビューするには 画面共通の情報と、個別の画面の情報は分離して説明する。 03R203 176

画面遷移・レイアウト共通ルールの妥当性

 
を検証するには

レビューの際に、画面遷移・レイアウト共通ルールに従った具体例を提示

 
して説明する。

03R204 177

エラー表示の妥当性を合意するには レビューの際にエラー表示を具体的に説明する。 03R205 178

画面の一連の動きを順序よく確認するには
発注者に理解してもらいやすいレビューの説明順序を補足説明資料で

 
明示する。

03R301 179

発注者が画面の一連の動きを理解しなが

 
らレビューを進めるには

業務の流れ、画面遷移のレビューを実施してから画面レイアウトのレ

 
ビューを実施する。

03R302 180

現在説明している画面操作の位置づけを

 
確認するには

画面レイアウトと共に画面遷移が見られるように予め用意しておき、遷移

 
の発生する画面部品を説明するときは、遷移後の画面を説明し、画面遷

 
移上の位置を示す。

03R303 181

画面遷移を引き起こすアクションを網羅的

 
に確認するには

画面遷移のアクションと画面アクション明細のアクションを対応付けて説

 
明する。

03R304 182

画面の配色を確認するには 画面イメージを提示して、実際の配色を確認する。 03R401 183

画面レイアウトの権限による表示パターン

 
をもれなく説明するには

権限や条件と対応して画面レイアウトを説明する。 03R402 184

画面レイアウトと画面入出力項目一覧の対

 
応を明確にするには

画面レイアウトと画面入出力項目一覧をつき合わせて確認する。 03R403 185
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

４．１

 

レビューのコツの一覧（つづき）

目的 施策（コツ） コツＩＤ
参照

 
ページ

画面レイアウトにおいて、どの項目が入力

 
可能かを明確にするには

画面レイアウトと画面入出力項目一覧をつき合わせて、「入力」の区分を説

 
明する。

03R404 186

画面入出力項目一覧の表示桁数と入力桁

 
数の違いを明確にするには

画面レイアウトと画面入出力項目一覧をつき合わせて、差異を明示的に説

 
明する。

03R405 187

画面入出力項目一覧や画面アクション明細

 
のレビューをスムーズに進めるには

画面レイアウトのレビュー時に、入力が必要な箇所やボタン押下時の動作

 
を予め説明しておく。

03R406 188

画面部品の仕様の齟齬をなくすためには 見た目が似たような画面部品の違いを明確にする。 03R407 189

画面レイアウトの表示パターンをもれなく説

 
明するには

画面レイアウトの実際の表示パターンを全て示す。 03R408 190

条件分岐の仕様を明確にするには
画面レイアウトと画面入出力項目一覧および画面アクション明細をつき合

 
わせて確認する。

03R409 192

テスト工程での検証をスムーズに進めるに

 
は

「何を」、「どのように」、「どうする」という入力、処理、出力の内容が明確に

 
なっていることを確認する。

03R410 193
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03R101 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面一覧の記述例
画面一覧に「機能」を整理する列を設ける。

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、レ
ビューにかかる時間の無駄をなくすこ
とができる。

目
的

レビューを円滑に進めるためには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧

 
画面レイアウト

 
画面入出力項目一覧

 
画面アクション明細

機能や分類を用いて、意味のあるまとまりごとにレ

 
ビューを進める。施

策
（コ
ツ
）

機能ごとに意味のあるま

 
とまりでレビューを進める。

画面一覧
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面入出力項目一覧の記述例
「事務所情報」というグループを使う

目
的

情報項目が多い「工程成果物」を説明するときには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

 
画面入出力項目一覧

複数の情報項目が組み合わされて一つの情報項目

 
を表すルールがある場合、その組み合わせに名称

 
（情報項目群）をつけて組み合わせの名称で説明を

 
行う。

施
策
（コ
ツ
）

情報項目群 項目

事務所情報 事務所名

事務所名（カナ）

事務所種別

担当部署

所属

他社

利用可否

たとえば、下図の「事務所名」

 

「事務所名（カナ）」

 

「事務所種

 
別」「担当部署」「所属」「他社」「利用可否」を組み合わせて「事

 
務所情報」と定義し、「この画面では事務所情報を入力しま

 
す。」などと説明を行う。

また、情報項目群がどのような項目を含むのか一目でわかる

 
資料を別途用意する。

画面入出力項目一覧画面レイアウト

使用する用語は事前に発注

 
者と開発者で合意する。

メリット

発注者および開発者にとって、説明すべき情報項目が整理されるため、説明しやすく/理解しやすくなる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

レビューの記述例
画面遷移、画面レイアウト、画面入出力項目一覧の資料をレビューの際に同時に参照できるように、別々の冊子(レビュー用の準備資料)とし
て用意する。

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、複数の資料を同
時に参照できるので理解しやすくなる。

目
的

各「工程成果物」を連携して効率的にレビューを進

 
めるには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

 
画面レイアウト

 
画面入出力項目一覧

画面アクション明細

レビュー対象の画面遷移、画面レイアウト、画面入

 
出力項目一覧を「工程成果物」ごとに分冊する。施

策
（コ
ツ
）

・
・・

画面入出力項目一覧

 
2-2

画面レイアウト2-1

画面遷移2
画面レイアウト2-1

画面入出力項目一覧

 
1-1
画面レイアウト1-1

画面遷移1

画面遷移2

画面遷移1

画面レイアウト1-1

設計書（目次順）

レビュー用の準備資料

・・・

・
・・

・
・・

画面入出力項目一覧2-1

画面入出力項目一覧1-1

設計書の構成上、機能や画面ごとに

 
画面遷移、画面レイアウト、画面入出

 
力項目一覧がまとまっていることがあ

 
る。

このような設計書を説明する場合、画

 
面遷移、画面レイアウト、画面入出力

 
項目一覧の資料を別々の冊子として

 
準備することで、各「工程成果物」間を

 
連携して説明を行う際に各々の「工程

 
成果物」が参照しやすくなる。

※プロジェクタを使用して画面レイア

 
ウトを表示してレーザポインタなどで

 
説明箇所を指し示しながら説明を行う

 
とさらにわかりやすくなる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面遷移の記述例
画面遷移から画面レイアウト、画面入出力項目一覧の順に
レビューする。

目
的

画面遷移の全体像を明確に説明するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

 
画面レイアウト

 
画面入出力項目一覧

まず画面遷移全体を確認してから、各画面の細かい

 
桁数、入力規則などの詳細説明を行う。施

策
（コ
ツ
）

ログイン画面

メニュー画面 書籍検索画面

注文入力画面 注文結果確認画面

受付状況確認画面

書籍登録画面 書籍登録確認画面

購入受付画面

［ログイン］

［購入受付］

［受付状況確認］

［書籍検索］

［注文入力］
［注文］

［確認］

［書籍登録］

先ほど説明を省略いたしました画面の

 
入力規則についてご説明いたします。

まず、メニュー画面から始まる全体の画面

 
遷移について説明いたします。画面上での

 
操作については、後ほど説明いたします。

画面入出力項目一覧画面遷移

メリット

発注者および開発者にとって、議論が枝葉に流れず、画面遷移
の全体像が理解できるため、その後の個別画面の詳細確認がし
やすくなる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面遷移の記述例
検討が継続している画面遷移を赤枠で囲む
検討を継続する旨と、検討が完了する時期を明記したコメントを添える

目
的

継続検討している箇所の情報を共有するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面遷移

継続検討している箇所および検討が完了する時期

 
をレビュー時に確認する。施

策
（コ
ツ
）

画面遷移

ログイン画面

メニュー画面 書籍検索画面

注文入力画面 注文結果確認画面

受付状況確認画面

書籍登録画面 書籍登録確認画面

購入受付画面

［ログイン］

［購入受付］

［受付状況確認］

［書籍検索］

［注文入力］

［注文］

［確認］

［書籍登録］

この範囲の画面遷移は、

 
個別画面の「工程成果物」

 
のレビュー完了後、再度見

 
直しを行う。

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、システムの継続検討部分
が明確になるため、検討もれが減る。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

仕掛レベルのチェックポイント
ユーザに業務運用の可否、例外的な業務運用の場合の対応方法の確認を行う。

説明した画面の遷移、操作で業務を運用できるか？
説明した画面の遷移、操作では対応できない例外的な業務運用はないか？
画面の画面遷移・レイアウト共通ルールとすべきポイントは聞き出せているか？
画面のユーザや利用シーンは洗い出せているか？

充実レベルのチェックポイント
仕掛レベルで確認した事項に齟齬がないかの再確認を行う。

ログインから目的の画面にたどり着く画面遷移と画面表示は適切か？
例外的な業務運用の場合に説明した画面遷移、操作で対応できることをユーザに確認する。

画面上の操作、エラー表示はユーザの理解できる内容となっているか？
業務をやり直す操作、業務を繰り返す操作は、ユーザの理解できる内容となっているか？
開発者が感じている設計の問題や課題、懸念を理解してもらえたか？

目
的

ユーザの理解度に応じてレビューを進めるには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

 
画面レイアウト

 
画面入出力項目一覧

 
画面アクション明細

画面遷移

・レイアウト共通ルール

仕掛レベル、充実レベルに応じたチェックポイントを

 
踏まえて説明する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、合意成熟度レベル
に見合った情報を共有できるので、レビュー内容
の誤解や説明不足を減らすことができる。

レビュー中に気にかけること（例）
• 画面の意味や機能をわかってもらえるだろうか
• 発注者の要求に応えた画面になっているだろうか
• 出来ないことについても理解してもらえただろうか

（開発者）
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面遷移の記述例
典型的な画面遷移である正常系の画面遷移を確認する。
正常系に引き続いて異常系を確認する。

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、手戻りが発生する可能性が低く
なる。また、従属部分のレビューをスムーズに進めることができ
る。

目
的

レビューの手戻りを減らすためには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

 
画面レイアウト

他の画面あるいは「工程成果物」への影響度が高い

 
レビューを優先する。施

策
（コ
ツ
）

影響度が高いものは、以下があげられる。

・画面レイアウトの共通部分（ナビゲーションなど）

・画面遷移の共通部分（エラー処理など）

・典型的な画面遷移（一覧画面から詳細画面への遷移など）

書籍注文入力画面 書籍注文入力確認画面 書籍注文結果確認画面

[次へ] [注文]

稼動時間外

[注文]

注文時間外エラー画面

メニュー画面

エラー処理画面など、画面遷移の共通部分（他

 
の画面遷移にも登場する画面）は影響度が高い。

稼動時間内

画面遷移
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面入出力項目一覧の記述例
押下するボタンや入力する値等の画面に対するすべての操作に対して想定する例外にもれが無いかを確認する。

目
的

想定される例外条件を網羅的にチェックするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面入出力項目一覧

 
画面アクション明細

表を作成して網羅性を確認する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、例外条件の確認・検討もれを減らすことができる。

画面１-登録処理 入力値

入力値

あり･･･Y

なし･･･N

項目１ Y Y Y Y N N N N

項目２ Y Y N N Y Y N N

項目３ Y N N Y Y N Y N

結果

実行･･･X

正常処理 X X X

例外処理１ X X X X

例外処理２ X

この例では入力値には8

 
つのパターンがあります。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面一覧のレビュー時の説明例

目
的

早い段階で画面の抜けもれや重複を確認するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面一覧画面一覧を活用して発注者との間に必要な機能な

 
どの認識の齟齬がないか早期に確認する。施

策
（コ
ツ
）

メリット 発注者および開発者にとって、全画面の一覧を確認できるため、画面の抜けもれや重複を確認しやすくなる。

階層1 階層2 階層3
1 ペットストアポー

タル画面
S-00-01 メニュー ペットストア

総合メニュー
ユーザ機能ポー
タルメニュー －

ペットストアのポータル。購入、検
索、カタログ選択などのメニューを表
示する。

メニュー F001
-

2 ペット登録画面 S-01-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者が、販売したいペットの情報
（カテゴリ、名前、特徴、価格、画像、
タグ）を登録する。

ペット登録 Ｆ101 登録時に入力必須情報を
チェックする。

3 販売者登録画面 S-02-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット登録 販売者の情報（氏名、住所等）を登
録する。

販売者登録 F201 登録時に入力必須情報を
チェックする。

4 ペット検索画面 S-03-01 条件入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットを検索するための条件を入力
する。

ペット検索 F301
-

5 ペット検索結果表
示画面

S-03-02 検索結果一覧表
示フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット検索 ペットの検索結果を一覧表示する。 ペット検索 F301
-

6 位置情報表示画
面

S-04-01 地図表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

位置検索
（地図）

地図上に、選択した位置（所望の
ペットの居場所）を表示する。

位置検索 F401
-

7 ユーザログイン
画面

S-05-01 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにシス
テムにログインする。

ユーザ登録 F501 パスワードエラーの場合の
再入力は3回までとする。

8 ユーザ登録画面 S-05-02 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ペットの売買に参加するためにユー
ザ登録を行う。

ユーザ登録 F501 登録時に入力情報をチェッ
クする。

9 ユーザ同意書表
示画面

S-05-03 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、同
意書を表示し、同意の意志を確認す
る。

ユーザ登録 F501
-

10 プライバシーポリ
シー表示画面

S-05-04 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録を完了させるために、プ
ライバシーポリシーを表示し、同意
の意志を確認する。

ユーザ登録 F501
-

11 ユーザ登録完了
画面

S-05-05 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ユーザ登録 ユーザ登録が完了したことを通知す
る画面。

ユーザ登録 F501
-

12 カタログ画面 S-06-01 画像付情報表示
フォーム

ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

カタログ 購入者が、ペットのカタログを表示す
る画面。

ペット購入 F601
-

13 ショッピングカート
表示画面

S-06-02 情報表示フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、所望のペットを選択し、
ショッピングカートの内容を表示する
画面。

ペット購入 F601
-

14 支払い情報入力
画面

S-06-03 入力フォーム ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 購入者が、支払いの情報を入力す
るための画面。

ペット購入 F601 登録時に入力情報をチェッ
クする。

15 注文完了画面 S-06-04 完了通知画面 ペットストア
総合メニュー

ユーザ機能ポー
タルメニュー

ペット購入 ペットの購入の注文が完了したこと
を通知する画面。

ペット購入 F601
-

No. 画面名 画面ID 分類 備考
階層

説明 機能名 機能ID

・全部で15枚の画面があります。

・ペット登録・・・○○枚
・ペット検索・・・○○枚
・ユーザ登録・・・○○枚です
・画面は、入力フォーム、条件

 
入力フォーム、情報表示フォー

 
ムから構成されます。
・・・

開発者

ユーザ登録の際に間違いを減

 
らすためにユーザ登録画面で

 
入力した項目を確認する画面

 
が欲しいのですが…

発注者

確かに。
それでは追加する方向で検討

 
させていただきたいと思います。

画面一覧を用いて抜けもれなどを確認する。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

レビューの事前準備の例
実際に操作できる画面等の作成（画面ではなく紙資料を用いると、操作感を確認しにくく、良し悪しの判断がつかないため注意する。）
実際に操作できる画面等を使って確認したい項目のリストアップ

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、発注者が適正に操作感を確認できるため、手戻りのリスクを少なくできる。

発注者にとって、操作感が確認しやすいため、良し悪しの判断がつきやすくなる。

目
的

効率的に画面の操作性を確認するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面遷移

・レイアウト共通ルール

発注者が実際に操作できる画面と、レビューの確認

 
項目を準備する。施

策
（コ
ツ
）

書籍管理画面の操作における発注者確認事項

1

レイアウトの
確認

入力項目の配置場所が適当か

2 ボタンの配置場所が適当か

3 ボタン、入力項目に過不足がないか

4 ボタン、入力項目以外の画面部品の配置が適当か

5 操作の確認 ボタンの操作順序は適当か

実際に操作できる画面における発注者確認事項

実際に操作できる画面の例

確認項目の例

ポイント：
確認したい内容を予め

 
リストアップしておく。

ポイント：
確認項目にしたがって確認する。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

共通ヘッダと個別画面に分けた例
レビューを実施する際、画面共通の情報と画面個別の情報は分けて説明する。
画面共通の情報においては、共通部分のアクション、画面入出力項目一覧についても説明する。

共通ヘッダ内にイベントが定義されている場合、それらも説明する。
画面個別の情報においては、画面共通の情報は説明しない。

目
的

画面の共通部分を一括でレビューするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移
・レイアウト共通ルール

画面共通の情報と、個別の画面の情報は分離して

 
説明する。施

策
（コ
ツ
）

魚類 犬 爬虫類 猫 鳥

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ログイン

カート 検索

ユーザ名とパスワードがない場合は今すぐ登録しましょう！

ロゴ

ロゴ

②

③

①

共通ヘッダ

画面アクション明細

画面入出力項目一覧

画面レイアウト

個別画面

画面アクション明細

画面入出力項目一覧

画面レイアウト

魚類 犬 爬虫類 猫 鳥

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ログイン

カート 検索

ユーザ名とパス ワードがない場合は今すぐ登録しましょう！

ロゴ

ロゴ

②

③

①

魚類 犬 爬虫類 猫 鳥

カート 検索

ロゴ

メリット 発注者および開発者にとって、説明の無駄やもれが減るため、スムーズにレビューを進めることができる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面遷移・レイアウト共通ルールに従った画面レイアウトの例
画面遷移・レイアウト共通ルールを適用したテンプレートやサンプルを準備することで、そのルールの妥当性が検証しやすくなる。
画面遷移・レイアウト共通ルールに従った画面設計がどうなるか、従わない画面がどうなるかを、
中間成果物や作成例を示しながらレビューすることで、ルールの正確さについて合意しやすくなる。

目
的

画面遷移・レイアウト共通ルールの妥当性を検証す

 
るには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移
・レイアウト共通ルール

レビューの際に、画面遷移・レイアウト共通ルールに

 
従った具体例を提示して説明する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面レイアウトを見ながら画面遷移・レイアウト共通ルールの妥当性を確認でき
るため、お互いの認識の齟齬を減らせる。

魚類 犬 爬虫類 猫 鳥

ユーザ名とパスワードを入力してください！

ユーザ名：

パスワード：

ログイン

カート 検索

ユーザ名とパス ワードがな い場合は今すぐ登録しましょう！

ロゴ

ロゴ

②

③

①

3. 画面設計基準

3.4 ヘッダ領域

[4] ナビゲーションエリア

・・・

[5] コンテンツタイトルエリア

・・・

[6] メッセージエリア

・・・

画面遷移・レイアウト
共通ルール（抜粋）

画面レイアウト
ルールに従った
作成例を提示
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面レイアウトのエラー表示例
エラー表示（メッセージ形式、メッセージ文字列、レイアウトなど）については、レビューにおける確認がおろそかになる場合が多い。
ユーザにとっては、エラー表示はエラーの内容とその対処方法を案内する情報であることに注意する。
個別のエラー表示をレビューするときには、画面遷移・レイアウト共通ルールも確認しながらレビューすべきである。

目
的

エラー表示の妥当性を合意するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面遷移

・

 

レイアウト共通ルール

レビューの際にエラー表示を具体的に説明する。

施
策
（コ
ツ
）

メリット 発注者および開発者にとって、見落としやすいエラー表示を確認できるため、確認もれが少なくなる。

検索＄％＆

入力文字エラーです。

検索

[不正な文を入力して
“検索”押下］

［入力文字を消して
“検索”押下］

7 エラー表示方法、エラーメッセージ
（１）エラー表示方法分類

エラー表示方法の分類を次の表のとおりとする。

種別 概要
1 簡易な入力エラー クライアント側でチェック可能な簡単な入力

エラー
2 サーバ送信後のエラー サーバ側のリクエストに対する処理でエ

ラー検知

3 上記以外の致命的エ
ラー

何らかの不具合により処理が続行できない

入力エラー通知に用いるメッセージは理解容易な英語にできることから、英語メッセージに統一する。
サーバ側で処理した結果のエラーはユーザへの通知を明確にするために、各国語によるメッセージとする。

（２）エラー画面レイアウト図
特に定めない。個別の画面レイアウトに従う。

（３）エラーメッセージ書式定義
コンテンツエリア内に示す主たるメッセージ部分にはアクセントカラーを用いる。

エラー表示方法
ダイアログによる英語メッセー
ジ

共通のエラー画面に遷移し、
メッセージを表示する。

画面遷移したのち、各国語に
よるメッセージをコンテンツエリ
ア（main）に表示する。

画面遷移・レイアウト共通ルールのエラー表示に関する記述

開発者 発注者

この画面で入力した文字が不正

 
だと、エラーがこのように表示さ

 
れ、ユーザに再入力を促します。

（この表示でユーザが迷わないかな？
このメッセージで次に何をすればいいか

 
が、伝わるかな？）

レビューにおいてエラー表示につ

 
いての確認は疎かになりやすい。
ユーザに再入力を促す業務のエ

 
ラーと、操作の中止を促すエラー

 
の切り分けを画面遷移・レイアウト

 
共通ルールに定めておき、発注者

 
はアプリケーションから発せられる

 
エラー（警告）についての表示方法

 
とその表現の妥当性確認に注力

 
する。
設計書で「○○の場合はエラーと

 
なる。」とだけ記述されている場合

 
は、エラーの表示が妥当であるか、

 
注意するほうがよい。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

レビューにおける補足説明資料の例
発注者に理解してもらいやすい業務、画面遷移の提示順序を決定する。
画面レイアウトの説明順序を補足説明資料として作成する。

目
的

画面の一連の動きを順序よく確認するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面レイアウト

発注者に理解してもらいやすいレビューの説明順序

 
を補足説明資料で明示する。施

策
（コ
ツ
）

メリット 発注者および開発者にとって、レビューの順序を確認できるため、レビューをスムーズに進めることができる。

画面レイアウトの説明順序

順序 業務名 画面遷移ID 画面名

1
購入準備

DT-0001

ログイン画面

2 メニュー画面

3

購入

書籍検索画面

4 注文入力画面

5 注文確認画面

6 注文受付 注文受付画面

7
注文状況確認画面

（注文受付画面）

8 注文状況確認画面

補足説明資料（画面レイアウトの説明順序）

ポイント：
• 画面遷移にできるだけ沿った順序になるようにする。
• 実現の重要性の高い画面の説明が先になるようにする。
• 全ての画面がレビューに含まれるようにする。

ポイント：
• 業務の流れに沿って説明するために、必

 
要であれば、既に説明済みの画面レイア

 
ウトも再度説明する。

説明順序
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

レビュー順序の例
システム化業務フローから画面遷移へ、画面遷移から画面レイアウトへ、と概要から詳細の順序になるよう説明する。
画面遷移に沿って説明する場合、必要であれば既に説明済みの画面レイアウトも再度説明する。

目
的

発注者が画面の一連の動きを理解しながらレ

 
ビューを進めるには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面レイアウト

業務の流れ、画面遷移のレビューを実施してから画

 
面レイアウトのレビューを実施する。施

策
（コ
ツ
）

メリット 発注者にとって、業務の流れや画面遷移と画面の位置づけを確認できるため、画面の一連の動きが理解しやすくなる。

ログイン画面

メニュー画面 書籍検索画面

注文入力画面 注文結果確認画面

受付状況確認画面

画面遷移

書籍登録画面 書籍登録確認画面

購入受付画面

［ログイン］

［購入受付］

［受付状況確認］

［書籍検索］

［注文入力］

［注文］

［確認］

［書籍登録］

書籍検索

ISBN著者書籍名画像

検索条件

画面レイアウト

著者名

書籍名

著者名

書籍名

検索
検索結果

注文開始 書籍登録開始

システム化業務フロー

画面遷移や業務の流れに基づいて説明対象の画面に関係する画面を示し、業務名や画

 
面遷移における該当箇所を説明しないと、画面遷移と画面の位置付けが理解しにくい。

「この画面遷移において、書籍検索画面のレイアウトについ

 
て説明します。」と、画面遷移と画面レイアウトの両方を示す。

逆に、画面レイアウトの説明中には画面

 
遷移中の位置を示した方がわかりやすい。

具体例

システム管理者書籍販売業者書籍購入者 システム管理者書籍販売業者書籍購入者

ログイン

購入 購入受付

書籍購入
者登録

書籍の登録

受付状況
確認
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面レイアウトと画面遷移の例

目
的

現在説明している画面操作の位置づけを確認する

 
には 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面レイアウト

画面レイアウトと共に画面遷移が見られるように予

 
め用意しておき、遷移の発生する画面部品を説明す

 
るときは、遷移後の画面を説明し、画面遷移上の位

 
置を示す。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

開発者にとって、画面の前後のつながりを発注者に意識付けできるため、その後の説明がしやすくなる。

発注者にとって、画面の前後のつながりを確認でききるため、業務の流れについて確認しやすくなる。

◇◇伺い

基本情報

レビュー対象の画面の例

詳細情報

差戻し差戻し

起案者
XXX
XXX
XXX

文書名 ・・・

種別 △△ 稟議一覧

ID 文書名 種別 起案者 選択

・・ ・・・ △△ ・・・

表示表示

稟議一覧画面

伺い書確認画面

画面遷移の例

伺い種別が△△

遷移後の画面の例

説明1：◇◇の伺いに対して差戻しをするとき、画面レイア

 
ウトの差戻しボタンをクリックします。伺い種別が△△な場

 
合は、稟議一覧画面に移ります。

説明2：このときの画面遷

 
移での位置づけは、この

 
部分です。

説明のポイント：
・画面部品の説明時に遷移後の画面も示す。
・対応する画面遷移の位置を示す。

遷移の発生する画面部品

 
（説明対象）

[“差戻し”ボタンを押す]
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面遷移と画面アクション明細の対応付けの例
画面遷移の特定の画面に紐付くアクションが、画面アクション明細に記載されているものと一致していることを確認できるように、対応付けて説
明する。
画面共通のアクションなど別個の設計書に記載されているものがあれば、その旨説明する。

目
的

画面遷移を引き起こすアクションを網羅的に確認す

 
るには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面遷移

画面アクション明細

画面遷移のアクションと画面アクション明細のアク

 
ションを対応付けて説明する。施

策
（コ
ツ
）

ID イベント アクションの処理概要 入力

A-05 ユーザ登録 入力されたユーザ情報を

 
登録する。

ユーザ

名

A-06 ユーザ削除 入力されたユーザ情報を

 
削除する。

ユーザ

名

A-07 戻る メニュー画面に戻る。

画面アクション明細（ユーザ管理画面）

メニュー画面

ユーザ管理画面ユーザ削除画面

[ユーザ管理]

[ユーザ登録]

[ユーザ削除]

[戻る]

ユーザ登録画面

メリット 発注者および開発者にとって、二つの成果物から同時にアクションを確認できるため、レビューもれを減らすことができる。

抜けもれなく記述されていることを確認できるように、関連付けて説明する。

画面遷移
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

レビュー時の説明例
画面遷移・レイアウト共通ルールによる各エリアの配色やレイアウト例を施した状態の見た目の全体表示イメージを用意して、
各エリアの配色やエリアどうしの配色の組み合わせに問題がないか確認できるようにする。

目
的

画面の配色を確認するには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面遷移

・レイアウト共通ルール

画面イメージを提示して、実際の配色を確認する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、各エリアの配色やエ
リアどうしの配色の組み合わせに問題ないことを確
認することができる。

HTMLで作成したレイアウトサンプルデータ、描画ツールなどで作成し

 
た画面イメージを活用して実際の配色（RBG値を用いても良い）などを

 
確認する。
なお、どのような方法で確認用の資料を準備するかは場合に応じて

 
決定する。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

権限毎の表示パターンを説明する例
設計書に整理して記載された、権限や条件と対応して画面レイアウトを説明する。
特定のパターンのみ説明すると、全体観の把握および過不足や問題点の指摘を、発注者から受けるタイミングを逃してしまう。

目
的

画面レイアウトの権限による表示パターンをもれなく

 
説明するには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト権限や条件と対応して画面レイアウトを説明する。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、権限や条件毎に異な
る画面表示パターンの抜けもれを防止することがで
きる。

ヘルプ入力画面

ヘルプ入力画面

新規作成

変更登録

削除

メニュー ログアウト

対応者：システム管理者

問合せ情報

問合せ番号

氏名

問合せ内容

▼

▲

取消

ヘルプ入力画面

ヘルプ入力画面

新規作成

変更登録

削除

メニュー ログアウト

対応者：システム管理者

問合せ情報

問合せ番号

氏名

問合せ内容

▼

▲

取消

ヘルプ入力画面

ヘルプ入力画面

対応開始

差戻し

対応依頼

新規作成

変更登録

削除

メニュー ログアウト

対応者：システム管理者

基本情報

受付No

受付日

対応者

対応内容

問合せ情報

問合せ番号

氏名

問合せ内容

▼

▲

ヘルプ受付時

対応回答

取消

▼

▼

▲

ヘルプ入力画面

ヘルプ入力画面

対応開始

差戻し

対応依頼

新規作成

変更登録

削除

メニュー ログアウト

対応者：システム管理者

基本情報

受付No

受付日

対応者

対応内容

問合せ情報

問合せ番号

氏名

問合せ内容

▼

▲

ヘルプ受付時

対応回答

取消

▼

▼

▲

① ペット購入者の場合

② ペット販売業者の場合

ペット購入者の場合です。
ヘルプ画面のみ表示さ

 
れます。

ペット販売業者の場合です。
ヘルプ画面の情報に加え
基本情報も表示されます。

役割名 画面パターン

ペット購入者 ①

ペット販売業者 ②

ヘルプセンタ ③

システム管理者 ④

ヘルプ入力画面表示項目パターン

①ヘルプ入力画面

②ヘルプ入力画面＋基本情報

③ヘルプ入力画面＋基本情報＋ヘルプセン

 

タ情報

④ヘルプ入力画面＋ヘルプセンタ情報

開発者

開発者

すべての画面（表示）パ

 
ターンを掲載する。
【03R408参照】
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

大まかなレビューの順序
① 画面レイアウトにて入出力を伴う画面部品のレイアウトについてレビューする。
② 画面レイアウトを示しながら他の「工程成果物」である画面入出力項目一覧をレビューする。

目
的

画面レイアウトと画面入出力項目一覧の対応を明

 
確にするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面入出力項目一覧

画面レイアウトと画面入出力項目一覧をつき合わせ

 
て確認する。施

策
（コ
ツ
）

画面レイアウトの例

XXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXX

XXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

画面入出力項目一覧の例

ポイント：
・画面レイアウト上で対応する入出力の項目を示す。

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面入出力項目一
覧の定義と画面レイアウトとの矛盾に気づいたり、
妥当性を確認することができる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

レビュー時の説明例
画面レイアウトの入力可能な項目は、対応する画面入出力項目一覧を使用して「入力」の区分を説明する。
どこが入力可能かを明示的に説明しないと、発注者が認識できない場合がある。

目
的

画面レイアウトにおいて、どの項目が入力可能かを

 
明確にするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面入出力項目一覧

画面レイアウトと画面入出力項目一覧をつき合わせ

 
て、「入力」の区分を説明する。施

策
（コ
ツ
）

表示用の

ラベル

部品の種類 有

 
効

入

 
力

表示

桁数

入力

桁数

・・・

従業員ID ラベル － × 18 －

氏名 テキストボックス ○ ○ 18 10

住所 テキストボックス ○ ○ 18 30

従業員ID

氏名

住所

画面レイアウト

画面入出力項目一覧

常に読み取り専用

常に入力、選択可

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面レイア
ウトの「入力」の区分が業務仕様に沿って
いることを確認することができる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

レビュー時の説明例
画面入出力項目一覧の表示桁数と画面レイアウトの表示範囲が異なっている場合、明示的に説明しないと発注者が認識できない場合がある。

目
的

画面入出力項目一覧の表示桁数と入力桁数の違

 
いを明確にするには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

画面入出力項目一覧

画面レイアウトと画面入出力項目一覧をつき合わせ

 
て、差異を明示的に説明する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、画面レイアウトの
表示桁数と画面入出力項目一覧の入力桁数が違
う場合でも、桁数の差異を認識することができる。

表示用のラ

 
ベル

部品の種類 有

 
効

入

 
力

表示

 
桁数

入力

 
桁数

データ型 ・・・

従業員ID ラベル － × 18 － 文字列

氏名 テキストボックス ○ ○ 18 10 文字列

住所 テキストボックス ○ ○ 18 30 文字列

画面上の表示桁

 
数と入力可能な

 
桁数が異なる。 画面入出力項目一覧

画面入出力項目一覧と画面レイアウトの表示

 
桁数が一致しているかを確認する。意図的に

 
変える場合があるので、その意図を確認する。

この部分は
表示されない。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面レイアウトの説明例
画面レイアウトの説明時に、あらかじめ画面入出力項目一覧や画面アクション明細を
意識した説明を行っておく。

目
的

画面入出力項目一覧や画面アクション明細のレ

 
ビューをスムーズに進めるには 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

 
画面入出力項目一覧

 
画面アクション明細

画面レイアウトのレビュー時に、入力が必要な箇所

 
やボタン押下時の動作を予め説明しておく。施

策
（コ
ツ
）

レビュー時の説明例

出張経験（海外）

旅費精算

国コード

国内/海外

氏名（カナ）

氏名

部署

（AAAA010）
出張情報登録 メニュー

ヘルプ

国内 海外

▼

前払い 請求書立替

有 無

登録 リセット

画面印刷

（例）
・部署は、出張者の所属部署を入力するテキスト

ボックスです。
・・・《中略》
・国内/国外は、出張先を選択するラジオボタンです。

・国コードは国外を選択したときのみ有効で、国内を
選択すると無効になります。

・・・《中略》
・メニューボタンを押すと、メニュー画面へ遷移します。
・登録ボタンを押すと、出張情報登録確認画面へ遷移

します。
・・・《略》

1.画面レイアウトの確認

2.入力が必要な箇所、ボタン押下時の説明

＜画面レイアウトのレビュー＞

ポイント：
• 一番確認したいのは画面部品の配置。
• 入出力、アクションは簡単な説明に留める。
• 入力と画面の連動があるかどうか程度の確認は

 
行っておくとよい。

注意）画面レイアウトのレビューを行った後で画面入出力項目一覧や画面アクション明細の説明をするときには、画面の動作の説明を簡単に行った旨を伝える。

注意）画面レイアウトのレビュー時に説明しすぎると、画面の部品の配置や画面構成を確認したいのに、入力項目やボタン動作に話題が集中してしまう。

仕掛レベルでは具体的なことはいえないはずなのに、発注者は決まったつもりになってしまう

 

。

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、レビュー時
間を短縮することができる。

発注者および開発者にとって、画面入出力
項目一覧および画面アクション明細に関す
る合意形成をしやすくなる。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

レビュー時の説明例
画面部品の説明では、違いを明確にすると、その画面部品の制約や条件と合致しているか判断がしやすい。
画面部品の種類や表示範囲等と対応して、それぞれの画面部品を説明する。

目
的

画面部品の仕様の齟齬をなくすためには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト見た目が似たような画面部品の違いを明確にする。

施
策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、異なる画面部品の仕
様を明確に確認することが容易となる。

同じテキスト
ボックスで表示
桁数が異なる。

＜レビュー時の説明例＞

「本画面にはユーザ名とパスワード

 
の2つテキストボックスがありますが、

 
入力できる桁数はそれぞれユーザ

 
名が20桁、パスワードが12桁となっ

 
ております。」

※同じテキストボックスでも桁数が

 
異なる場合、その旨説明する。
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第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

全ての表示パターンを補足説明資料として一覧化して示した例
表示パターンを補足説明資料として、レビューの事前に作成する。
複数の表示パターンがある場合には、実際の表示パターンを全て示すともれなく確認することができる。

（特に可変長の表で長い場合と短い場合や表示内容が場合によって変わる画面での全パターンを対象とする）
（特に重要であったり、複雑であったりする画面レイアウトがあった場合は、発注者にとっての優先度順に並べる）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、
画面の表示パターンの抜けもれ
を防止することができる。

目
的

画面レイアウトの表示パターンをもれなく説明する

 
には 「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト画面レイアウトの実際の表示パターンを全て示す。

施
策
（コ
ツ
）

表示パターン

画面ID：BS-002 画面名：書籍検索結果表示画面

1 検索結果の一覧が1件以上10件以下の場合

2 検索結果の一覧が11件以上で、1件から10件までを表示する場合

3 検索結果の一覧が11件以上で、11件以降を表示する場合

4 検索結果の一覧が11件以上で、最後のページを表示する場合

5 検索結果が0件の場合

6 検索条件が不正であった場合

書籍検索結果表示画面の表示パターンのご説明

ポイント：
・全てのパターンを記述する。
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03R408 （2/2） 画面レイアウトの表示パターンをもれなく説明するには

全ての表示パターンを画面レイアウトにて示した例
全ての表示パターンについて画面レイアウトを説明する。
複数の表示パターンがある場合には、実際の表示パターンを全て示すともれなく確認することができる。
（特に可変長の表で長い場合と短い場合や表示内容が場合によって変わる画面での全パターンを対象とする）

第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

書籍検索結果表示

ISBN著者書籍名
画像

表示パターン2：検索結果の一覧が11件以上で、1件から10件

までを表示する場合

検索条件：書籍名＝○○○

次の10件へ

書籍検索結果表示

ISBN著者書籍名画像

表示パターン1：検索結果の一覧が1件以上10件以下の場合

検索条件：書籍名＝○○○

ポイント：
・全ての表示パターンの画面レイアウトを示す。
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03R409 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

条件分岐の説明例
入力値による条件分岐などの場合、画面入出力項目一覧と
合わせることによって、条件の内容を明確にできる。

目
的

条件分岐の仕様を明確にするには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面レイアウト

 
画面入出力項目一覧

 
画面アクション明細

画面レイアウトと画面入出力項目一覧および画面ア

 
クション明細をつき合わせて確認する。施

策
（コ
ツ
）

メリット

発注者および開発
者にとって、画面
の操作イメージを
思い描きながら確
認することができ
る。

⑥と⑦の入力内容が異

 
なった場合には、エラーメッ

 
セージを表示する。

入力内容が一致した場合

 
には次の画面に進む。

アクションの処理概要

登録ボタン押下顧客情報登

 
録

A-001

イベント名アクション名ID

画面アクション明細

画面入出力項目一覧

レビューの方法：
（1）画面入出力項目一覧で入力情報の仕様を確認する。
（2）画面アクション明細で、入力情報の違いによる条件分岐の認識が発注者と一致して

 
いることを確認する。

画面レイアウト

登録

新規ユーザ登録

メールアドレス

FAX番号

電話番号

住所

郵便番号

氏名 ①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
確認用

メールアドレス

「メールアドレス」と「確認用メー

 
ルアドレス」が異なる場合には

 
エラーメッセージを表示するとい

 
う動作の認識が発注者と一致
していることを確認する。
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作成者 外部設計
更新者 2007/1/12
更新日付

ID アクション後の処理概要入力
遷移先画面名称
（ID)

出力

Username

Password

言語テーブル

分類テーブル

-

-

-

Java Pet Store 外部設計書
S-05-01
ペット購入システムを利用するために必要なログイン画面

イベント名

ペットストアポータ
ル画面（S-00-01)

-

-

-

アクションの処理詳細

顧客情報テーブ
ル

-

-

①UsernameとPasswordの入力チェック

-

エラーメッセージ

-

顧客情報テーブル

エラーメッセージ

ユーザ登
録

「 Register
Now！」リン
ク押下

-

アクション
名

A-05-001

A-05-002

入力されたUsernameと
Passwordをもとに顧客
データを検索し、ユーザ
情報画面を表示する。

ユーザ登録画面を表示
する。

ログイン

-

③-2　合致するデータが存在しなかった
場合
エラーメッセージを表示する

ログインボタ
ン押下

①ユーザ登録画面を初期化する

②利用環境情報の設定
言語と分類をリスト選択できるようにする

③-1　言語と分類がリストより選択された
場合
ユーザ登録画面を表示する

-

③-2　リストから選択されなかった場合
エラーメッセージを表示する

②検索処理
顧客情報テーブルから該当するユーザ
を検索する

③-1　合致するデータが存在した場合
ペットストアポータル画面に遷移する

-

-

ユーザ登録画面
（S-05-02）

-

A社殿向けJava Pet Store開発

ドキュメント名
画面ＩＤ
概要

プロジェクト名
ドキュメントID JPS0001

03R410 （1/1）

第３部

 

合意形成のコツ

 

４．一緒にレビューする

 

４．２

 

レビューのコツ

具体例

画面アクション明細の説明例
仕様の検証に必要十分な情報が記述されていないとテスト工程での検証が出来なくなる。

目
的

テスト工程での検証をスムーズに進めるには
「工

 
程

 
成

 
果

 
物

 
」

画面アクション明細「何を」、「どのように」、「どうする」という入力、処理、

 
出力の内容が明確になっていることを確認する。施

策
（コ
ツ
）

メ
リ
ッ
ト

発注者および開発者にとって、テス
ト項目を抽出することが容易となる。

全てのアクションに対して入力・出力

 
が定義出来ているかも確認する。
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